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　季節はめぐっていく。

　泣いて、笑って、騒さわいで、遊んで……。

　春が来て、夏が来て、秋が来て、冬が来る。

　さくら荘そうでめぐっていく。

　そんな日々の先には、新しい春が待っている。







[image: ]







「あ〜、疲つかれた〜」

　湯船に深く身を沈しずめると、神かん田だ空そら太たは体を癒いやすぬくもりに浸ひたりながら、無む意い識しきにおっさんくさい声を出していた。風ふ呂ろ場ばに情なさけない声はよく響ひびく。

　この四月から高校二年生になり、新学期がはじまって早はや三週間。新しいクラスメイトの名前をせっせと覚えたり、難むずかしくなってきた授じゆ業ぎように頭を捻ひねったり、本ほん格かく的てきに今後の進路を考えたりと、疲つかれが溜たまる理由は色々とある。

　けど、毎まい晩ばん風呂場で空太をおっさん化させる元げん凶きようは、もっと別のところにあった。

「あ〜、まじで疲れた〜」

　顔を二度、三度と洗あらって、もう一度ため息のような声をもらす。

　その直後、何の前まえ触ぶれもなく、風呂場のドアが外から開いた。

　唖あ然ぜんとする空太が視し界かいに捉とらえたのは、無む表ひよう情じようで立ち尽つくすひとりの少女。その佇たたずまいは清せい楚そで繊せん細さい、そして儚はかなげだ。瞬まばたきをしている間に、雪のように溶とけて消えてしまうんじゃないかと思えるほどの危あやうさが漂ただよっている。その反面、顔立ちはシャープで、目元はきりっとしているせいか、そこはかとなく芯しんの強さも感じ取れるから不思議だ。

　そのアンバランスさが、人目を引き付ける。

　そんな少女が、無む防ぼう備びなパジャマ姿すがたで、開いた口が塞ふさがらない裸はだかの空太を、風呂場のドア口から無感動に見下ろしていた。

「空太」

　返事は後回しにして、空太はすぐさま下半身を隠かくすために身を起こし、湯船の縁ふちにしがみ付いた。ダンボール箱から顔を覗のぞかせている捨すて猫ねこのような格かつ好こうだが、今はそんなことを気にしてはいられない。

「お前はどうしてこの状じよう況きようで平然としていられるの!?」

　空太の声は、半分以上悲鳴になっていた。

「わたし、考えたんだけど」

「洗せん面めん器きも投げないとわかんないのか!?」

　それを意に介かいさず、少女は自分の話を続ける。

「お風呂は」

「勝手に話を進めるな！」

「空太と一いつ緒しよがいいと思うわ」

「一緒に入って、お前は俺おれに何をさせる気だ！」

「洗ってもらう」

「どこを、どんな風に!?」

「全身くまなく」

　不覚にも、風呂場でましろと泡あわだらけになって戯たわむれる自分の姿を想そう像ぞうしてしまった。

「その発言だけで、鼻血が出そうだよ、俺おれは！」

　このおかしな言動を連発する少女こそがそうなのだ。毎日、朝から晩ばんまで空そら太たを振ふり回し、物理的にも精せい神しん的てきにも根こそぎ活力を奪うばっていく疲つかれの元げん凶きよう。

　名前は椎しい名なましろ。

　この四月から、空太の住む水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの学がく生せい寮りよう──さくら荘そうに引っ越こしてきたイギリス帰りの帰国子女で、世界的に評ひよう価かを受けている天才画家でもある。その才さい能のうは、幼よう少しよう期きからの特別な生せい活かつ環かん境きようの中で培つちかわれたもので、生まれてから今日までのましろの十六年間は、絵を描かくためだけにあったと言ってもいいくらいだった。

　そのせいで、ましろは一いつ般ぱん常じよう識しきを身につける機会を完全に失い、こうして異い性せいが入っている風ふ呂ろのドアだって当たり前のように開けてくるのだ。

「鼻血、出てないわ」

「出そうって言っただけだよ！　いったい、頭ん中、どうなってんだ！」

「特におかしいところはない」

「どこがだ！　風呂のドアは開けるし！　学校までの道で迷まい子ごになるし！　買い物に行きゃあ、お金払はらう前に食べちゃうし！　嫌きらいな食べ物は無言で俺の皿に載のせてくるし！　周囲の目は全然気にしないし！　俺が着き替がえを用意しないと裸はだかで寝ねちゃうような人間をこの世界では普ふ通つうとは言わないんだよ！」

　この三週間で判はん明めいしたましろの非ひ常じよう識しきな生せい態たいを挙あげるとキリがない。思い返すだけで、頭が変になりそうだ。しかも、性た質ちの悪いことに、ましろは本気で自分をおかしいとは思っていないらしい。その証しよう拠こに、正しい指し摘てきをした空太に対して、

「空太、なに言ってるの？」

　と真顔で言葉を返してきた。

　こんな有様では、当然、ひとりではまともな日常生活を送れないので、ましろがさくら荘にやってきた翌よく日じつには、空太の提てい案あんで彼かの女じよの面めん倒どうを見る『ましろ当番』を決めることになった。そして、必死の抵てい抗こうも虚むなしく、その大役に選ばれたのが、さくら荘で唯ゆい一いつの常識人である空太だった。

　そもそもさくら荘は、一般寮での共同生活からはみ出した問題児を集めた特別な寮で、生せい活かつ破は綻たん者しやのましろ以外にも、宇う宙ちゆう人じんやら、外がい泊はくの帝てい王おうやら、極度の引きこもりやらと個こ性せい的てきな面めん子つが揃そろっている。監かん督とく役やくとして一緒に暮くらしている教きよう師しですら、放ほう任にん主しゆ義ぎという名の面倒くさがり屋で、まったく頼たよりにならない始末だ。

　今は男女合わせて六人がひとつ屋根の下で暮らしている。

　空太がさくら荘にいるのは、ペット厳げん禁きんの一般寮で捨すて猫ねこを飼かっていたのが原げん因いんだ。里親を見つけられれば、さくら荘からおさらばできるのだが、この半年で、猫は減へるどころか、なぜだか七匹ひきにまで増ふえていた。問題児の巣そう窟くつを脱だつ出しゆつし、平へい穏おんな日にち常じようを取り戻もどすまでの道のりは果てしなく長い。

「お風ふ呂ろは一いつ緒しよがいいと思うの」

「却きやつ下かだ！」

「どうして？」

「俺おれは男子で、椎しい名なは女子！　お互たがいお年とし頃ごろだからです！　もう一度よく考えてきなさい！」

「わかった。考えてみる」

　思案顔で回れ右をすると、ましろはようやくその場から立ち去った。もちろん、風呂場のドアは開けっ放しだ。

「新手の嫌いやがらせだよな、これ……夢ゆめなら早く覚めてほしいよ……」

　仕方なく空そら太たは自分でドアを閉しめた。

　そして、再ふたたび湯船に身を沈しずめながら、心と体の安らぎを手に入れるためには、さくら荘そうを脱だつ出しゆつするしかないと強く自分の胸むねに言い聞かせるのだった。




　　　　１




　翌よく朝あさ、空太は六時半にセットした目覚ましが鳴る前に、コゲ茶トラ猫ねこのこまちに猫パンチを食らい夢から覚めた。

　七匹ひきの猫に朝ご飯を与え、空太も朝食を食べながら、好き嫌きらいがやたらと多いましろのために弁べん当とうを作った。それが終わると、自室の机つくえの下で気持ちよさそうに寝ねていたましろを起こし、寝ぼけたましろに着き替がえの制せい服ふくを渡わたした。

　五分後、部屋から出てきたましろは、なんとも悩なやましい姿すがただった。ベストを着ておらず、ブラウスのボタンは半分しか留とめられていなかった。胸むな元もとにできた隙すき間まからは、水色の下着とやわらかそうな白い素す肌はだがちらりと見えている。慌あわてて視し線せんを落とす。靴くつ下したが片かた一いつ方ぽうしかない……。

「どういうファッションセンスしてんだよ！」

　目のやり場に困こまりながら、ボタンを留めろと指し示じを出す。靴下はベッドに座すわらせてから、空太がはかせてやった。

　それから、寝ね癖ぐせをドライヤーで直してやり、顔を洗あらいに行かせ、朝食を食べさせてから、ましろと一緒に登校した。

　その道中もまったく気が抜ぬけず、目を離はなすとましろはふらふらと通学路から外れて行こうとする。

「学校はあっちよ」

「こっちだよ！」

　という具合なので、学校に着く頃には、空太はぐったりしていた。

　重たい体を必死に動かし、下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきに履はき替かえる。靴くつをしまいながら、念のためましろの方を確かく認にんした。案の定、スカートの裾すそを気にもせず、上履きを履くために前かがみになっている。

「椎しい名な、見えそうだぞ」

「何が？」

　かがんだままの体たい勢せいで、ましろが振ふり向いた。そのせいで、スカートの裾がさらに上がった。

「わっ、バカ！」

　と言いながら顔を背そむけつつも、空そら太たの視し線せんはしっかりと乙女おとめの花園に注がれている。男子の悲しい性さがだ。おかげで、衝しよう撃げき的てきな事実を知るはめになった。

　ましろの服を用意するのは『ましろ当番』である空太の仕事だ。だから、下着だって空太が選ぶ。今日のパンツが水色のシンプルなやつだってことを空太は知っている。コーディネートしたのは空太なのだから。

　けど、それとは別のものが空太の視界に飛び込んできていた。

　あるはずのものがない。肌はだ色いろがずっと続いている。見えているのはお尻しりだ。要するに、パンツをはいていない。

「え!?　おい！　椎名！」

　空太は慌あわててましろの腕うでを引いて立ち上がらせた。

「あ、あのな！　な、な、なにしてんだよ！」

「ん？」

「ん？　じゃねえ！　こっちに来い！」

　周囲の目を避さけるために、空太はましろを廊ろう下かの隅すみっこに連れて行った。

「それは、あれか？　何か宗しゆう教きよう上じようの理由とかで、今日はそういう風になってるのか？」

「……」

　ましろはきょとんとしている。

「それとも健康法か？」

　やっぱり、わからないという顔をしている。

「だから、その、下……」

「……」

　ましろが言われるままに下を見る。しばしの沈ちん黙もく。その後、顔を上げて首を傾かしげた。

「どうしても全部言わせたいらしいな！」

「空太、変よ？」

「こんな事実を知ったら、変にもなるだろ！　天にも昇のぼりそうな気分だよ！」

「よくわからない」

「だ〜か〜ら〜」

　仕方なく、空そら太たはましろの耳元に顔を近づけて、

「パンツ、はいてないだろ」

　と顔を赤くしながら囁ささやいた。一体、朝っぱらから女子になんてことを言っているんだろう。一歩間ま違ちがえれば変へん態たいだ。

　ましろは少し考えてから、スカートをたくし上げようと両手で裾すそを摘つまんだ。

「んなことしたら逮たい捕ほされちゃうだろうが！」

　声を絞って空太が叫ぶ。

　裾に伸のばした両手を、ましろはしぶしぶといった様子で、スカートの中に滑すべり込こませた。お尻しりに手を回し、触さわって確たしかめている。

「で、どうだ？　どうなっている？　お願いだから俺おれの見間違いだったと言ってくれ」

「忘わすれたみたい」

　目の前が真っ暗になった。

「どうしたら忘れられるんだよ！　どんなメカニズムだよ！　俺、今け朝さ、着き替がえ用意したよね？　下着も出したよね？」

「考え事してたから」

「なんだって!?」

「だから、考え事してたの」

「パンツより大事な考え事ってなんだよ？　そんなもんこの世に存そん在ざいするのか!?　どうすんだ、今日一日!?」

「だいたい、いつも通りよ」

「大事な部分がだいぶいつもと違うと思うけど!?」

「そう？」

「そうだよ！」

「冷えるものね」

「それもあるかもしれないけど、それは些さ細さいな問題だろ……」

　廊ろう下かを通り過すぎる生徒たちの目が気になって仕方ない。ましろの整った容よう姿しが、男女問わず視し線せんを集めてしまう。誰だれかに気づかれたらどうしよう。そう思うと、空太はじっとりと背せ中なかに変な汗あせをかいた。

「あ〜、もう！　今回は完全にアウトだ。今すぐ帰るぞ」

　空太が決けつ断だんした瞬しゆん間かん、チャイムが響ひびき渡わたった。遅ち刻こくを回かい避ひすべく、ギリギリにやってきた生徒たちが一いつ斉せいに駆かけ出す。

　その流れに逆さからって、空太はましろの腕うでを引いて戻もどろうとする。だが、その正面に、ひとりの教きよう師しが立ち塞ふさがった。

「ほら、神かん田だとましろもさっさと教室行きなさいよ」

　そう言って空そら太たの首根っこを掴つかんできたのは、さくら荘そうで一いつ緒しよに暮くらしている美び術じゆつ教きよう師しの千せん石ごく千ち尋ひろだ。現げん在ざい、二十九歳さいと十五ヵ月。色々と難むずかしいお年とし頃ごろだ。

　そのまま空太を教室のある方へと引きずっていく。

「待って、先生！　今はダメなんですよ！　世界の危き機きなんです！」

「そんなもん、どっかの国の大だい統とう領りようがなんとかしてくれるわよ」

「任せられるものなら俺おれもそうしたいですけど、そういうわけにもいかないんですよ！」

　さすがにこんな局地的な危機に駆かけつけてはくれないだろう。

「はいはい、ギャーギャー言ってないでさっさと来なさい！」

「お願いだから待って、先生！　ほんとにやばいんですって！　まじなんです！」

「ましろも早く行きなさい」

「うん」

　何事もなかったかのように、ましろは自分の教室に向かうため、空太とは正反対の方向へと歩き出した。一歩遠ざかるたびにスカートの裾すそが揺ゆれる。そのたびに、空太の口から、うっ、とか、わっ、とか悲鳴とも取れる声がもれた。ハラハラして、高鳴る心しん臓ぞうは今にも張はり裂さけそうだ。

「無理だよ……まじで無理だって！　俺、こんな秘ひ密みつを抱かかえたまま生きて行けないから！　こんな拷ごう問もん耐たえられないから！」

　空太の悲ひ痛つうな叫さけびは誰だれにも届とどかなかった。




　　　　２




　やばい。やばすぎる。やばいなんてもんじゃない。

　断だん言げんできる。これは人生最大の危機だ。

　一時間目の現げん国こく。空太は誰よりも真面目な顔をして授じゆ業ぎようを受けていた。脳のうをフル回転させて問題と向き合うのは、高校受験のとき以来かもしれない。いや、あのとき以上だ。

　シャーペンを握にぎる手が震ふるえている。

　冷静になれと心の中で何度も繰くり返し唱える。ピンチのときほど冷静になれと、たぶんどっかの偉えらい人が言っていた。

「神かん田だ君、トイレに行きたいなら行って来てもいいわよぉ」

　担たん当とう教きよう師しの白しろ山やま小こ春はるが、甘あまったるい声で言ってきた。

「違ちがいます！」

　勘かん違ちがいした小春にすばやく答える。今は時間を無む駄だにはできないのだ。

　まずは問題を客観的に捉とらえてみよう。そうすれば、何かが見えてくるかもしれない。そうだ。そうしよう。

　事じ件けん発はつ覚かくは、今から約一時間前の午前八時三十分。

　第一発見者は、神かん田だ空そら太ただ。つまり、自分。

　場所は昇しよう降こう口ぐち。

　対象者は椎しい名なましろ。

　そのましろが、今日はパンツをはかずに登校した。

　午前九時三十分現げん在ざいも、下半身はフリーダムな状じよう況きようとなっている。

　極めて危き険けんな状じよう態たいと言えよう。間ま違ちがいがひとつ起これば世界は滅ほろぶ。この状況を打だ破はできるのは自分しかいない。やるしかないのだ。

　以上、状況の確かく認にん終しゆう了りよう。

　とにかく早急に手を打たなければならない。真実が白はく日じつの下もとに晒さらされたら、その瞬しゆん間かんに何もかもが終しゆう焉えんを迎むかえる。なんとしても、空太の力で秘ひ密みつを守らなければ……。ましろを守らなければ……。もう頭の中は、ましろとノーパンでいっぱいだった。

「神田君、我が慢まんは体に毒よぉ」

「だから、違ちがいますって！」

　しつこい現げん国こく教きよう師しは一瞬で黙だまらせた。

　けど、もし、一時間目の授じゆ業ぎよう中ちゆうに、誰だれかにばれていたらどうしよう。そうなってからの情じよう報ほう操そう作さは困こん難なんを極めることだろう。知った人間には消えてもらうしかない。でも、どうやって。それはもちろん、人気のないところに呼よび出して……って、そんなことできるわけがない。空太は一いつ介かいの高校生だ。

　ばれていたら、それでおしまいだ。最悪の事態を想そう像ぞうすると、足元から世界が崩くずれていくようだった。

　今は、ばれていないことを祈るしかない。

　その後も授業が終わるまでの間、空太はずっとそんなことを考えていた。

　小春からトイレを勧すすめられること五回。やっと、授業の終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴った。

　空太は即そく座ざに席を立ち、廊ろう下かに飛び出した。

「な〜んだ、やっぱり、我慢してたんじゃないのよぉ」

　違うと言いたかったけど、空太は任にん務むを優ゆう先せんした。目指すのは、ましろがいる美び術じゆつ科かの教室だ。長い廊下を全力でダッシュする。

　芸げい大だい付ふ属ぞく校こうらしく、通つう称しようスイコーには進学を目的とした普ふ通つう科かの他に、芸げい術じゆつ系けいの美術科と音楽科が設もうけられている。どちらの科も少しよう数すう精せい鋭えいの教きよう育いく方ほう針しんで、定員は十名程てい度どしかいない。

　校こう舎しやは普通科と同じだが、空太の教室とは長い廊下の端はしと端で離はなれていた。

　息を切らせながら、美術科の教室にたどり着く。

　窓まど側がわの席に、ましろの姿すがたを見つけた。その机つくえの上から、消しゴムがぽとりと落ちる。気づいたましろが拾おうと席を立った。

　今まさにしゃがもうとしている。

「だ〜！　お前、何をする気だ！」

　叫さけびながら空そら太たは駆かけ出すと、ましろがしゃがむ前に、床ゆかに滑すべり込こんで消しゴムを拾い上げた。

　急に大声を出したせいで、思い切り注目を集めている。美び術じゆつ科かにましろ以外の知り合いはいないので、針はりのような視し線せんが痛いたい。

　頭のおかしい人を見る目で見られている。

　それに気づかぬふりをして、空太は颯さつ爽そうと立ち上がった。

「消しゴム、落としたぞ」

　ましろの手に消しゴムを握にぎらせる。

「ありがと」

「おう、任まかせろ……てか、お前な」

　小声になって、耳を貸かせと手て招まねきをする。

　その手を、なぜだか、ましろは掴つかんできた。

「耳を貸せって意味なんだけど」

「空太」

　真顔で、じっとましろが見つめてくる。

「な、なんだよ」

「耳は貸し借りできないわ」

　諭さとすように言われてしまった。

「知ってるわ！　そういう意味じゃないの！　てか、それはどうでもよくて、俺おれが言いたいのは……」

　と言いながら、周囲を警けい戒かいする。誰だれかに聞かれると大変まずいことになる。

「なに？」

「今の自分の状じよう況きよう、ちゃんと理り解かいしてるか？」

「うん」

「どんな風だ？」

「絶ぜつ好こう調ちようよ」

「束そく縛ばくから解とき放たれたとかそういう意味？　違ちがうよね？　やめてくれよ、そういうのは……って、そうだ、椎しい名な、ジャージはいとけ」

「どうして？」

「俺の感覚の方が世せ界かい基き準じゆんだからです！」

　すると、ましろが手のひらを上に向けて、両手を差し出してきた。

「この手はなに？」

「ジャージ」

「いや、俺おれは椎しい名なのジャージがどこにあるのかは知らないぞ」

「空そら太たが知らないなら、わたしも知らないわ」

「あれ？　この世界ってそういうルールなんだっけ？」

「そうよ」

「んなわけあるか！」

　せっかく一時間目の授じゆ業ぎようを潰つぶして考えたジャージ作戦だったのに、思わぬところに落とし穴あながあった。空太のジャージを貸かそうにも、洗せん濯たくしようと思って昨日持ち帰ってしまったから手元にはない。なんという間の悪さだ。

　次の手を考えているうちに、休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。

「あ〜、くそっ！　いいか、椎名」

「ん？」

「とにかく、今日は大人おとなしくしているんだぞ？　しゃがんだり、かがんだりはなしだからな。消しゴムを落としても拾うなよ？　そんなの全部、俺に任まかせればいいからな」

「わかった」

「本当にわかったか？」

「本当にわかったわ」

「よし、じゃあ、俺は教室に戻もどるからな」

「うん」

　小走りで美び術じゆつ科かの教室を出る。ドア口で一度振ふり向くと、ましろは立ったまま空太の方を見ていて、目が合うと小さく手を振ふってきた。それが照れくさくて、空太はすぐに顔を背そむけた。他の生徒の目は、なにやら意味深で居い心地ごこちが悪い。

　さっさと逃にげようと思ったら、外から強い風が吹ふき込こんできた。教室の壁かべに貼はられた紙がわさわさと暴あばれる。机つくえの上に置かれたノートのページがパラパラとめくられていく。そして、ましろのスカートの裾すそがふわりと持ち上がった。

「あ〜っ!!」

　空太の大声に、教室にいた美術科の生徒たちの視し線せんが集中する。おかげで、誰だれもましろの方は見ていなかった。空太以外は……。

　まあ、実じつ際さい、スカートの中までは見えなかったわけだが。

「な、なんでもないですよ。あはははっ」

　訝いぶかしげな冷たい視線の数々。ひそひそ声も聞こえてきた。

「さっきから、あれ、なんなの？」

「恐おそれ多くも、椎名さんに馴なれ馴れしく話しかけやがって、けしからんやつだ」

「ほんとだよな、なんだってあんな清せい楚そで可か憐れんな椎名さんが、さくら荘そうなんだよ」

「椎しい名なさん、かわいそうよね。あれの相手をしないといけないだなんて」

　どちらかというと、空そら太たの方が被ひ害がい者しやなのに、散々な言われようだ。まあ、みんなはましろの生せい活かつ破は綻たん者しやっぷりを知らないから仕方がない。それに、先ほどから奇き声せいを上げて、奇行が目立つ空太に弁べん解かいの余よ地ちなどあるはずもなかった。もちろん、理由あってのことなのだが、それを話すわけにはいかないのだ。

　どれだけ自分が蔑さげすまれようとも、男には口を閉とざさなければならないときがある。

　人知れず世界を守るヒーローは辛つらいなあと思いながら、空太は教室を出た。

　両りよう肩かたをガックリと落として、ふらふらの足取りで教室に戻もどる。

　そんな空太をあざ笑うかのように、廊ろう下かには春の悪戯いたずらな風が吹ふいていた。

「天は俺おれを見放したんだね……」

　こうなったからには、すぐにでもましろに何かはかせないとまずい。
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　永遠にも思えた二時間目の数学が終わると、空太は再ふたたび美び術じゆつ科かの教室に出向いた。そして、窓まど辺べの席でぼ〜っと外を眺ながめていたましろを連れて、三年の教室を目指した。

　さくら荘そうで一いつ緒しよに暮くらす三年生の上かみ井い草ぐさ美み咲さきから、ジャージを借りるためだ。

　最初、ひとりで行こうとしたのだが、その間に、ましろのスカートがめくれるという大だい惨さん事じが起きたらと思うと急に恐おそろしくなり、フォローができるよう、一いつ緒しよに連れて行くことにした。

　スイコーは学年ごとに階が分かれていて、一年が一階、二年が二階、三年は三階となっている。そのため、三年の教室に行くには最大の難なん関かんである階かい段だんを突とつ破ぱしなければならなかった。

　そして、その階段が、早くも目の前に聳そびえ立っていた。今日だけはやけに険けわしく見える。

　立ち止まった空太とは対照的に、ましろは構かまわず足を上げる。一段、また一段と上っていく。

「椎名、裾すそを押おさえろって」

　周囲を気にしながら、小声で注意する。

「押さえていいよ」

「では、お言葉に甘あまえて……って、んな真ま似ねできるか！　俺を学校から追い出したいの？」

　ましろの後ろから、ガードするつもりで空太も階段を上った。一段ずつ慎しん重ちように、かつ、ましろのスカートの裾と、さらに背はい後ごを気にしながら。

　いつ何が起こるかは誰だれにもわからない。細心の注意を払はらっておく必要があった。ひとつのミスが命取りになる。ましろにその自覚はないようだが、それだけ緊きん迫ぱくした状じよう況きようなのだ。

　階段を折り返し、残り半分。一段ずつ数えながら、さらに上る。残り三段となったところで、足首に嫌いやな風が触ふれた。来ると思ったときには、風が階段を駆かけ上がっていた。

　ましろのスカートの裾が空気でふくらみ、翻ひるがえりそうになる。

「うおうっ！」

　思わず空そら太たの手が出た。完全に反はん射しやだった。

　両手でましろのスカートを押おさえていた。がっぷりとお尻しりを鷲わし掴づかみにして……。

　ましろが肩かた越ごしに振ふり向く。いつもの無む表ひよう情じようで空太を見下ろしている。

「ち、違ちがう！　こ、これは不ふ可か抗こう力りよくで、急に俺おれのエロスが暴あばれ出したとか、そういうことじゃなくて、ほんとに下心とかじゃないから、お願い信じて！」

「空太」

「な、なんでしょう！」

「くすぐったい」

「わ、悪い！」

　慌あわてて手を離はなす。

　すぐさま周囲を確かく認にんした。上には誰だれもいない。ほっと一息。続いて下を見る。一年生と思おぼしき小こ柄がらな女子と目が合った。
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「ご、ごめんなさい！　私、そんなつもりじゃなかったんです！」

　悲鳴を上げるように、その女子は顔を真っ赤にして逃にげ出した。

「あ、ちょっと！　誤ご解かいだから！」

　もちろん、そんな空太の声が届とどくはずもなく、小柄な女子は階下に消えてしまった。

　それと入れ替かわりで、ひとりの男子生徒が階かい段だんを上がってきた。

「昼間からおさかんだな、空そら太た。あんな、健けな気げそうな一年生まで泣かせて」

　やってきたのはさくら荘そうで一いつ緒しよに暮くらしているもうひとりの三年生、三み鷹たか仁じんだった。細身の長身でスタイルがよく、同じ制せい服ふくを着ているはずなのに、他の生徒とは雰ふん囲い気きからして違ちがっていた。シンプルな眼鏡めがねも知的で、大人おとなっぽい魅み力りよくを引き立てている。

　鞄かばんを持っているところを見ると、今登校してきたのだろう。

「仁さん、久ひさしぶりですね」

「ん？　そうだっけ？」

　会うのは一週間ぶりだ。仁には現げん在ざい六人の恋こい人びとがいて、月曜は大学の演えん劇げき学がく部ぶ四年の麻あさ美みさん、火曜はナースの紀のり子こさん、水曜はお花屋さんの加か奈なさん、木曜が若わか奥おく様さまの芽め衣い子こさん、金曜はレースクイーンの鈴すず音ねさんで、土日はＯＬの留る美みさんという具合に、曜日でお泊とまりする場所が決まっている最低人間であるため、この一週間ほどはさくら荘に帰ってきていなかった。

　それを裏うら付づけるように、襟えり元もとには女性の口くち紅べにの跡あとがある。擦こすれて横に伸のびた赤いラインは、何かの途と中ちゆうで偶ぐう然ぜんついたという感じがして妙みように生々しい。

　さすが外がい泊はくの帝てい王おうだ。もちろん、さくら荘にいる理由はそこにある。

「仁さん、襟のとこ、マーキングされてますよ？」

　言われて仁が襟を引っ張ぱって確認している。

「あ、ほんとだ。昨日は加奈さん、部屋に上がるなり、いきなりだったからな」

　そんなことを言いながら隣となりに並ならんだ仁と一いつ緒しよに、空太は三階に上がった。

「んで、空太は美み咲さきに用事か？」

「ええ、まあ」

「ましろちゃんも？」

　仁が目の端はしにましろを映うつす。ましろは首を横に振ふった。

「言っておくが椎しい名なの用事だからな？」

「そうなの？」

　頭ず痛つうを覚えながらも、空太はなんとか美咲の教室にたどり着いた。

　美咲も美び術じゆつ科かの生徒なので、人数の少ない教室の中は普ふ通つう科かと違って広々としている。

「美咲、いないわ」

「確たしかにいないな」

「いや、明らかにいるだろ」

　そう言ったのは、長身を生かして、空太とましろの背はい後ごから教室を覗のぞき込こんでいた仁だ。

「まあ、俺おれもいるのはわかってるんですけどね……」

　美咲の姿すがたは見えないが、教室には注目せざるを得ない異い様ような物体がある。というか、いる。教きよう卓たくの真ん前の席に座すわっているクマの着ぐるみ。その格かつ好こうでクラスメイトと談だん笑しようしているから驚おどろきだ。さすが、さくら荘そうに住み着いた宇う宙ちゆう人じん。

　できれば、声をかけたくない。けど、今はそうも言ってはいられなかった。

「美み咲さき先せん輩ぱい、ちょっといいっすか？」

　その一声で、着ぐるみが重たそうな見た目に反した俊しゆん敏びんな動作で振ふり向いた。

　クマの口の部分から美咲のかわいらしい顔が出ている。丁度、顔をかじられている感じだ。その目が空そら太たを捉とらえている。獲え物ものを見つけてきらっと光る。

　直後、立ち上がった真顔の美咲が、野生のクマもびっくりするほどのパワフルさで、空太に向かって突とつ進しんしてきた。そのまま全体重をかけて胸むねに飛び込んでくる。なんとか受け止めようとしたが、空太はあっさりと押おし倒たおされた。

「なにすんですか、先輩！」

「こーはいくんがあたしに会いにきてくれた喜びを全身で表ひよう現げんしたんだよ！」

「いい迷めい惑わくだ！」

　美咲を押しのけながら、なんとか立ち上がる。

「かわいいわ、美咲」

「ありがとう、ましろん！」

　ひしっと美咲がましろに抱だきついた。

「これはね、『がぶりんちょべあ〜』と言って、今あたしの中で一番の流行を勝ち取っているクマ中のクマなんだよ。ベア中のベアでもある！」

「いや、そんな解かい説せつはいいんで」

　いったい、どこから着ぐるみを調ちよう達たつしてきたのやら。恐おそらく、朝からこの格かつ好こうで授じゆ業ぎようを受けているんだろう。先生がかわいそうになってくる。

「あたしはまだしゃべり足りないよ。がぶりんちょべあ〜について、熱く語り合いたいんだよ！」

　美咲が着ぐるみの頭で空太にヘッドバッドをしてくる。

　その頭を仁じんが手で押さえてくれた。

「空太は美咲に用があるんだろ？　休み時間終わるぞ」

　美咲の相手をするといつもこうだ。どうでもいい無む駄だ話ばなしで貴き重ちような時間を奪うばわれる。

「先輩、ジャージ持ってたら貸かして！　緊きん急きゆう事じ態たいなんです！」

「いいよ。持ってないけど」

「どっちだよ！」

「持ってないけど、貸してあげたい気持ちは本物なんだも〜ん」

　言いながらクマが万ばん歳ざいをしている。いや、威い嚇かくしてるんだろうか。

「仁さんは？」

「ん？　俺おれも体育ないから寮りようだな」

「なんて間の悪い人たちだ！」

　これではクマに押おし倒たおされに来ただけではないか。

「おいおい、ごあいさつだな。どうした、そんなにやさぐれて」

「いや、それが……」

　ちょいちょいと空そら太たは身を縮ちぢめて手て招まねきをする。美み咲さきと仁じん、それにましろまで耳を傾かたむけてきた。

「それが……椎しい名な、はいてないんですよ」

「は？　それって……」

　仁の目がましろのスカートに向かう。確かく認にんするように空太を見てきたので、はっきりとわかるように深く頷うなずいた。

「そりゃ、空太が興こう奮ふんするわけだ」

　驚おどろいた様子もなく仁は平然とそう言う。それは美咲の反はん応のうも同じだ。別になんてことない顔をしている。さすが、さくら荘そうの住人だ。普ふ通つうじゃない。

「こーはいくんもエロスに目覚めたんだね」

「そういう意味の興奮じゃないでしょ！」

「どちらかというと、そういう意味で大興奮してんだろ？」

「仁さんは的てき確かくな指し摘てきをしないで！」

　気持ちを入れ替かえようと思いましろを見ると、明後日あさつての方向に目を向けていた。もうほんとにまったく危き機き感かんがない。

　心の中でため息を吐つく。

「仁さん、何かいい手はありませんか？」

「空太が心を強く持てば解かい決けつするだろ」

「根本的な解決になってませんよ！　単に気にするなって話でしょ、それ！　だいたい、そんな急に俺おれは強くなれませんって！」

「じゃあ、こーはいくんが何も感じないように、ハートをブレイクする？」

　その名の通り、笑顔を美しく咲さかせながら美咲が言ってきた。もちろん、美咲のことだから、冗じよう談だんでなく、本気百パーセントだ。今にもベアナックルを放ってきそうな勢いきおいだ。

「今日が終わったら、元に戻もどしてくれるんですか？」

「それは無理だよ」

「きっぱりしてるな！」

「じゃ、俺、教室行くから」

「あ〜、見み捨すてないで！」

　仁の手を掴つかんで引き止める。

「仁さんほどの女ったらしなら、パンツの一枚まいや二枚平気で持ち歩いてませんか？　うっかり、ポケットに入ってたりしませんか？」

「お前、彼かの女じよができたら、パンツ持ち歩く気か？　すげえな」

「羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ないで！」

「じゃあ、あたしのはく？」

　そう言ってきたのは美み咲さきだ。

「え？」

「脱ぬいでくるね」

　駆かけ出そうとするクマの頭を、仁じんが両手で掴つかんで止めた。

「ダメに決まってるだろ。バカ言ってんな」

「え〜、だって、他に方法ないじゃん」

「それだけは却きやつ下かだ」

　わずかだが仁の口く調ちようには不ふ機き嫌げんな色が混まざってる。

「うん、わかった……。仁が言うならやめとくね。ごめんね、こーはいくん、あたしの力が及およばずに」

「いや、さすがに先せん輩ぱいからパンツを奪うばうくらいなら、俺おれが脱ぐんで」

「お〜、その手があった！」

「え？　いや、冗じよう談だんですよ!?」

　クマの手が空そら太たのズボンに伸のびてきて、ベルトを外そうとしてくる。空太は全力で抵てい抗こうして、何とか美咲の魔ま手しゆから逃にげ延のびた。

　獲え物ものを逃がした美咲は、不機嫌に口を尖とがらせている。

「こうなったら仕方がないね。あたしが最後の手しゆ段だんを教えてあげよう。こーはいくんの頼たのみとあっては黙だまって見み過すごせないからね！」

「名案があるなら、先に言ってくださいよ」

「パンツの絵を描かこう！　これで悪戯いたずらな風でスカートがめくれても、な〜んだ、パンツかって感じでごまかせるよ！」

「描くって素す肌はだに!?　変へん態たい度どがアップするだけじゃないですか！」

「あたしとましろんの腕うでにかかれば、絶ぜつ対たいに本物と見分けつかないようにできるって！」

「そんなことに絵の才さい能のうを使わないでください！」

　美咲に頼たよろうとしたのがそもそもの間ま違ちがいだった。

　当事者のましろはというと、流れる雲をぼんやり眺ながめている。おいしそうとか思っているんだろうか。

「てか、椎しい名なも会話に参加しろ！　お前の話題でにぎわってるんだよ！」

「そうなの？」

「今まで何を聞いてたんだよ……。もっと自分のこと考えようぜ！　俺なんてお前のことで頭がいっぱいなんだぞ」

　言った直後、美み咲さきと仁じんの視し線せんを強く感じた。

「お〜、こーはいくん、まさかの愛の告白だあ」

「やるときはやる男だったんだな」

「そういう意味じゃないですよ！」

「さあ、ましろんの返答やいかに！」

　見えないマイクを美咲がましろに突つき出す。

「空そら太た」

　澄すんだ瞳ひとみで、ましろが真っ直ぐに見つめてくる。それだけで、空太の心しん拍ぱく数すうはぐんと上がった。

「な、なんだよ」

　声は完全に裏うら返がえっている。

「前から言おうと思ってたんだけど」

　この流れは、もしかすると、もしかしたりするんだろうか。そんなわけないと、頭の中で繰くり返しながらも、片かた隅すみでは期待してしまっていた。

「な、なにをだ？」

「足、踏ふんでる」

「そんなもんさっさと言え！　てか、ごめんなさい！　ほんとにごめん！」

　そこで完全にタイムアップ。チャイムが鳴った。

「じゃ、せいぜいがんばれよ、空太」

「いつでも助けに呼よんでね！　こーはいくんのためなら、あたしはどこへだろうと駆かけつけるから!!」

　クマが空太の両手を握にぎってぶんぶんと振ふり回してきた。

　教室に戻もどっていくクマの背せ中なかを見送ってから、空太はましろと一いつ緒しよに二階へと戻った。もっと普ふ通つうの感かん性せいを持った相手に相談すべきだったと、深く後こう悔かいしながら……。
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　三時間目の英語は、チャイムが鳴っても担たん当とう教きよう師しがチョークを置かず、ちょっと押おし気ぎ味みの進行になった。

　授じゆ業ぎよう時じ間かん中ちゆう、空太は早く終われと念を送っていたのに、どうやらそれが逆ぎやく効こう果かになってしまったようだ。

　チャイムから三分が過すぎて、ようやく教科書をたたんだ英語の教師よりも先に、空太は教室から出た。

　一気に加速しようと足に力を込こめた瞬しゆん間かん、首根っこを誰だれかに掴つかまれた。振ふり向くと、不ふ敵てきな笑みを浮うかべた千ち尋ひろが立っていた。

「神かん田だ、ヒマでしょ。プリント運ぶの手伝いなさい」

「今は無理！　全然ヒマじゃないですよ！　世界で一番忙いそがしい男ですよ、俺おれ！　他のヒマそうなやつに頼たのんで！　教室に溢あふれてるから！」

「や〜よ」

「なんで!?」

「私、あんたの苦く痛つうに歪ゆがんだ顔を日に一度は見ないと、死んじゃう体たい質しつなのよ」

「なんて迷めい惑わくな体質だよ！」

「ほら、行くわよ」

　構かまわずに千尋はぐいぐいと空そら太たを引きずっていく。

「待って、先生！　ほんとにやばいんですって！」

「やばいって何がよ？　あんたの性せい欲よく？　はちきれそうなの？」

　千尋の目が空太の下半身に向かう。

「生徒のどこを見てんすか！　椎しい名なですよ」

「ましろがどうかしたの？」

「いや、その今日……はいてないんです」

　周囲を警けい戒かいしながら、衝しよう撃げき的てきな事実を伝えても、美み咲さきや仁じんと同様で、千尋は顔色ひとつ変えなかった。「で？」とでも言わんばかりだ。

「で？」

　いや、本当に言ってきた。

「それだけか！」

「まあ、そういう日もあるわよ」

「え？　そうなの!?　まさか、先生も!?」

「あんた、教きよう師しになんて目を向けてんのよ。もしかして、毎まい晩ばん、私を相手に変なこと考えてるんじゃないでしょうね？　やめてよ、気持ち悪い」

「先生とパンツを結びつけて考えたことなんてないから安心してください」

「へ〜、言うじゃない。だったら、今から美び術じゆつ準じゆん備び室しつで、しっとりと大人の魅み力りよくを教えてあげるわ。プリントを運ばせながらね」

「積極的にお断ことわりします！　だから、放して！」

「ダメよ」

　もう美術準備室は目の前だ。空太はそのまま中に連れ込まれた。

「事じ態たいを重く見てくださいよ。わかってるんですか？　先生の従い姉と妹こが、とんでもない状じよう態たいで学校に通ってるんですよ？」

「スカートはいてれば問題ないわよ。校こう則そくにパンツの有無は書かれてないから。一いち応おう、派は手でなのは控ひかえるようにくらいは書いてあったかもしれないけど、今回の件けんはそれとはまったくの別件でしょ」

「それ以上の問題でしょうが！　校則はよくても、法にふれる危き険けん性せいがあるんですよ！　公然にわいせつしちゃったらまずいでしょうが！」

「平気よ。めくってみなきゃ、はいてるか、はいてないかなんか、誰だれにもわからないんだから。観かん測そくしてはじめてわかるって、どっかの偉えらい人が言ってたわよ、確たしか」

「箱の中の猫ねこみたいに言わないでください」

「つべこべ言わずに、あんたは私の仕事を手伝えばいいのよ。奴ど隷れいのように」

　言いながら、千ち尋ひろがプリントの束を空そら太たの前にどんと置いてきた。

「奴隷は余よ計けいだ！」




　職しよく員いん室しつと美び術じゆつ準じゆん備び室しつを往おう復ふくすること三回。ようやく千尋に言いつけられた仕事は終わった。もう腕うでに力が入らない。休み時間も終わってしまった。

　ましろのところに行くのは諦あきらめて、空太は自分の教室へ戻もどることにした。

　せめて対たい策さくだけでもと思い、ケータイを取り出しメールを送った。

　相手はクラスメイトにして、さくら荘そうの隣りん室しつの住人、赤あか坂さか龍りゆう之の介すけだ。今日は学校に来ていない。というか、昨日も来ていないし、一昨日おとといも来ていない。それどころか、四月になってからまだ一度も登校していないし、さくら荘内でも姿すがたを見ていない。

　筋すじ金がね入いりの引きこもりだ。

　頼たのんでも簡かん単たんにパンツを届とどけてくれるとは思えないが、今の空太は猫の手も借りたいほどに追い詰つめられていた。

　──赤坂、助けてくれ！

　メールを送信すると、返事はすぐに届いた。

　──ただいま、龍之介様はＳ社の開かい発はつ担たん当とう者しや様さまとチャット会議をなさっている最中でございます。そのため、まことに申し訳わけございませんが、空太様からのメールをお取り次ぎすることはできません。ご理り解かいのほどよろしくお願いいたします。あなたのメイドちゃんより

　はじめて見たときは、手の込んだ悪戯いたずらをするもんだと思ったが、今ではこれがどういうものか、空太はよく知っている。龍之介が独どく自じ開かい発はつした自動メール返信プログラムのＡＩだ。名前は見ての通りのメイドちゃん。

　龍之介はゲーム関連の開発にプログラマーとして携たずさわっていて、日夜引きこもって仕事をしている。


　──緊きん急きゆう事じ態たいなんです！　お願いします、メイドちゃん様！　赤坂に取り次いで！

　──では、ご用よう件けんをお伺うかがいいたします。心の広いメイドちゃんより

　──パンツを持ってきてほしいんです！

　──もう、空そら太た様のお茶目さん（笑）。そんなエッチな悪戯いたずらで、わたくしを困こまらせようとしてもだめですよ。セクハラなんてへっちゃらなメイドちゃんより



　完全に冗じよう談だんだと思われている。

　人間の機き微びを感じ取る高こう性せい能のうさがあだとなっていた。

　文面を考えている間に、空太は教室にたどり着いてしまった。四時間目の化学の教きよう師しも、すでに教室に来ていて、その後はどうすることもできなかった。

「俺おれはもうどうすればいいのか、わかんないんだけど……」

　搾しぼり出した声は、なんだか少し涙なみだぐんでいた。
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　あと五分で昼休みが終わろうとしている。時間はたっぷりあるから、はいてない問題を解かい決けつする最大のチャンスだと思っていたのに。

　美び術じゆつ科かの教室でましろと一いつ緒しよに弁当を食べ、途と中ちゆうから美み咲さきと仁じんが乱らん入にゆうしてきて、あとはなんか『がぶりんちょべあ〜』の話とか、その他どうでもいい話題で盛もり上がっているうちに、あっという間に時間は経けい過かしていた。

「俺はなんてミスを犯おかしたんだ……」

　廊ろう下かに虚むなしい独ひとり言が零こぼれ落ちる。

　もういい加か減げん、ノーパンのことを忘わすれたかったんだろう。美咲の話を聞いている間は、辛つらい現げん実じつを忘れることができた。だから、思わず現げん実じつ逃とう避ひをしてしまった。

　廊下の窓まどから外を見る。

　なにやら風は午前中よりもさらに強くなっていた。

　一体、この先どうなるんだろう。

　明るい未来を考えようと思っても、何も思いつかない。口の端はしから乾かわいた笑い声が出てきただけだった。

　教室に入り自分の席に座すわる。無む意い識しきにため息が出た。

「朝からずっと言おうと思ってたんだけど」

　声の主は隣となりの席の青あお山やま七なな海みだ。

「なんでしょうか」

「今日、変だよ」

　七海の視し線せんは、手にしたアクセント辞典に向けられたままだ。机つくえの上には、十枚まい程てい度どの紙の束。よく見ると何かの台本だ。

　声せい優ゆう志し望ぼうの七海は、現げん在ざい夢ゆめを叶えるために養成所に通っている。たぶん、そのレッスン内ない容ようなんだろう。アクセント辞典なんて珍めずらしいものを使っているのは、七なな海みが大阪出身だからだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺おれも俺を変だと思ってるから」

　脱だつ力りよくして、空そら太たは机に突つっ伏ぷした。

「わかってるなら、どうにかした方がいいと思うけど」

「まさに、鋭えい意い努力中です」

「全然改かい善ぜんされてないね」

「ほっといてください」

「あっそ。じゃあ、ほっとく」

　七海が赤ペンで台本に何か書いている。

「冗じよう談だんです。もう限げん界かいなので、青あお山やまに助けてほしいんだけど」

　横目で「なに？」と七海が用よう件けんを尋たずねてきた。

「ジャージ、貸かしてくれない？」

「……」

「…………」

「用よう途とは？」

「その前に、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくで何を考えたのかを先に言ってもらってもいいですか？」

　七海が周囲を気にする。

「誰だれかに聞かれると、神かん田だ君が恥はずかしい思いをすることになるけどいい？」

「やっぱり、言わないで！　てか、違ちがうぞ!?　いかがわしいことには使わないからね？　そもそも俺じゃなくて、その……椎しい名なましろって知ってるよな？」

「うん、もちろん」

　さすが天才画家。編へん入にゆう当とう初しよから注目の的になっているだけのことはある。恐おそらく、スイコーの生徒でましろを知らない人はいないんだろう。

「その椎名が、ジャージを忘わすれてきて、それで貸してくれる人を募ぼ集しゆう中ちゆうなんだよ」

　若じやつ干かんの嘘うそを含ふくんでいるので、空太は途と中ちゆうから目を逸そらしつつ、七海にそう伝えた。

「ふ〜ん、椎名さんがね〜」

　疑うたがいの眼まな差ざしで七海が見てくる。

「そ、そうなんだよ」

「でも、美び術じゆつ科かって午後は実習でしょ？　体育はないはずよ？　どういうこと？」

「いや、それは、その……」

「どういうことかしら？」

　七海が下から顔を覗のぞき込こんで詰きつ問もんしてきた。だからと言って、このプレッシャーに負けて、本当の理由を話すわけにはいかない。ましろを守るためには……。

「貸してくれると、とても助かるんです。お願いします！」

　こうなったら拝おがみ倒たおすしかなかった。

「お願いします！　青あお山やま様！」

「はあ〜、貸かすのはいいけど」

　空そら太たの態たい度どに、七なな海みが呆あきれたような声をもらした。

「まじで!?」

「別に出し惜おしみするようなものじゃないし」

　七海はアクセント辞典を閉とじて席を立つと、後ろのロッカーから丁てい寧ねいにたたまれたジャージの上下を持ってきてくれた。

「はい」

「ありがとう、青山！」

　ジャージを受け取ると、うれしさのあまり、思わず頬ほお擦ずりしてしまった。

「ちょっ、ちょっと神かん田だ君！　やっぱり返して！」

　慌あわてた様子で七海がジャージを取り返す。

「いや、違ちがう！　今のは衝しよう動どう的てきなもので」

「本ほん能のうってこと!?」

　ドン引きした顔で、七海が距きよ離りを取る。

「違う！　そうじゃなくて、やっとこれで救われると思うとうれしくて、つい」

「つい、変なことに使おうとしたの？」

「ごめんなさい。もうしないから、貸してください。お願いします」

　深々と空太は頭を下げた。

「わ、わかったわよ」

　再ふたたび差し出されたジャージを、空太は慎しん重ちように受け取った。

「ありがとう、青山、まじで感かん謝しやするから」

「い、いいから、あんまり大きな声出さないで」

「なんで？」

「だって……なんか、みんな見てるし」

　言われて、空太は教室の中を見回した。クラスメイトがとっさに視し線せんを逸そらす。何事もなかったかのように談笑をはじめるその不自然な空気は、なんとも居い心地ごこちが悪かった。

「と、とにかく、ありがとな」

　そう言って空太は席を立った。すぐにでもましろにジャージを届とどけたい。

　教室を出ると、なぜだか七海もついてきた。

「青山？」

「神田君のせいで、教室に居づらいの！」

「ごめん」

「別に、謝あやまってくれなくていいけど……」

　ふたりで廊ろう下かを並ならんで歩く。

「あのさ、神かん田だ君」

「ん？」

「なんで、神田君が椎しい名なさんのフォローしてるの？」

「え？　いや、それは、その……編へん入にゆうしてきたばかりで、まだ、友達とか全然いないみたいだし……俺おれは寮りようも一いつ緒しよだし……」

「それだけ？」

　何かを探さぐるような目で七なな海みが見てくる。

「ど、どういう意味だよ」

「だって、椎名さんって、その……すごい、なんていうか……」

　もしかして七海は何か知っているんだろうか。実は生せい活かつ破は綻たん者しやであるという、ましろの本ほん性しように気づいているんだろうか。今のところは誰だれにもばれていないのに。空そら太たは警けい戒かいして心の準じゆん備びをした。

「……かわいいから」

「え？」

　口の中でこもった七海の声は、殆ほとんど聞き取れなかった。

「なっ、なんでもない！」

　そんな話をしているうちに、美び術じゆつ科かの教室に到とう着ちやくした。

　自然な感じで、七海が離はなれていく。

「あれ？　青あお山やまどこ行くんだ？」

「別にどこだっていいでしょ」

　冷たい目で睨にらまれてしまった。たぶん、トイレにでも行くんだろう。今さらしまったと思っても遅おそいので、愛想笑いでごまかすことにした。

「お、おう。じゃあな」

「ふんっ」

　ぷりぷりした様子で、七海はポニーテールを揺ゆらしながら遠ざかっていった。

　空太が美術科の教室に足を踏ふみ入れると、ひとりだけ残っていたましろと、入り口でばったり鉢はち合あわせた。午後は実習だから、みんなはもう美術室にでも移い動どうしたのだろう。

　ましろも大きなスケッチブックを持って、どこかへ行こうとしている。

「また、空太」

「またとか言うな！」

「間に合ってるわ」

「どういう意味だよ！」

「空そら太た三ざん昧まい」

「その原げん因いんは誰だれにあると思ってるんだよ……」

「何か用？」

「ジャージを持ってきたぞ。これ、はいとけ」

　空太がジャージを差し出しても、ましろは受け取ろうとしない。

「はかせて」

「自分ではけ！」

「荷物」

　ましろの両手は、大きなスケッチブックと、画材の入った鞄かばんで埋うまっている。

「置けばいいだろ」

「どうして？」

「疑ぎ問もんを返される意味がわかんないんだけど……」

「だって、はかせたいのは空太よ」

　そうだった。そもそもパンツをはいていない現げん状じように危き機き感かんを募つのらせているのは空太だけだった。ましろは一向に構かまわないといった様子で、今日一日を過すごしてきたのだ。

「あ〜、もう、わかったよ！」

　念のため後ろ手に教室のドアを閉しめておく。

　空太はジャージの足の部分をくしゅくしゅに丸めてから、ましろの前にしゃがんだ。

　ノーパンとの戦いに終しゆう止し符ふが打てるのだから、これくらいは我が慢まんだ。

「ほれ、足を通せ」

　ましろが右足を持ち上げる。

　あとは両足を通して、ジャージを持ち上げるだけだ。これで、朝から続いた心をすり減へらす戦いもやっと終戦を迎むかえる。世界には平和が訪おとずれ、緊きん張ちようと興こう奮ふんの連続だった重じゆう圧あつたっぷりの時間は幕まくを閉とじるのだ。そして、空太は自由へと解とき放たれる。

　もはや、邪じや魔まするものは何もない。

　──勝った

　空太は心の中でそう確かく信しんしていた。

　おかげで、緊張の糸はぷっつりと切れていた。

　ましろの至し近きん距きよ離りで、無む謀ぼうにも顔を上げてしまったのは、ここにきて最大のミスだった。

　何の心こころ構がまえもしていなかった空太の目の前に、ましろの白い太ももが迫せまっていた。その先の乙女おとめの花園まで見えそうだ。

「え!?　うわっ！　お前、見えそうだって!!」

　空太が顔を背そむけるのと、ましろが右足をジャージに突つっ込こむのはほぼ同時だった。動どう揺ようした空太が体を引いたせいで、片足でバランスの悪いましろがぐらつく。

　やばいと思ったときには遅おそかった。

「わ〜っ！　待て待て！」

　ましろがもたれかかってくる。受け止めようとするのは当然の判はん断だんだった。

　すぐにふたりの体は重なった。

「ちょっ！　お前！　少しは踏ふん張ばれ！」

「無理よ」

「諦あきらめるの、早っ！」

　腕うでに、胸むねに、顔に、ましろの肌はだのやわらかさが伝わってくる。たいして重くはないけど、両りよう膝ひざを床ゆかについた状じよう態たいの空そら太たに、倒たおれてくるましろを支ささえるだけの力はなかった。

　ましろの手を離はなれたスケッチブックと画材用の鞄かばんが床に落ちる。それが、自分たちの未来だと空太は予見した。

「のお〜！　もう限げん界かいですっ！」

　空太が下になったまま、もつれるようにしてふたりは教室の床に倒れ込こんだ。

　痛いたみが通り過すぎると、今度は全身に人肌のぬくもりを感じた。

　ましろの顔が目の前にある。吐と息いきが首くび筋すじにかかってくすぐったい。両足が絡からみ合って、すぐに立てそうにない。右手がましろの細いウエストを抱だいている。左手はやわらかくて生温かい何かに触ふれていた。

「これってもしかして……」

「空太の手、お尻しりに」

「わ〜！　皆みなまで言うな！」

　離れようと思っても、ましろが上になっているので、簡かん単たんには動けない。じたばたしたせいで、足が余よ計けいに絡まった。ましろの生足が、空太の右足をぴったりと挟はさんでいる。太ももの内側で動かれると、上うわ擦ずった変な声が出そうになった。

「もぞもぞ動くな！　動かないで！　うおっ！」

　体を捻ひねったせいで、今もなお、お尻に触れている左手の指が何かに引っかかった。

「ん？　あ、あれ？　これって……まさか？」

　まくれたスカートの中で感じ取ったのは伸しん縮しゆくする布ぬの地じの存そん在ざい。首を持ち上げて、ましろの背せ中なか越ごしに目で確かく認にんする。白いパンツが見えた。いったい、これはどういうことだ。

「な、なんで、パンツはいてんの!?」

「はいたから」

「誰だれもそんなレベルの話はしてねえ！」

　すっかり混こん乱らんした空太の耳が、廊ろう下かから近づいてくる足音を捉とらえた。もうすぐそこまできている。

　全身に緊きん張ちようが走る。それと同時に、教室のドアが勢いきおいよく開いた。

「言い忘わすれてたんだけど、明日ジャージ使うから……そのとき……まで……に……返して……ね…………」

　用よう件けんを言い終えたとき、七なな海みはドアに手をかけたままで硬こう直ちよくしていた。

　逆さかさまに映うつった七海は、感かん情じようをなくした瞳ひとみで空そら太たを見下ろしていたかと思うと、空太とましろの状じよう況きようや、ふたりの手の位置なんかを瞬しゆん時じに確たしかめていた。

　視し線せんが鋭するどくなったのは、ましろのお尻しりを見たとき。スカートはめくれていたし、空太の手はお尻に触ふれていたし、指がパンツを脱ぬがそうと引っかかっていたのだから仕方がない。

　七海の顔が見る見る赤く染そまっていく。

「か、神かん田だ君……学校で、な、なんてことしてるのよ！」

「違ちがう！　してない！　事じ故こだ！」

　七海は両手で顔を覆おおいながらも、指の間から覗のぞき見て、

「だ、だ、だってっ！　もう、下着、脱がそうとしてるじゃない！」

　と指し摘てきしてきた。

「脱がそうとしてない！　偶ぐう然ぜんだ！　信じて！」

「先生と警けい察さつ、どっちがいい？」

「先生でお願いします！」

　どっちもまずいのに、空太は選んでしまっていた。

「わかった」

　そう言って、七海はぴしゃりと教室のドアを閉しめた。足音が遠ざかって行く。

「嘘うそです！　待って！　お願い！　青あお山やま、誤ご解かいなんです……本当なんですよ……」

　もちろん、七海は戻もどってきてはくれなかった。

「俺おれ、どうなっちゃうんだろう……。もうダメだ……無理、我が慢まんできねえ……泣いてもいいよね？」

「空太、立たせて」

「今くらい、誰だれか俺にやさしくしてくれ！」




　　　　６




　ましろと真っ最中のところを七海に目もく撃げきされたあと、空太は逮たい捕ほされるまでのわずかな時間を使って、パンツをはいていた件について、ましろに説明を求めた。

「ほんとになんでパンツをはいてんの!?」

「千ち尋ひろがくれた」

「いつ!?」

「朝のＨＲのあとで」

「どうやって!?」

　制せい服ふくのポケットからましろが紙かみ袋ぶくろを出した。それは大学の購こう買ばい部ぶのものだ。品しな揃ぞろえが豊ほう富ふなのは知っていたが、まさか下着まで取り扱あつかっているとは思わなかった。

「あのものぐさ教きよう師しめ……」

　要するに、朝の短いやり取りの中で、千ち尋ひろはパンツのことに気づいたのだ。そして、すぐに購買部でパンツを購入し、それをましろにはかせた。その上で、その事実を空そら太たには告げず、教え子が足あ掻がいているのを見て、心の中で大だい爆ばく笑しようしていたのだろう。教師ともあろうものが……。さすが、さくら荘そうの担たん当とう教きよう師し。常じよう識しきなんて通用しない。

「なんで、椎しい名なもすぐに言わないんだよ！」

「考え事してたから」

「パンツより大事な考え事なんかあってたまるか！　俺おれの今日を返してくれ……」

「空太」

「なんだよ！」

「時は戻もどらないわ」

「知ってるよ！」




　男性教師ふたりが血相を変えて教室に駆かけ込こんできたのは、それから三分後の出来事だった。空太は取り押おさえられ、生せい徒と指し導どう室しつまで連行される運びとなった。

　両りよう脇わきをがっちりと固められた姿すがたは、完全に捕つかまった宇う宙ちゆう人じん状じよう態たいで、全校生徒のいい見世物となったことだろう。見物人は口々に「やっぱり、さくら荘か」と言っていた。

　五時間目と六時間目は、過か酷こくな事じ情じよう聴ちよう取しゆが続いた。

　被ひ害がい者しや扱あつかいのましろは、五時間目だけは休んで、六時間目からは授じゆ業ぎように出ている。

　空太がいくら違ちがうと言っても、先生たちは信じてくれなかった。事実をすべて明かすわけにはいかず、要所要所で、空太が黙もく秘ひをしたり、曖あい昧まいな証しよう言げんで煙けむに巻まこうとしたせいだ。さすがに事件の発ほつ端たんが、ましろのノーパンだなんて言えるはずがなかった。

　取り調べが進むにつれ、空太の心は衰すい弱じやくし、お前がやったんだろうと言われるたびに、もしかしたら、本当に自分は罪つみを犯おかしたんじゃないかと、思いそうになっていた。

　やりましたと言ってしまった方が、楽になれるんじゃないかと。

　放課後になって、ましろから事情を聞き出した千尋が助けに来てくれなければ、本当に「やりました」と言うところだった。冤えん罪ざいの恐おそろしさを痛つう感かんした一日だ。

　それでも、すぐには解かい放ほうされず、今度は千尋から、やるならばれないようにやれと、アドバイスだか説教だかわからない話を聞かされ、空太が帰ってよしと言われたのは、すっかり西の空も赤く染そまった頃ころだった。

　千尋には色々と文もん句くを言ってやりたかったが、もはや、そんな気力は空太に残されてはいなかった。

　夕日に照らされながら校門をくぐる。門のところで待っていたましろと一いつ緒しよに、さくら荘そうに向けて、とぼとぼと歩いて帰ることにした。

　昼間吹ふき荒あれていた風は、すっかり止んでいて、穏おだやかな天気になっている。

「天は俺おれをもてあそんで楽しいのかね……俺を笑い者にすれば、みんな満足なのかよ。それで、世の中が平和になるっていうならいいけど、これって単に俺が不幸になってるだけだよね？　誰だれ得とくだよ……」

　嘆なげきの声をもらす空そら太たの背せ中なかに、後ろを歩くましろが声をかけてきた。

「ねえ、空太」

「なんすか」

　返事にも元気がない。

「昨日からよく考えたんだけど」

「なにをですか」

　もう投げやりだ。なにもかもが。

「やっぱり、お風ふ呂ろは一緒がいいと思うの」

「……」

　空太の足がぴたりと止まった。

　急に止まった空太の背中にましろがぶつかってくる。

「おい」

　今、ましろはなんと言っただろうか。

「鼻が痛いたいわ」

「そんなことはどうでもいい！」

「……」

「まさか、今け朝さも風呂のこと考えていたのか？」

「そうよ」

「それでパンツをはくの忘わすれたとか？」

「そうね」

「それでパンツをはいたの言い忘れたとか？」

「ええ」

「そんなにあっさりと認みとめないで！」

　ということは、つまり、あれだ。

　昨夜、空太が「もう一度よく考えてきなさい！」なんて言ったせいで、今日のノーパン事じ件けんは起こったのだ。話がややこしくなった責せき任にんも自分にあった。

　そんな驚きよう愕がくの事実を突つきつけられ、空太の心は完全に壊こわれた。

「あ、あははははっ……あははははははっ！」

「空そら太た、気持ち悪い」

「誰だれか、俺おれに愛をください！」

　その魂たましいの叫さけびは、誰にも届とどかない。




　だが、これで空太の受じゆ難なんが終わったわけではない。

　翌よく日じつ、朝から登校した空太を待ち受けていたのは、全校生徒からの奇き異いの眼まな差ざしだった。奇声を上げたとか、奇行が目立つとか、ましろに告白をしただとか、ましろのお尻しりを鷲わし掴づかみにしたとか、女子生徒のジャージの匂においを嗅かぐ変へん態たいだとか、ましろを襲おそっただとかという数々の噂うわさ話ばなしが広まっていたのだ。

　現げん場ばを目もく撃げきした七なな海みに至いたっては、しばらくの間、一いつ切さい口を利きいてくれず、目を合わせてもくれなかった。

　それでも毎日学校に通えるのは、きっとさくら荘そうで鍛きたえられたおかげだと思う。本当に心が強くなった。惚ほれ惚ぼれしてしまう。

「いやいや、喜んでどうする。これ、さくら荘に染そまっているのと同じだろ」

　これを機に、普ふ通つうで平へい穏おんな学校生活を渇かつ望ぼうする空太が、改めてさくら荘からの脱だつ出しゆつを、強く胸むねに誓ちかったのは言うまでもない。

「俺は絶ぜつ対たいにさくら荘を出て行くからな！」

　この先、自分がどんな結けつ論ろんを下すとも知らずに……。
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　クリスマスになったら、美み咲さきに全部話そうと決めた。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくには行かず、大阪の芸大を受験することを。

　ひとりになって自分の目標と向き合いたいことを。

　美咲に対する気持ちも素す直なおに打ち明けよう。

　ただ真っ直ぐに「好きだ」と。

　だけど、今は自分のことで手て一いつ杯ぱいだから、美咲を一番大事にはできないと思う。

　そのための四年間。

　それでもいいなら、受け取ってほしいものがある。

　誕たん生じよう日びにもあげたことがない指輪のプレゼント。

　誓ちかいの証あかし。

　クリスマスに渡わたせるといいけどな……。

　その前に、やっておかなければならないことがある。




　　　　１




　マンションのドアの前に立つと、三み鷹たか仁じんは去年の誕生日にもらった合あい鍵かぎを使ってドアを開けた。

「おじゃまします」

　室内に向かって声をかけながら靴くつを脱ぬぐ。玄げん関かんに上がっても、返事は聞こえてこなかった。けど、この部屋の住人であるＯＬの鳥とり沢さわ留る美みが、すでに休きゆう日じつ出しゆつ勤きんから帰き宅たくしていることは、脱ぬぎ捨すてられたハイヒールと、バスルームから聞こえてくるシャワーの音でわかる。

　眼鏡めがねの位置を直すと、仁は自分と留美の靴くつをきちんと揃そろえてから奥おくに進んだ。

　トイレ、洗せん面めん所じよ、バスルームの前を通り過すぎる。シャワーを浴びている留美が、仁の気配に気づいた様子はない。声をかけても驚おどろかせるだけだと思い、仁は無言のまま広めに作られたダイニングとキッチンまでやってきた。

　間取りは２ＤＫ。部屋のひとつはダイニングと直接繋がっていて、リビングのように使われている。実質、１ＬＤＫとして使っている感じだ。奥にあるもうひとつの部屋は寝しん室しつになっている。

　ダイニングにはシンプルなデザインの四角いテーブルと、椅い子すが二に脚きやくだけ置かれている。仁は椅子の背せに脱いだコートをかけ、キッチンに立った。

　襟えりシャツの袖そでをまくり、ゆるく締しめたネクタイを胸むねポケットに押おし込こむ。冷たい水で丁てい寧ねいに手を洗あらい、駅前のスーパーで買ってきた食材をビニール袋ぶくろから取り出した。今から料理するのは、留美からリクエストのあったバジルのパスタだ。

　鍋なべに水を入れて火にかける。お湯が沸わくまでの間に、バジルの葉をみじん切りにして、おろしにんにく、オリーブオイル、塩、パルメザンチーズと混まぜ、先にソースを作っておく。

　沸ふつ騰とうしたお湯に塩を入れ、パスタを投入したところで、仁じんはキッチンタイマーをスタートさせた。

　フライパンと盛もり付け用のお皿を準じゆん備びしていたら、ケータイが鳴った。

　パスタの茹ゆで加か減げんを見つつケータイを耳に当てる。ディスプレイに表ひよう示じされた名前から、もう相手はわかっていた。

「どうした？」

　軽い調子で声をかける。

「あ、俺おれです。空そら太たです」

　そう返事をしてきたのは、同じ学がく生せい寮りよう……さくら荘そうで暮くらすひとつ下の後こう輩はい、神かん田だ空太だ。

「知ってるよ。用よう件けんは？」

「仁さんのクリスマスの予定を聞いてもいいですか？」

　予想外の質しつ問もんが飛んできた。

「なんだよ、デートのお誘さそいか？」

　パスタを箸はしで軽くかき回す。

「だとしたら、どうするんですか？」

「とりあえず、真しん剣けんに考えてみようか」

　いつもの調子で、ふざけた返答をしたら、

「やめてください」

　と本気で嫌いやがっている声が返ってきた。苦虫を噛かみ潰つぶしたような空太の顔が思い浮かび、仁は軽く笑った。空太はなんでも感かん情じようが顔に出るタイプなのだ。実にからかいがいがある。

「で、クリスマスがどうしたって？」

「今年もさくら荘でパーティをしようと思うんですけど」

「それって、イブのことだよな？」

「はい」

「その日、空太は青あお山やまさんと芝しば居いを見に行く約束あるだろ？　それに、ましろちゃんは出しゆつ版ぱん社しやの忘ぼう年ねん会かいがあるんじゃなかったか？」

　青山七なな海みと椎しい名なましろも、仁や空太と同じくさくら荘の住人だ。

「それ、どっちも終わったあとでやるってことですよ。少し遅おそいですけど、十時くらいからどうですか？」

「子こ供どもじゃないんだから、そろそろ仲間内でのクリスマスパーティは卒業しろよ」

「卒業するのは、仁さんと美み咲さき先せん輩ぱいの方でしょ。だから、その思い出作りですよ。去年のクリスマスは、椎名と青山はいなかったんだし」

「いいのかねぇ？　若わかいもんが揃そろって仲良しメンバーで一大イベントのクリスマスを一いつ緒しよに過すごしちゃったりして。しかも、さくら荘そうで」

　なんと言っても、さくら荘は普ふ通つうの学がく生せい寮りようとは少し違ちがう。学校の問題児が集められた特別な寮なのだ。

「どうせ、仁じんさん、今年も誰だれかひとりは選べないから、イブの夜はヒマですよね？」

「まあ、そうだけど」

　確たしかに、去年は六人いる恋こい人びととは、誰ともクリスマスを一いつ緒しよに過すごさなかった。けど、空太の認にん識しきは少し間ま違ちがっている。正しくは、六人以外のひとりを選んだ結果、仁はさくら荘でクリスマスイブの夜を過ごすことにしたのだ。

　無む意い識しきのうちに、仁は幼おさななじみの顔を思い浮うかべていた。今年はその幼なじみに大事な話をしなければならない。そのために、仁はある覚かく悟ごを持って、今日は留る美みの部屋に来ていた。大事な話は、まず留美にしなければならないのだ。

　大阪の大学を受験しようと思っていること。この先の四年間は、脚きやく本ほん家かになるための勉強に専せん念ねんしたいということを……。

「そういうわけですから、イブの夜は、予定空けておいてくださいね」

「わかったよ」

「約束ですよ。じゃあ」

　通話を終えてケータイをテーブルの上に置く。

「わざわざ電話で言うことかね……」

　別にさくら荘に帰ったときに伝えればいいものを。それほど空太はクリスマスパーティを楽しみにしているのだろうか。少し前までは、「絶ぜつ対たいにさくら荘から出て行く」と息いき巻まいていたのが嘘うそのようだ。それとも、何か理由があるのだろうか。

　可か能のう性せいがあるとすれば、変な気を回しているということくらいだ。たとえば、仁と美咲をふたりきりにさせるとか。それならそうでも構かまわない。

　そこで、キッチンタイマーが鳴った。

「ま、いいけど」

　火を止めて鍋なべのお湯を切り、あたためておいたフライパンにパスタを投入する。軽く炒いためつつ、作っておいたソースを絡からめたら、はい、できあがり。

　仁はバジルのパスタを綺き麗れいにお皿に盛もり付け、彩いろどりを添そえるために、上にカットしたトマトをふた切れ乗せた。

　そして、フォークとスプーンと一緒にダイニングテーブルに並ならべる。

　それが終わると、隣となりの寝しん室しつに移い動どうして、ベッドの縁ふちに座すわった。外した眼鏡めがねを、サイドテーブルに置く。ゆっくりと息を吐はき出しながら、仁は背せ中なかから倒たおれてベッドに身を預あずけた。

　天てん井じように張はり付いたドーム球場のような蛍けい光こう灯とうが仁を見下ろしている。その眩まぶしさに、仁は両りよう腕うでで目元を覆おおった。

　いつのまにか、シャワーの音はしなくなっている。そう思った矢先に、バスルームのドアが開く音が耳に届とどいた。

　そういうことが見なくてもわかる。

　この部屋の住人であるＯＬの留る美みと付き合いはじめて、二年は経たっただろうか。仁じんの通う水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう……通つう称しようスイコーの最も寄より駅えきである芸大前駅から一駅離はなれた留美の住むマンションにも、すっかり通い慣なれていた。

　十二階建ての最上階は見晴らしもよく、天気のいい日は富ふ士じ山さんを望むこともできる。部屋も広く、家や賃ちんは結けつ構こうするはずだが、留美がそれを苦にしている様子がないところを見ると、恐おそらく仕事面は優ゆう秀しゆうなのだろう。付き合いはじめた頃ころには、事じ務む系けいのＯＬだと聞かされていたが、時々、緊きん急きゆうでかかってくる電話に応おう対たいする態たい度どから、社しや長ちよう秘ひ書しよのような仕事をしていることはなんとなく察していた。

　あえて仁はその件けんに突つっ込こまない。ふたりでいるときに、留美が仕事の話をあまりしたがらないのにも気づいていたから。

　仕事の話題になると、高校生と社会人という立場の違ちがいが、どうしても浮うき彫ぼりになってしまうのだ。その空気を留美が嫌きらっていることも、仁は長い付き合いの中で理り解かいしていた。留美の態たい度どや言動には、時々、高校生と付き合っていることに対する罪ざい悪あく感かんが見て取れるから。

「仁？」

　隣となりの部屋から聞こえた留美の声は遠い。仁は返事をしたつもりだったが、わずかに唇くちびるが動いただけだった。どうやら、いつのまにか、うとうとしていたらしい。それを理解しても、仁は睡すい魔まに抗あらがおうとは思わなかった。もうこのまま寝ねてしまおうという気持ちの方が強く、仁は数秒後には夢ゆめと現げん実じつの狭はざ間まに落ちていった。




　誰だれかの舌したが唇をなぞっていく。食べてもいないのに、バジルの香かおりがしている。その甘かん美びな感かん触しよくに誘ゆう惑わくされても、仁はすぐに目を開こうとは思わなかった。

　唇だけじゃない。全身にぬるま湯のような体温を感じる。何かが覆おおい被かぶさっている。重たい掛かけ布ぶ団とんの中にいるような心地よさで、またすぐに寝てしまいそうだ。

　再さい度ど、口を塞ふさがれ、息苦しさを感じた仁は、ようやく目を開いた。

　視し界かいいっぱいにこの部屋の主である鳥とり沢さわ留美の少し怒おこった顔があった。

　留美が身につけているのはバスタオル一枚まいだけ。湯上がりの肌はだは少し汗あせばみ、ほんのりと色づいている。肩かたまで真っ直ぐに伸のびた髪かみはまだ湿しめっていた。

「留美さんは、なにをしてるのかな？」

「仁の唇を吸すってるの」

「それは、ムラムラするね」

　思わずあくびが出る。

「どこがよ」

　なにやら、留る美みは不ふ機き嫌げんだ。原げん因いんを考えてみたが、心当たりがありすぎてわからない。ご希望通りに夕食を用意しておいただけでは、フォローにならなかったようだ。

　そんな仁じんの気持ちを見み透すかすように、

「部屋に泊とまりに来た年下の彼かれ氏しが、なにもしないうちからベッドで居い眠ねむりなんて、彼かの女じよの私にとっては大問題だわ」

　と言ってきた。

「別に寝ねてたわけじゃないよ」

「呼よんでもなかなか目を覚まさなかったのは誰だれかしら？」

　留美がつんと唇くちびるを突つき出す。

「ちょっと真しん剣けんに考え事をしていただけだって」

　留美の手が伸のびてきて、仁のほっぺたを軽くつねった。

「痛いたいって、留美さん」

「この状じよう況きようで考えていいことはひとつだけよ。わかってるわよね？」

　間ま違ちがえたら酷ひどいわよと、仁を威い嚇かくする瞳ひとみが語っている。

「もちろん、留美さんのことを考えてたよ」

　もう一方の手が伸びてきて、またほっぺたをつねられた。

「本当でしょうね」

「俺おれ、留美さんに嘘うそついたことあったっけ？」

「結けつ構こうあるわよ。仁は大嘘つきだもの」

「そうだったかな？」

　それこそ色々とありすぎて、どれかひとつに特定できない。

「考え事をする前は、誰だれかと電話してたでしょ？」

　口元を引き締しめて、わざと留美が恐こわい顔を作る。

「……」

　どうやら、本当に問い詰つめたいのはこっちのようだ。

「シャワー浴びててもそれくらいわかるんだから」

「今後は気をつけるよ」

「それはどういう意味かしら？　まさか、今後はばれないように小声で話すとか言うんじゃないわよね？」

　仁の頬をつねる留美の手に力がこもる。

「いたたた、痛いって、留美さん」

「嘘おっしゃい」

　つねるのはやめてくれたけど、今度は頭をはたかれた。

「で、彼かの女じよの部屋で堂々と浮うわ気きの電話？」

　電話の話題は続行らしい。

「頭を叩たたいた分で許ゆるしてくれるんじゃないの？」

「相手によるわね」

　留る美みが体の上を這はって顔を近づけてくる。そのせいではだけたバスタオルを、仁じんは自然な手つきで直しておいた。

「学校の後こう輩はいだよ」

「かわいい子？」

「ま、どっちかと言うとね」

　留美が仁のゆるく締しめたネクタイを引っ張ぱってくる。今日は最悪絞しめ殺されるかもしれないと、冗じよう談だん混まじりに仁は考えていた。

「ちゃんと言い訳わけは聞かせてくれるんでしょうね？」

「後輩って男なんだけど」

「仁ってそっちもいける口だったの？」

「俺おれは留美さん一ひと筋すじだよ」

「よく言うわ。知ってるのよ？」

　知ってるとは何をだろうか。複ふく数すうの女じよ性せいと同時に付き合っていたことをだろうか。

「やっぱり、自覚はないんだ」

「俺の気持ちは留美さんに釘くぎ付づけだってことくらい、自覚してるつもりだけど？」

　話題を逸そらそうとした仁を無む視しして、留美は話を続ける。

「たぶん、背せはちょっと小さいくらいね」

「……」

「髪かみは肩かたぐらいの長さで」

「……」

「同い年なのかな？」

「それはなんの話？」

　聞き返しながらも、仁の脳のう裏りにはもう美み咲さきの姿すがたが浮うかんでいた。

「わりと元気な女の子でしょ？」

「だから、何が？」

「仁の本命の子よ」

「……」

　ずばり正せい解かいを言われて、仁は言葉に詰つまった。いつもの軽口が出てこない。気持ちを静めようにも、こうまで密みつ着ちやくしていたら動どう悸きは留美に伝わっている。留美の鼓こ動どうはさっきからずっと一定のリズムを仁に伝えてきているのだ。

　余よ裕ゆうのある表ひよう情じようで、留る美みが見下ろしてくる。

「街中で面おも影かげのある子がいると、すぐにそっちに視し線せんが行くんだから」

　悪戯いたずらっ子を注意するような口調だ。

「そうだったかな」

　冷静なふりをしておどけてみせる。けど、留美の追つい及きゆうが止まる気配はない。

「そうよ」

「そうだったかな〜」

　口では否ひ定ていしながらも、仁じんは留美の指し摘てきに納なつ得とくしていた。美み咲さきの面影がある女子を見かけると、思わず目で追ってしまうことは、だいぶ前から自覚があった。誰だれにも気づかれないように、気をつけていたつもりだったが、留美の目はごまかせていなかったらしい。

「惚とぼけてないで、言い訳をしなさい」

　言葉が出てこないので、仁は留美にキスをした。すると、

「ふざけないの！」

　と言って力強く頭を叩たたかれた。

「留美さんの愛は過か激げきだね」

「仁がそうさせるんでしょ。無む意い識しきに目で追っちゃうなんて、そんなピュアな浮うわ気きをされたら腹はらも立つわ」

　このあと受験のことを言わなければならないと思うと、それ以上、調子のいいことを口にする勇気は湧わかなかった。ただ、乾かわいた笑い声がもれただけだ。

「で、ついでに聞くけど、これは何かしら？」

　留美が仁の鼻先に持ってきたのは、美咲のために買ったクリスマスプレゼントの指輪だ。『がぶりんちょべあ〜』というクマのマスコットが大口を開けて仁を威い嚇かくしている。美咲が大好きなキャラクターを使ったシルバーのデザインリング。

　コートのポケットにしまっておいたのに、なかなか留美の手て癖くせは悪い。よくケータイの中身も見られている。きっと、怪あやしいと思われている電話番号がいくつかあるはずだ。

「私に、こういうかわいい系けいのアクセサリーは似に合あわないと思うのよね」

「留美さんは何でも似合うよ。元がいいから」

「私が聞いているのは、そういうことじゃないんだけど」

「……」

　にっこりと笑いかけてきた留美に対し、仁は視線を天てん井じように泳がせた。

「そんな困こまった顔されたら、私が仁をいじめているみたいじゃない」

「お互たがい、それが気持ちいい関係だからいいんじゃない？」

「そんなこと言うと、とことん問い詰つめるわよ」

「留美さんの言こと葉ば攻ぜめは、ぞくぞくするね」

「ほんと、そういうかわし方ばかり上う手まくなって……私は仁じんの将しよう来らいが心配だわ」

「平気だって」

「そうもいかないわよ」

　今度は留る美みが視し線せんをサイドテーブルの方に向けた。

「なんで？」

「いたいけな若わか者ものを悪い大人おとなの世界に迷まよい込こませた責せき任にんがあるもの」

　そう言って留美が、一度大きく息を吐ついた。

「悪い大人だって自覚はあったんだ」

「仁ほどじゃないけどね」

「その意味は聞かないでおいた方が、身のためかな」

　少し余よ裕ゆうの出てきた仁は、留美の発言を笑顔でかわした。

「若いうちから、そんな愛想笑いを浮うかべるものではないわ」

「留美さんも十分に若いと思うけど？」

「今年でいくつだと思う？」

　声のトーンが一いち段だん階かい落ちた。元から感かん情じようの浮き沈しずみが激はげしい留美だが、今日は普ふ段だん以い上じように色々な顔をする。

「心身ともに充じゆう実じつした二十六歳さい」

「四し捨しや五ご入にゆうしたら三み十そ路じよ、三十路」

「二十代後半は女じよ性せいが一番美しい時期だってなんかの雑ざつ誌しで見たよ」

「何の根こん拠きよもないデタラメを信じるほど、仁は子こ供どもじゃないでしょ」

「最近の留美さんが一段と綺き麗れいになっているのは、ひしひしと感じてる」

「メンテナンスが大変になる一方よ。仁が大人になる前に、私がおばさんね」

　今度はわかりやすく、留美はため息を吐いた。

「今日はマイナス思考の日なのかな？」

「悪い？」

「強気な留美さんらしくないとは思うけど……何かあった？」

「彼かれ氏しがかなりまじな浮うわ気きをしています」

　口を結んだ留美の瞳ひとみは、少し寂さびしそうだ。

「それは……ちょっと俺おれから気の利きいた発言はしにくいね」

「しかも、完全に開き直って認みとめています」

　どうせ何を言っても無む駄だなので、仁は機き嫌げんを直してもらおうと、そっと留美の頭を撫なでた。その途と端たん、ほっぺたを強くつねられた。

「だから痛いたいって、留美さん」

「勝手に何してるのよ」

「かわいい留る美みさんを、愛めでようかと思って」

「ダメよ。今日は罰ばつとして何もさせてあげないから」

「罰って？」

「私をほったらかしにして寝ねてた」

「だって、留美さん、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るのは嫌きらいな派はでしょ？」

「その上、浮うわ気きもしてる」

「絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだな、俺おれ……」

「だから、何もさせてあげない。若わかさを持て余あまして悶もだえ苦しめばいいわ」

「マンネリ化しないように、たまにはそういうプレイも必要かな」

　額ひたいをぺちんと叩たたかれた。もう余よ計けいなことは言わない方がいいのかもしれない。

「いい？　仁じんから私に触ふれるのはなしよ？」

　そうは言っても、体の半分は、留美に密みつ着ちやくしているのだが……。

「若い欲よく望ぼうを持て余している身としては、それは辛つらいね」

「我が慢まんなさい。サルじゃないんだから」

「自分で言うのもなんだけど、男子高校生なんて全員サル以下だよ」

　それには答えず、留美は仁の胸むねに頭を預あずけてきた。仁の鼓こ動どうを聞くように静かに目を閉とじる。シャワーを浴びたばかりの留美の髪かみからは、甘あまい匂においがして、仁を誘ゆう惑わくしてくる。もう一度撫なでようと思って手を伸のばしかけたけど、言い付けを守って仁は手を引っ込こめた。

　それから、しばらくは、ただお互たがいの体温を肌はだに感じていた。

「ねえ、仁」

「ん？」

「今度の土曜、食事しないかって、会社の先せん輩ぱいに誘さそわれてるの」

「男？」

「女だったらこんなこと言い出さないわよ」

　それもそうだ。聞くまでもないバカな質しつ問もんをした自分に、少しだけ後こう悔かいした。

「返事は？」

「してない」

「そうなんだ」

「『そうなんだ』って、それだけ？　『じゃあ、来週の土曜は、朝も昼も夜も愛する留美さんのために、ご飯を作りに来るよ』くらい言えるでしょ？　朝はパンを焼いて。昼はパスタがいいわ。夜は和食ね」

「カロリー控ひかえ目で？」

「仁の愛あい情じようたっぷりで、よ」

「デザートは？」

　留る美みが悪戯いたずらを思いついたように、喉のどの奥おくでくすりと笑う。

「仁じんをいただこうかしら」

「留美さん」

「なあに」

　甘あまえた声が体を伝って鼓こ膜まくに届とどく。

「さすがに今のは滑すべってると言わざるを得ない」

　そう指し摘てきすると、さっきまでの上じよう機き嫌げんが嘘うそのように、留美は不機嫌な顔をする。

「彼かれ氏しなんだから、そこは笑うのがやさしさってものよ」

「大切な彼かの女じよが、おかしなギャグセンスにならないようにしてあげるのも、彼氏の務つとめなんじゃないかな」

「こんなこと、仁以外に言うわけないでしょ」

「そうしておいてくれないと、心の平へい穏おんが乱みだれるね」

「よく言うわ。全然、動どう揺ようなんてしないくせに。今だって何を考えてるんだか」

「今日はほんとにおあずけなのかなあと思ってる。留美さんのぷるぷるした唇くちびるを吸すいたいと思ってる。それから……最後まで言った方がいい？」

「ほんと、サル以下」

「冗じよう談だんだよ。留美さんのことを考えてた」

「だったら、少しは聞いたら？」

「ん？」

「相手の男がどんなやつかをよ。普ふ通つう、自分の彼女に言い寄よる悪い虫がいたら、気になるものでしょ？」

「すごい気になる」

　またぺしっと頭をはたかれた。

「歳としは？」

「今年、二十八だったと思う」

「若わかさでは、俺おれの勝ちだ。……顔は？」

「まあまあ普通。仁の方が断だん然ぜんかっこいいわ」

「背せは？」

「平へい均きん的てき。太ってもないし、やせてもいない」

「仕事は？」

「中の中くらい。できなくもないけど、すごくできるわけでもない」

「人当たりは？」

「色々とわきまえている感じはする。器用でも不器用でもないわね」

「面白味のない人だね」

「そうね。でも、結けつ婚こん相あい手てには悪くないかも。次男だし」

「結婚って……」

　驚おどろいて顔を上げた。留る美みはまだ仁じんの胸むねに頭を預あずけたまま、まるで眠ねむっているように目を閉とじていた。

「そんなに驚くこと？」

「留美さん、焦あせる歳としでもないでしょ？」

「そういう心こころ構がまえだと、すぐに賞しよう味み期き限げんが切れちゃうらしいわ。会社にもいるわよ。あ〜、この人、もう諦あきらめたんだなって感じの人」

「俺おれは留美さんが三十歳になっても抱だけるよ」

「バカ」

「結けつ構こう、まじなのに」

「はいはい」

「で、そのアベレージさんのことを、留美さんはどう思ってるわけ？」

　結婚相手には悪くないと言うくらいだから、多少なりとも付き合う、付き合わないを考えはしたのだろう。つまり、悩なやむに値あたいする人物ということだ。

「アベレージ君だなあと思っている」

「男としては、うれしくないな、その評ひよう価かは」

「仁が見み栄えっ張ぱりだからよ。さっきも言ったけど結婚相手としては悪くないと思っている。あれは浮うわ気きもできないタイプだし。仁とは違ちがってね」

「その話は置いておくとして……で、留美さんは迷まよってるわけ？」

「……」

　すぐに返事はない。留美はゆっくりと息を吐はいただけだった。

　たぶん、質しつ問もんには答えてくれないつもりなのだと思った。自分の話したいことはもう話したからそれで満足なのだろう。普ふ段だんから留美にはそういうところがある。単に話を聞いてほしいだけなのだ。

「ねえ、仁」

　だから、仁は、別の話題を口にしようとしている留美のその呼よびかけに、

「なに？」

　と素す直なおに答えておいた。

「いやらしいことしよっか」

「今日はじらしプレイで、満足してるよ」

「そう……だったら、もう寝ねよう」

「このまま？」

「手を繋つないで」

　留る美みの手をそっと握にぎる。でも、まだ留美は仁じんの上からどいてくれない。今を逃のがすと機会を失うと思った仁は、自然と話を切り出していた。

「俺おれ、今日は留美さんに話があるんだけど」

「ダメ」

「なんで？」

「男が話があるなんて言い出すときは、別れ話か、プロポーズくらいしかないもの。後者の可か能のう性せいは皆かい無むでしょ」

「そうかな？　プロポーズの可能性も否ひ定ていはできないでしょ。俺、十八歳さいだよ」

「それこそ大問題よ。私、どんな顔をして仁のご両親に挨あい拶さつに行けばいいの？」

「いつも通り、その綺き麗れいな顔で行けばいいと思う」

　冗じよう談だんのつもりだったのに、留美は笑ってくれない。

「きっと息子をたぶらかした悪あく魔まのような女だと思われるに決まってる」

「その点に関しては、フォローする自信がないかも」

「で、聞きたくない話はなに？」

「聞いてくれるんだ」

「仕方がないでしょ。私の方が年上なんだから」

　この二年間、ずっとそうだった。何かあるたびに、留美は歳としのことを口にする。それは彼かの女じよの見み栄えでもあり、責せき任にんでもあり、そして、後こう悔かいでもあるのだと最近は思うようになっていた。

　そんな留美に対して、仁は昨日から用意しておいた言葉をはっきりと口に出した。

「俺、大阪の大学を受験しようと思ってる」

　それを聞いた留美は、静かにやさしい笑みを浮うかべた。それはもう本当に悪魔のように美しい笑みだった。




　　　　２




　翌よく日じつ、仁が登校したのは二時間目の途と中ちゆうだった。上うわ履ばきに履はき替かえ、授じゆ業ぎよう中ちゆうの校こう舎しや内ないを自分の教室へと向かう。上履きを引きずって歩く仁の足音は、廊ろう下かによく響ひびいた。

　今は期末試験の返へん却きやく期き間かんだ。各教室からは、試験の模も範はん解かい答とうを解説する教きよう師しの声が聞こえてきていた。

　冬休みを目前にした校内の雰ふん囲い気きはどこか浮き足立っている。この先に控ひかえているクリスマスやお正月のことで頭が満たされていて、生徒たちはあまり真しん剣けんに教師の話を聞いている雰囲気ではない。

　だが、それも、仁が階かい段だんを上がり、三階に到とう達たつした時点で一変した。急に空気が張はり詰つめたものに変わる。スイコーは、一階が一年生、二階が二年生、三階が三年生の教室になっているから、この季節としてはこれが普ふ通つうなのだ。

　大学の付ふ属ぞく高こう校こうとはいえ、エスカレーターで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに入学できる生徒の数は限かぎられている。全体の四分の一程てい度ど。だから、当然、残りの四分の三は受験生ということになるのだ。

　三階に上がった時点で、仁じんはぴたりと足を止めた。

　それから、緊きん張ちよう感かんのない顔で、

「ふあ〜」

　と大あくびをした。

「眠ねむいな……」

　まぶたが重たい原げん因いんは明白だ。昨さく晩ばん、留る美みに大阪の大学を受験する旨むねを伝えたことで、散々な言葉を浴びせられ、殆ほとんど寝ねかせてもらえなかった。

　再さい度ど、大きなあくびが出る。眼鏡めがねを外して、目の端はしに溜たまった涙なみだを拭ぬぐう。ついでに眼鏡の汚よごれを拭ふいてからかけ直すと、仁は回れ右をして階かい段だんを引き返した。

「授じゆ業ぎようはパス」

　一階まで戻もどると、下げ駄た箱ばこの前を通り抜ぬけて保ほ健けん室しつに向かった。

　ノックをしてから中に入る。

「失礼します」

　保健室の中はがらんとしていた。普段ならいるはずの保健の先生がいない。

「ま、いっか」

　カーテンで仕切られたベッドに近づく。誰だれもいないと思ってカーテンを開けた瞬しゆん間かん、仁の動きがぴたりと止まった。

　ベッドの上に見知った人物がいたから。

　猫ねこのように丸くなって寝ねていたのは、幼おさななじみの上かみ井い草ぐさ美み咲さきだ。制せい服ふくがしわくちゃになるのも気にしないで、深い寝息を立てている。寝苦しかったのか、ネクタイは解ほどいて、ブラウスのボタンがふたつ外れていた。その隙すき間まから白い胸むな元もとがちらりと覗のぞいている。まくれあがったスカートの裾すそからは誘さそうように太ももがさらけ出され、あと少しで下着も見えてしまいそうだ。
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「こんなところで無む防ぼう備びに寝ねるなよな」

　蹴け飛とばしたであろう毛もう布ふをかけ直そうと、仁は身を乗り出した。そのとき、美咲の胸元で何かが光った。

　クマのマスコットをあしらった銀のアクセサリー。

　今年の誕たん生じよう日びに仁がプレゼントしたものでもある。それ以来、一日も欠かすことなく、美咲の胸元を飾かざっている。

　少し子こ供どもっぽくはあるが、美咲が身に付けている分には違い和わ感かんがない。

　その首飾りと同じクマのマスコットをかたどったリングを、仁はクリスマスプレゼントとして用意していた。

　リングをポケットから取り出すと、自然と視し線せんは美み咲さきの左手の薬指に向かった。美咲に指輪を買うのはこれがはじめてで、目もく測そくで選んだサイズには少し不安がある。

　今なら、安全に確かく認にんできる。美咲は何にでも全力投球で、それは寝ねているときも例外ではない。爆ばく睡すいしていれば、ちょっとやそっとではまず目を覚まさないのだ。

　仁じんは美咲の左手を取ると、その薬指にリングをはめた。

　サイズはぴったり。

「第一関門は突とつ破ぱだな」

　安あん堵どの吐と息いきがもれる。

　しばらくリングのはまった美咲の左手を満足そうに眺ながめてから、仁は指から抜ぬこうとした。

　だが、はめたときと違ちがって、明らかに抵てい抗こうがある。

　ゆっくり回しながら引き抜こうとしても、これがなかなか抜けない。

　──やばいかも

　その感覚を言葉として認にん識しきした途と端たん、緊きん張ちようが全身をがんじがらめにしてきた。冬場にもかかわらず、背せ中なかにはびっしょりと嫌いやな汗あせをかいている。

　しかも、仁が一度手を離はなした隙すきに、美咲が寝返りを打ち、お祈いのりをするように両手を胸むな元もとに引き寄よせてしまった。

　簡かん単たんには目を覚まさないとはいえ、今ここで美咲が目を覚ましたら一いつ巻かんの終わりだ。そうした緊きん張ちようの中、仁じんは胸むねの谷間に埋うまった美み咲さきの左手を掴つかんだ。

　丁度そのとき、もうひとつあるベッドのカーテンが背はい後ごで勢いきおいよく開かれた。

「……っ！」

　悲鳴こそ上げなかったが、仁は全身で驚おどろいた。

　振ふり向くと、あくびをしている美び術じゆつ教きよう師しがひとり。監かん督とく教きよう師しとしてさくら荘そうで一いつ緒しよに生活している千せん石ごく千ち尋ひろだ。

　目が合うなり千尋は、

「あとで使う人間のことも考えて汚よごすんじゃないわよ」

　と言ってきた。それから、特に仁に興きよう味みを示しめすこともなく、ベッドの脇わきにかけてあったスーツの上着を羽は織おっている。

　相手が千尋であったことにほっとする。

「千尋ちゃん、サボり？」

「機き嫌げんが悪いから、寝ねてただけよ」

「そこは気分が悪いからにしておいた方が、世の中すんなり回っていくと思うな」

「どうでもいいわよ、そんなこと」

　さっきよりも大きなあくびをしながら、千尋が保ほ健けん室しつを出て行こうとしている。

「あ、千尋ちゃん、待った」

「なによ？」

「指輪を外すいい方法ってない？」

　眠ねむそうな目のまま、千尋の視し線せんは真っ直ぐに美咲の左手に向かった。

「はめるのは得意でも、外すのは苦手なわけ？」

「そっち、専せん門もんでやってきたんでね」

「あんたは、ほんとにろくでもない男ね」

　仁のことをぼろくそに言いながら、千尋はベッドサイドに戻もどってきた。

「千尋ちゃんにそこまで言われるのは久ひさしぶりだな。最近は、全部空そら太たの役目になってたのに」

　そんなことを言っていると、千尋はぐっと美咲の左手を引っ張ぱり上げた。

「んん……ダメだよ、にゃぼろん……」

　美咲が妙みような寝ね言ごとを口にする。

「起こさないでくれるとありがたいんだけど」

「私は、いっそこのままの方がいいと思うわよ」

　そう言うや否いなや、千尋は美咲の頭を小こ突づいて、

「ほら、上かみ井い草ぐさ、さっさと起きなさい」

　とか、言い出した。

「ちょっと！　千尋ちゃん、なにしてくれてんの！」

「あんたの慌あわてる顔を見るのは、久ひさしぶりね。その顔、神かん田だにそっくり」

「ん？　あれ、もう朝だっけ？」

　美み咲さきが薄うっすらと目を開けている。これはまずい。あと二秒もすれば、完全に目を覚ます。寝ね起おきは抜ばつ群ぐんにいいのだ。そう思っている間に、美咲は「すばらしい朝だ〜」などと言いながら飛び起き、ベッドの上から仁じんを見下ろしてきた。

「あれ？　仁？　おはよう！」

「ああ、おはよう」

　仁の表ひよう情じようは硬かたい。それもそうだ。今この瞬しゆん間かんも、リングは美咲の指にはまったまま。

「俺おれ、急用を思い出したんで、これで」

　回れ右をして美咲に背せ中なかを向けると、仁は逃にげるような足取りで保ほ健けん室しつを出て行こうとする。

　すると、千ち尋ひろに呼よび止められた。

「三み鷹たか」

　嫌いや々いや仁が振ふり向く。千尋が何かを投げてきた。

　慌てて両手でキャッチする。手を開くと、そこには美咲の指にはまっていたはずのリングがあった。

「この貸かしは大きいわよ」

「なになに？　何の話？」

　目ざとく美咲が絡からんでくる。

「そのうち、わかるわよ。楽しみにしときなさい」

　千尋が余よ計けいなことを言ってくれた。

「仁と千尋ちゃんだけ通じ合ってずるいぞ！　あたしも混まぜてよ〜！」

　これ以上ここにいるのは危き険けんだと思い、仁は千尋にお礼の言葉を残して保健室から逃げ出した。

　廊ろう下かに出た瞬しゆん間かん、盛せい大だいなため息がもれた。

「ふ〜、死ぬかと思ったな……」




　　　　３




　保健室をあとにした仁は、他にゆっくりできる場所を求めて屋上に向かった。

　階かい段だんを一段一段踏ふみ締しめながら、上を目指す。

　屋上に繋つながる重たいドアを押おし開けて外に出ると、澄すんだ空気が仁を出で迎むかえた。透すき通った十二月の空は、どこまでも果てしなく広がっている。

　それを独ひとり占じめするように、仁は屋上のベンチに仰あお向むけに寝転がると、ネクタイを緩ゆるめてボタンをひとつ外した。ゆっくりとまぶたを閉とじる。今度こそ眠ねむれそうだ。

　そう思った矢先、どこか物悲しさを漂ただよわせるヴァイオリンの音色が耳に届とどいた。閉とじていた目を、仁じんは静かに開いた。

　そして、仰あお向むけの体たい勢せいのまま、音のした方へ視し線せんを移うつす。

　屋上の入り口の上。梯はし子ごを使ってさらに一いち段だん上った先。貯水タンクの頂ちよう上じように人ひと影かげがある。スイコーの制せい服ふくを着た長身の女子。寝ね癖ぐせなのか、そういう髪かみ型がたなのか、判はん別べつしづらいふわふわのショートヘアを押おさえるようにヘッドフォンをしていて、流れるような動作でヴァイオリンを奏かなでている。

　目を閉じたまま、曲に集中しているから、たぶん、仁の存そん在ざいには気づいていない。

　ヴァイオリンの彼かの女じよは、そのまま見事に一曲を引き終えた。

　たったひとりの観客だった仁が小さく拍はく手しゆをする。

　すると、ヴァイオリンと弓を彼女はそっと下ろした。その動作は洗せん練れんされていてどこか品がある。

「三み鷹たか、いたのか」

　そう気安く声をかけられても、仁は驚おどろかなかった。凛りんとした目元のヴァイオリン奏そう者しやの彼女とは顔見知りだ。名前は姫ひめ宮みや沙さ織おり。美み咲さきからは『はうはう』というあだ名で呼よばれている音おん楽がく科か所しよ属ぞくの三年生。ちなみに、本名『姫宮沙織』があだ名『はうはう』になったのは、以前彼女が使っていたヘッドフォンに『ＨＡＵＨＡＵ』という商品名が刻きざまれていたせいだ。かわいいあだ名が決定して以い降こうは、お気に入りだったらしいそのヘッドフォンを使わなくなっている。少なくとも、仁は見たことがない。

「よう、はうはう」

　かわいいあだ名で呼ぶと、沙織はあからさまに嫌いやそうな顔をした。

「その名で呼ぶな」

「かわいくていいと思うけど」

「だから、私には似に合あわないと言ってるんだ」

　確たしかに、年ねん齢れいにしては大人おとなっぽい外見の沙織は、かわいいというよりは、綺き麗れいや美人、かっこいいといった印象の方が強い。

「で、はうはうは何をしてるんだ？」

　言っても無む駄だと思ったのか、沙織は仁を無む視しして慎しん重ちような手つきで、ヴァイオリンをケースにしまっている。かと思うと、仁に見えるように、携けい帯たい音おん楽がくプレイヤーのボリュームを上げていた。

「はうはう」

「……」

　音楽に掻かき消されているのかもしれない。

「はうはう」

「しつこいよ、三み鷹たか。何か用よう件けんがあるのか？」

　単に無む視しをしているだけだったらしい。

「ここからだとスカートの中が丸見えだから、一いち応おう、忠ちゆう告こくをしようと思って」

　黒のストッキングをはいているので、実じつ際さいはさほど見えてはいない。

「君はパンツで騒さわげるほど、まともな人間じゃないだろう」

「ご明察の通り、今では中身にしか興きよう味みが持てない」

　仁じんのセクハラ発言を気にした様子もなく、ヴァイオリンのケースを大切そうに抱かかえ、沙さ織おりは貯水タンクから飛び降おりた。スカートの裾すそがふわりと持ち上がり、やがて重力に引かれてあるべき位置に戻もどる。

　そのときには、仁は沙織を見てはいなかった。見ないのが礼れい儀ぎというものだ。

　沙織は梯はし子ごを使い、屋上の床ゆかまで降りてきた。そのまま足を止めることなく、ベンチで横になっている仁の側まで近づいてくると、頭の上で立ち止まる。

　逆さまになってもクールな沙織の顔が、仁を見下ろしている。

「今日は何を聞いてんの？」

　沙織はヘッドフォンを外すと、無言のまま仁の耳に当ててきた。

　聞こえてきたのは、昨年発売された大作ＲＰＧの戦せん闘とう音おん楽がく。発売当時、空そら太たがはまっていたので、プレイしていなくても仁はその曲を覚えていた。美み咲さきの自じ主しゆ制せい作さくアニメや、文化祭のときにさくら荘そうの面めん子つで制作した『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の音楽を担たん当とうしてきただけあって、沙織の趣しゆ味みの幅はばは非ひ常じように広い。メインはクラシックなのだが、ポップスやロック、ゲーム音楽やアニソンまで普ふ通つうに聞いている。本人曰いわく、どれもそれぞれに魅み力りよく的てきで、将しよう来らい的てきに作曲家を目指す自分にとっては、すべてが優すぐれた教材なのだそうだ。音も生なま演えん奏そうだけに拘こだわらず、デジタルで処しよ理りする打ち込こみでもよく曲を作っている。実じつ際さい、美咲の自主制作アニメのために作られた曲は、半分が打ち込みによるものだ。

　もういいよと仁が目で合図をすると、今度も沙織は何も言わずにヘッドフォンを自分の耳に戻した。

　その沙織の視線が先ほどから一点に集中している。仁の襟えり元もとだ。

「首くび筋すじの歯形はどうした？」

　すぐには答えず、仁はその場所に一度触ふれてみた。まだ少し痛いたみが残っている。

「留る美みさんに大阪の大学を受験するって話をしたら噛かみ付かれた」

「君はどんな体たい勢せいで、そんな大事な話を持ち出したんだ？」

　聞かなくても答えは想そう像ぞうできているんだろう。沙織の目は完全に仁を蔑さげすんでいる。

「もちろん、ベッドの上で抱だき合いながらだけど？」

「三鷹」

「なんだ？」

「君は最低だな」

「そう言ってもらえると、救われた気がするよ」

「いつか刺さされても知らないぞ」

「そのときは全部受け止めるつもりだよ」

　おどけてみせると、沙さ織おりは呆あきれたようにため息を吐ついた。仁じんとしてはかなり本気なのだが、その気持ちは伝わっていないようだ。

「はうはうの方は、生徒会長と上手くいってるわけ？」

　今年の五月だったか、六月だったか……沙織は生徒会長の館たて林ばやし総そう一いち郎ろうの告白を受けて、付き合うことになったのだ。

「彼かれは元生徒会長だ」

　スイコーの生徒会は引いん退たいが遅おそく、秋の一大イベントである文化祭まで仕事をする。文化祭中に、次の生徒会選挙が同時に行われ、終しゆう了りようと共に交こう替たいするシステムになっているのだ。だから、生徒会メンバーが新しくなってから、まだ一ヵ月程てい度どしか経けい過かしていない。このくらいの時期だと、前ぜん任にん者しやが生徒会長と呼よばれる率りつの方が高い。

「もめてる」

「え？」

「だから、彼とは……もめてる」

「もまれているの間ま違ちがいじゃなくて？」

「三み鷹たか、君はいくつだ？　発言が四十代のおっさんと同じだぞ」

「色々持て余あましてる十代だよ。なんなら、試してみる？」

「悪いが、彼にも触さわらせていない体だ。三鷹に触らせるわけにはいかない」

　仁は体を起こした。隣となりのベンチに沙織が座すわる。

「彼にもって……もう半年ぐらい経たつよな？　付き合いはじめて」

「六ヵ月と二十一日だ」

「……」

　律りち儀ぎというか真面目というか。きっと、毎朝、今日が何日目だと頭に思い浮うかべてから学校に登校してくるんだろう。仁には真ま似ねできそうにない。

「キスもしてないわけ？」

「していない」

「手は？」

「繋つないでない」

「ああ、それはもめると思う……」

　仁がげんなりした声を出すと、意外と早く沙織が食いついてきた。

「あいにくと私の彼は君とは違う」

　癇かんに障さわったのか、目つきが鋭するどい。

「オスという点では、同じなんじゃないのかね」

「彼かれは私を大切にしてくれているんだ」

「大切ね〜。本当は色々したいけど、我が慢まんしてるんだって」

「だから、君と同じにするな」

「好きな子に触ふれたいって感かん情じようは、至し極ごく真っ当なものだと思うけどね、俺おれは。はうはうはそういうのないわけ？」

「それは……その……私だって、少しは……興きよう味みある」

　恥はずかしいのか、沙織はわずかに目を伏ふせている。

「なるほど、興きよう味み津しん々しんと」

「少しだと言ったはずだ……って、そうじゃない。もめているのは留りゆう学がくのことだ」

　動どう揺ようしながらも、沙さ織おりは自分で話を戻もどしてきた。その眼まな差ざしには力がこもっていて、これ以上からかうと、本気で怒おこられそうだ。

「そっか、はうはう、オーストリアだっけ？　卒業したら行くんだったな」

「ああ、彼と付き合いはじめる前から、行くつもりでいたからな。でも、告白したときにどうして言わなかったんだと言われた……。確たしかに、帰ってくるまでの数年は離はなれ離ばなれになるのだから、事前に言っておくべきだったと反省している」

「ふ〜ん、考え方が固いね」

「いや、待て。私はどうしてこんな話をしている。私のことはいいんだ。三み鷹たかこそどうする気だ？　美み咲さきには大阪に行くことは告げたのか？」

「言うよ。クリスマスには全部話す」

「……」

「なんで、聞いた本人が心底意外って顔をするかな」

「心底意外だったからに決まっている。何かきっかけでもあったのか？」

「そりゃあ、卒業が近づいてくれば、色々と考えるでしょ」

「それだけとは思えないな」

　意外と沙織は鋭い。追つい及きゆうの眼まな差ざしを向けてくる。

「別にたいしたことじゃないよ。ただ、近くに……急いで、焦あせって、じたばたしてるかっこ悪いやつがいてね。ああ、俺もこんな風なんだなって思ったら、自分のことをちょっとは客観的に見られるようになって、この先どうするべきなのかがわかった気がしたってところかな」

「その彼は、なかなかに酷ひどい言われようだな……同どう情じようするよ」

　気の毒そうに、沙織が表情を曇くもらせた。それに、仁じんは目だけで笑い、さらに言葉を続けた。

「すぐに結果をほしがって、それが上う手まく行かないことに苛いら立だって、それでまた焦ってさ……いつまでもそんなことを続けたところで、前に進めないんだってことは、この三年間で学んだよ。高校では途と中ちゆうで方ほう向こう転てん換かんができなかった分、進学ってこの機会にやらないわけにはいかないでしょ。ま、急がば回れって言葉の偉い大だいさを、少しは知ったってことだ」

「急がば回れ……か。つまり、焦あせるのをやめたということか」

「そういうこと」

「随ずい分ぶん、はっきり言うんだな。心に決めたことでも、私は迷まようぞ」

「そりゃ、そうでしょ。人間だもの。俺おれだって迷ってる。焦るのをやめたつもりでも、気がつくと焦ってる。けど、脚きやく本ほん家かっていう目標を語るには、四年間くらい本気で向き合ってからじゃないと、何も見えてはこないと思ったんだよ。だから、今を結果だとは考えない。単にそれだけ」

「それだけ……か」

「どうも、俺らが思っている以上に、人生ってやつは長いらしいんでね」

　留る美みとは八つ離はなれている。八年といったら相当な時間だ。けど、現げん在ざい二十六歳さいの留美も社会の中では若じやく輩はい者ものの立場にある。だとしたら、高校生などまだまだこれからの存そん在ざいのはずだ。

　何かを諦あきらめるには早すぎる。

「そうだとしても……四年は長いな」

　遠くの空を沙さ織おりが見上げる。

「そうだな」

　仁じんもつられて上を見ていた。

　本当に四年間は長いと思う。小学校の六年間よりは短いが、中学、高校の三年間よりは長いのだから。

　まだ二十年に満たない人生から見ても、四年間は大きな割わり合あいを占しめる時間になる。けど、それを気にして焦っていたら、結局今までと何も変わらない。

「才さい能のうなんてものを語るのは、やれることをやってからにしないとね。でないと、真面目にやってる人間に対して失礼ってもんでしょ」

「ああ」

「それに、やるだけやってダメなら、きっと見切りもつけられると思う。どっちに転ぶとしてもさ……中ちゆう途と半はん端ぱなままってわけには、もう行かないんだよ」

「水すい明めいに残って、美み咲さきの側にいたらできないのか？」

「そりゃあ、無理だろうな」

　仁は笑い飛ばした。

「俺ははうはうが思っている以上に、美咲のことが好きだから。恋こいにうつつを抜ぬかすに決まってるの」

「それ、どこまで本気で言っている？」

「純じゆん度ど百パーセントで本気だって。たぶん、俺の方が美咲を好きだよ」

「今日の君は、少しばかり素す直なおすぎて気持ちが悪いな」

「酷ひどいね。そこは、思わず惚ほれそうとか言ってくんない？」

「あいにくと、私の心は彼かれのものだ」

「愛されてるね。生徒会長は」

「彼は元生徒会長だ」

「はいはい」

「……でも、そうか。三み鷹たかは決めたんだな。この先、四年間、自分の目標に挑いどみ続けることを……。それは美み咲さきにとって、やはりうれしい話ではないと思うが……」

「たぶん、美咲にはわからないと思う。なんで俺おれがそんなことを言い出すのか。けどさ、甲こう子し園えんに行こうと思ったら、毎日真しん剣けんに練習をしないといけないんだよ。グラウンドの外では、同年代の連中が遊んでいたとしても……。選ぶっていうのは、そういうことなんだろうな。恋れん愛あいをしているヒマもないんだよ」

「君はすごいな」

　目を細め、沙さ織おりは慈いつくしむような表ひよう情じようを浮うかべていた。

「なにが？」

「私は留りゆう学がくのことで彼ともめてから、留学を取り止めようかとずっと考えていた。だけど、三鷹のおかげで目が覚めた」

「……」

　その先の言葉は聞かなくてもわかった。

「私は留学する」

　真っ直ぐに前を見み据すえた沙織は、自分に言い聞かせるようにそう宣せん言げんした。

「そっか。そりゃ、生徒会長に恨うらまれるな」

「だから、元生徒会長だと何度言えばわかる」

　そのとき、屋上のドアが音を立てて開いた。

「噂うわさをすればなんとやらか」

　やってきたのはひとりの男子生徒。知った顔だ。館たて林ばやし総そう一いち郎ろう。元生徒会長。真面目でちょっと融ゆう通ずうの利きかない男が、息を切らせて屋上のドアの前に立っている。

「総一郎君、どうして？」

「ヴァイオリンの音がしたから、もしかしてと思って」

　総一郎が荒あらい呼こ吸きゆうを繰くり返す。

「今は、授じゆ業ぎよう中ちゆうよ」

「体調が悪いと言って抜ぬけ出してきた」

　ばつが悪そうに、総一郎が頭を掻かいている。照れたような困こまったような顔をして……。

「やれやれ、生徒会長がすることかね」

　からかう仁じんを、総そう一いち郎ろうがじろりと睨にらみつけてきた。

「うるさいぞ、三み鷹たか。それに、元生徒会長だ」

　彼かの女じよと同じことを言っている彼かれ氏しの態たい度どに、仁は今日はじめて大笑いをした。

「な、なんで、笑う！」

「お似に合あいのカップルだと思ってね」

「なっ！　言っておくが、あくまで健全な関係だからな」

「知ってるよ。手も繋つないでないんだろ？」

　その一言で、総一郎の顔が真っ赤になった。

「な、なんで、知っている！」

「総一郎君、ごめんなさい。その、つい……話の流れで私が」

　申し訳わけなさそうに、沙さ織おりが白はく状じようするのを尻しり目めに、仁はベンチから立ち上がった。

　それから、校こう舎しやの中に戻もどろうと、ドア口に立つ総一郎に近づいていった。その仁を、総一郎が不ふ機き嫌げんそうな顔で睨んでいる。

「三鷹、学校に来ているのなら、授じゆ業ぎように出ろ」

「その言葉、そっくり返すよ」

　言いながら、総一郎の横を通り過すぎ、校舎内に続くドアを開けたところで仁は一度振ふり向いた。

「あ、そうだ」

「なんだ？」

　総一郎は威い嚇かくするような、警けい戒かいするような目をしている。それを軽く受け流しながら、仁は、

「はうはうが興きよう味み津しん々しんだって言ってたよ」

　と教えてあげた。

「バカか君は！」

　頬ほおを赤く染そめた沙織が声を上げる。総一郎は何のことかわかっていないらしく、眉まゆ根ねを寄よせて疑ぎ問もんの表ひよう情じようを浮うかべていた。

「どういうことだ？」

　総一郎が沙織に質しつ問もんしている。

「違ちがう。私はあくまで少し興味があると言っただけで……ああ、これだと結局、興味があることになってしまう……え〜っと……だから、その……」

　動どう揺ようする沙織と、相変わらずわけがわかっていない総一郎に、

「じゃ、ごゆっくり」

　と仁は言葉を残して屋上をあとにした。

「あ、待て！　三鷹！　こんな状じよう態たいで置いていくな！」

　もちろん、仁は沙織の悲鳴を無む視しして階かい段だんを下りていった。

　あとはふたりの問題だ。今後の関係も、留りゆう学がくのことも、どんな話し合いをして、どんな結けつ論ろんを出すのか。仁じんが口を出すことではない。

「ま、あの様子なら心配なさそうだけどな」

　むしろ、問題を抱かかえているのは仁の方だ。
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　結局、仁が出席した授じゆ業ぎようは四時間目だけだった。

　試験後のこの期間は午前中授業なので、すぐに放課後がやってくる。

　昼飯のことを考えながら、下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替かえて歩き出すと、お隣となりの下駄箱の陰かげから知った顔が出てきた。さくら荘そうでは一番日の浅い２０３号室の住人である青あお山やま七なな海みだ。

　仁に気づいて七海が立ち止まると、大きなポニーテールが揺ゆれた。

「やあ」

「どうも」

　小さく七海がお辞じ儀ぎをしてきた。

「あの、私、バイトがあるので」

「一いつ緒しよに帰ると、変な噂うわさとかされるかもしれないもんね」

「バイトは本当です！」

「必死になっちゃって、青山さんのそういうところほんとかわいいよ」

「誰だれにでもそういうこと言うの、やめた方がいいですよ」

　七海は呆あきれたような顔をしている。

「だから、青山さんにしか言ってないのに」

　それは無む視しして、七海が立ち去ろうとする。

「やれやれ、嫌きらわれたもんだな」

　落らく胆たんしながらも、ゆっくりと歩き出した仁の前で、七海の影かげが立ち止まっていた。顔を上げると再ふたたび目が合う。

　七海は何かを言いたそうにしている。

「あの……三み鷹たか先せん輩ぱい」

「ん？」

「聞きたいことがあるんですけど」

「今夜の予定なら空いてるから、朝まで付き合ってあげられるよ」

「だ、誰もそんなこと聞きません！」

「はいはい。悪ふざけはここまでにするから、なに？」

「……」

「聞きたいこと、あるんでしょ？」

　一度は行こうとして、わざわざ立ち止まったくらいだ。七なな海みにとっては、結けつ構こう重要なことなんだと想そう像ぞうはできる。

「……その……三み鷹たか先せん輩ぱいは、デートのときに彼かの女じよがかわいい格かつ好こうをしてる方がうれしいですか？」

　恥はずかしそうに目線を外しながら、それでも七海はよく通る声で聞いてきた。

「ま、そりゃね」

「その……ズボンとスカートだったら」

「断だん然ぜんスカートだね。別にパンツスタイルも嫌きらいじゃないよ。けど、たとえば、初デートで彼女がデニムとかだったら、何なに気げにガッカリすると思うな」

「……そうなんですね」

　なるほど、そっか、などと小声で言いながら、七海は考え事をしている様子だった。

「その辺は、空そら太たも同じ反はん応のうをするだろうから、がんばってみたら？」

「べ、別に神かん田だ君は関係ありません！　私のことでもないです！　そ、それに、そういう意味じゃなくて、あ、あくまで一いつ般ぱん論ろんとして少し興きよう味みがあったから聞いただけで……」

「なるほど、一般論ねえ」

「本当ですから、変な想像と詮せん索さくはしないでください。じゃ、じゃあ、私、バイトがあるんで、失礼します！」

　小走りで七海が去っていく。背せ中なかでポニーテールがよく揺ゆれている。

　仁じんは自然と声をかけていた。

「青あお山やまさん」

　立ち止まった七海がゆっくりと振ふり向く。

「なんですか？」

　警けい戒かいした面持ちだ。

　それに苦笑しながら仁は、

「髪かみ、下ろしてみるのもありだと思うよ」

　とアドバイスを送った。

「……」

　よほど仁の発言が意外だったのか、七海は目を見開いて驚おどろき、それから、口の中で何かを言いながら、トレードマークになっているポニーテールに右手で触ふれていた。

「鈍どん感かんな高校二年生男子に気持ちを知ってもらうには、それくらいの演えん出しゆつがあった方が絶ぜつ対たいにいいから。まあ、あくまで一般論だけどね」

「一般論として、覚えておきます。あの……その、ありがとうございます」

「俺おれは恋こいする女の子の味方なの。知らなかった？」

　もう一度、お礼を言いながら、七なな海みは律りち儀ぎに頭を下げると、今度こそバイトに遅ち刻こくしないように仁じんの前から走り去った。その足取りは、実に軽けい快かいだった。

「さ〜て、空そら太たはどうすんだろうな」

　今は春にさくら荘そうに越こしてきた椎しい名なましろにしか目が行っていないけど、もし、七海の気持ちに気づいたら……そうでなくても、一度でも七海を意い識しきしたら、その先がどうなるかはわからない。あまり人のことは言えないが、恋れん愛あいにおいてましろはものすごく難むずかしい相手だから。

　そこまで考えたところで、仁は答えを探さがすのをやめた。他人の心配をしている場合ではない。

　昨日、大阪の大学を受験することを留る美みに話した。脚きやく本ほん家かを本気で目指したい気持ちや、そのために、勉強に集中したいということも伝えた。けど、これまで積み上げてきたお互たがいの想いが簡かん単たんに片かた付づくわけはない。それに、これは仁の身勝手だ。

　今の関係と将しよう来らいを秤はかりにかけて、将来を選んだ。相談するのではなく、結果だけを伝える形で……。

　何を言われても、何をされても、仁に反はん論ろんの余よ地ちはない。だから、屋上で沙さ織おりには冗じよう談だんのように言ったけど、六人いる恋こい人びとの誰だれかに刺さされたとしても、文もん句くは言えないと思っていた。自じ業ごう自じ得とくだ。

　だから、どんなに時間がかかっても、ひとりひとりと向き合っていくしかない。今日は演えん劇げき学がく部ぶ四年の麻あさ美みさんに話をするつもりだ。明日はナースの紀のり子こさん。明後日あさつてはお花屋さんの加か奈なさん。

「……俺おれ、ほんと刺されるかもな」

　その次は、若わか奥おく様さまの芽め衣い子こさんで、最後がレースクイーンの鈴すず音ねさんだ。

　美み咲さきに話をするのは、そのあとだ。

　今日が十二月十三日。クリスマスには間に合わないかもしれない。そうなったら、美咲への指輪のプレゼントは先送りだ。

　校門を抜ぬけて、さくら荘への道をひとり歩いていく。何度も往おう復ふくをしたその道を、一歩ずつ踏ふみ締しめながら進んでいく。

　途と中ちゆう、児童公園の前を通り過すぎた頃ころ、仁は留美にメールを入れようと思いケータイをポケットから取り出した。

　すると、そのタイミングで着信があった。

　メールだ。

　送信相手は、留美だった。

　件けん名めいなしの本文のみ。

　緊きん張ちようした指でメールを開く。

　そこには短く、こう記しるされていた。

　──大学、合格したら別れてあげる

　何度かその文面を読み返してから、仁じんは静かにケータイを閉とじた。

「……」

　下した唇くちびるをぐっと噛かみ締しめた。熱い感かん情じようが体の中心に芽め生ばえていた。その芽はすぐに大きく育ち、仁の中で綺き麗れいな花を咲さかせる。

　許ゆるしてくれる人がいる。まだ自分が子こ供どもであることを許してくれる人が……。この歳としになっても、その状じよう況きように甘あまえることしかできないのは、死にたくなるほどに情なさけないけど、それが今は気にならなかった。もっと大きな気持ちが、胸むねの真ん中から溢あふれ出してくるから。それは、留る美みに対する感かん謝しやの想い……。

　自分だけが多くのものをもらって、何も返すことはできなかった。たった一行の短いメールが、出会いから今日までの時間に意味を持たせてくれた。それは全部、留美のおかげだ。

　唯ゆい一いつ、留美に報むくいる術すべがあるとすれば、それは大学に受かって前に進んでいくことしかない。彼かの女じよの気き遣づかいに恥はじない大人おとなになるしかない。

「留美さん、かっこよすぎだよ」

　そう空に呼よびかけていると、再さい度どメールの着信があった。

　──追つい伸しん　合あい鍵かぎは合格の報ほう告こくと一いつ緒しよに返しにくること。部屋にはもう上げてあげないから

　文章の最後には、怒おこった顔のかわらしい絵文字があった。

　返信はしなかった。

　ケータイを閉じると、仁は顔を上げて歩き出した。

　一生この気持ちは忘わすれないと思った。

　胸を熱くするほどの感かん謝しやの気持ちは……。
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　最初は、たくさんいるクラスメイトの男子のひとりでしかなかった。

　彼かれが猫ねこを拾ひろったのをきっかけに少しずつ話をするようになった。

　二年目も同じクラスになり……。

　夏のはじめに寮りようも一いつ緒しよになってしまった。

　学校の問題児を集めたさくら荘そう……。

　距きよ離りはぐっと近づいたと思う。

　けど、近くにいるせいで、前よりも言えなくなった。

　この気持ちを口に出すのがずっとずっと難むずかしくなった……。
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　四時間目の終わりを告げるチャイムが鳴ると、教室内は一いつ瞬しゆんにして騒さわがしくなった。さっきまで寝ねていた生徒も目を覚まし、慌あわてた様子で購こう買ばいに駆かけ出していく。昼食の争そう奪だつ戦せんに出で遅おくれないためだ。

　現げん金きんな生徒たちの態たい度どに、まだ教室に残っていた現げん国こくの担たん当とう教きよう師しである白しろ山やま小こ春はるが不満の声をもらしていた。けど、誰だれも真面目に聞いてはいない。もういいと拗すねた感じで、小春が廊ろう下かに出て行く。

　そんな中、教室の角の席に座すわった青あお山やま七なな海みは、真しん剣けんな表ひよう情じようで俯うつむいていた。トレードマークのポニーテールが横に垂たれている。その目は机つくえの中に入れた自分の両手に向かっていた。

　手の中には二枚まいの紙切れ。お芝しば居いのチケットだ。

　昨日、同じ学生寮……さくら荘に住む三年生の男子、三み鷹たか仁じんからもらったものである。

　七海は横目で隣となりの席を盗ぬすみ見た。そこには同じくさくら荘に住む、クラスメイトの神かん田だ空そら太たが座っている。

　空太は鞄かばんからお弁べん当とう箱ばこを出しているところだった。なぜだか、ふたつ。それを七海は疑ぎ問もんに思わない。ひとつが誰だれのものなのか、七海は知っているから。

　視し線せんに気づいた空太が顔を上げて七海の方を見てきた。

「弁当、ほしいのか？」

「ち、違ちがいます！」

　とっさに七海は両手を机の奥おくに突つっ込こんだ。

「いや、なんか獲え物ものを狙ねらうような鋭するどい視線を感じたから、てっきり」

「そんな目で見てない」

「見てたって」

「見てないの」

　緊きん張ちようしていたせいで、空太からは威い嚇かくしているように見えていたのだろうか。これではダメだと思い、七なな海みはひとつ深しん呼こ吸きゆうを落とした。それから、自然な態たい度どを心がけようと自分に言い聞かせながら口を開いた。

「あ、あのさ、神かん田だ君」

　けど、その声音は少し上うわ擦ずってしまった。

「ん？」

　返事をくれた空そら太たは立ち上がっていた。お弁べん当とうを美び術じゆつ科かの教室まで届とどけに行くのだろう。きっとそこでは、お腹なかを空すかせた天才画家……椎しい名なましろが待っている。さくら荘そうでは、七海の隣りん室しつの住人だ。わけがあって、空太はそのましろのお世話係をしている。

「なんだ？」

「やっぱりいい」

「……我が慢まんは体に毒だぞ。俺おれに文もん句くがあるなら言ってくれ」

「別に文句はない……けど……」

「けど？」

「文句はない」

　七海が言い直しても、空太はまだ釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。

「ま、文句がないならいいんだけど……その方が俺もありがたいし」

「私って、いつも文句があるように見えてるの？」

「さて、椎名に弁当を届けてくるか」

　形けい勢せい不ふ利りと判はん断だんしたのか、わざとらしく話題を逸そらした空太が教室から出て行く。その背せ中なかが見えなくなるまで、七海はじっと見つめていた。でも、空太は振ふり向かない。

「私、なにやってんだろ……」

　机つくえの中のチケットを今一度確かく認にんする。昨日、仁じんにもらってから、ずっと誰だれを誘さそおうかを考えていた。最初に思い浮うかんだのは、今教室を出て行った空太だ。それから、クラスメイトの友人や養成所の仲間、さくら荘の面めん子つなど色々とぐるぐる考えたけど、最後に残ったのは、やっぱり空太だった。

　とは言え、いざ誘おうと思うと、「一いつ緒しよに行ってほしい」の一言がなかなか口にできない。

　お芝しば居いの日につ程ていが悪いのだ……。

　十二月二十四日。クリスマスイブ。

　見方によっては絶ぜつ好こうの機会なのはわかっている。けど、今まで空太を誘ってふたりで出かけたことなどない七海にとって、最初がイブの夜というのは、ちょっと難なん易い度どが高すぎた。

　一緒にお芝居を見て帰ってくるだけでいい。なのに、日にちが日にちなだけに、妙みような含ふくみがあると受け取られそうでこわかった。

「……そりゃあ、含みはあるんだけどさ」

　小声でそう呟つぶやく。

「七なな海み〜、お昼食べよっ！」

　落ち込こむ七海にそう声をかけてきたのは、クラスメイトの高たか崎さき繭まゆだ。

　七海が教室の後ろを見ると、繭は小さい体で飛び跳はねながらぶんぶんと手を振ふってきた。身長は１５０センチジャスト。少し幼おさない顔立ちに、ショートボブの髪かみ型がたがよく似に合あっている。

　七海は鞄かばんからお手て製せいのランチバッグを出して、繭がいる教室の後ろまで移い動どうした。

「やよいは？」

　いつも昼食を一いつ緒しよに食べている友人のひとりがいない。

「購こう買ばい。今日はどうしても焼きそばパンを食べたいんだって」

　そう話していると、早々にジャージ姿すがたの本ほん庄じようやよいが小走りで教室に戻もどってきた。手には購買の紙かみ袋ぶくろが握にぎられている。七海と繭を見つけるなり笑顔になったのは、お目当てのパンを買えたからだろう。

　パンの他に自分の席からお弁当箱を持ってきたやよいと合流して、三人で机つくえを囲む。

「いただきます」

　律りち儀ぎにそう言ってから三人ともお弁当箱を開いた。すでにやよいのお弁当は半分減へっている。いつものことなので、今さら七海も繭も驚おどろかない。

　本庄やよいはソフトボール部に所しよ属ぞくしているスポーツ少女で、１７５センチと長身だ。ほぼ毎日朝練をこなしてカロリーを順調に消費しているため、お腹なかが昼休みまで持たないらしい。だいたい、三時間目が終わった段だん階かいでお弁当を広げている。早いときは二時間目が終わったあとだ。

　やよいに限かぎらず、朝練のある運動部に所属している生徒は概おおむねそんな感じ。その上で、お昼にもしっかりと食べたいらしく、不足分を購買のパンで補おぎなっているのだ。なので、別におかしいことではない。

「今日は焼きそばパンをゲットできた。私、ナイスダッシュ」

　やよいがおいしそうに焼きそばパンを頬ほお張ばる。それをおかずにご飯を食べている。すばらしい炭水化物コラボだ。

「だ〜、あんたはまたそういう食べ方をして！」

　繭が嫌いやそうな顔をしている。

「いいじゃん、別に。胃に入れば同じでしょ」

　さらりとやよいが流す。

「私の食しよく欲よくがなくなるの！」

「お腹の肉が自然に取れて好都合じゃん」

「に、肉なんかついてないわっ！」

「ああ、繭のはただの幼よう児じ体たい型けいだっけ？」

「ひ、人が気にしていることを！　あ〜、もう、七海もなんとか言ってよ！」

「ごめん……関西にはお好み焼き定食とか焼きそば定食が存そん在ざいしてるから、なんとも言えない」

「裏うら切ぎりもの〜！」

　やけになった繭まゆがぱくぱくとお弁べん当とうを食べる。食しよく欲よくがなくなるどころか、俄が然ぜん出てきているのは気のせいだろうか。

「私、将しよう来らい的てきには関西に住もうかな。炭水化物万ばん歳ざい」

　やよいが冗じよう談だんめかしてそんなことを言う。

　そんな風に、七なな海みの前にはいつもの昼食風景が広がっていた。繭とやよいとは去年から同じクラスで、今ではすっかり気き兼がねなく何でも話せる仲になっている。

　あまり人には話していない、声せい優ゆうを目指していることも、このふたりは知っている。

　性せい格かくや趣しゆ味みは結けつ構こう違ちがうのに一いつ緒しよにいるのが心地ここちいい。

　考え事をしていたせいか、七海の箸はしは止まっていた。

　それに気づいた繭が、

「七海、お腹なかのお肉で悩なやんでるの？」

　と聞いてきた。

「悩んでるけど、今はそんなこと考えてない」

「じゃあ、なに考えてたの？」

「繭、やよい」

　箸をくわえたまま、ふたりが「なに？」と七海を見てきた。

「うん……来月の二十四日って何か予定ある？」

「それって、イブのこと？」

　なぜだか、そう言われると少しドキッとしてしまう。

「……うん」

「私はソフトボール部のメンバーでクリスマスパーティをすることになってる」

「か〜！　やよいはおこちゃまね！　高校生にもなって、仲良く部活の仲間と大切な日を過すごすなんて！」

　繭の言い分に、やよいがあからさまにむっとした顔をする。

「そういう大人な繭は、さぞ優ゆう雅がな予定があるんだろうな」

「うっ……そ、それはこれから入る予定よ！」

　どうやら、予定はないらしい。

「一緒に過ごす友達もいないなんて、かわいそうな子だな」

　優位に立ったやよいが追い討うちをかける。

「う、うるさいな！」

　ほっぺたをぷくっと膨ふくらませて繭が抗こう議ぎをする。それを無む視ししたやよいが、

「で、七海はなんでクリスマスの話？」

　と話を戻もどしてくれた。

「お芝しば居いのチケットが二枚まいあってね。一いつ緒しよに行ってくれる人を募ぼ集しゆう中ちゆうなのです」

　本当は他に誘さそいたい人物がいるのだが、ちょっと言い出せそうにないから、七なな海みはクラスの中でも特に仲のいいこのふたりに話を持ち出してみたのだ。

「ふ〜ん、お芝居ね。さっきも言った通りで、私は先約あるから、繭まゆ、よろしく」

「え〜、なんでよ」

「どうせ、このままだと寂さびしく悲しい一人ぼっちのクリスマスなんだから、丁度よかったじゃないか」

「う〜ん、そうだけど。って、ちょっと待った！」

　繭が突然大声を上げたので、教室に残っていたクラスメイトの視し線せんが集まった。

「な、なに急に大声出して」

　周囲になんでもないという合図を送りながら、七海は繭を促うながした。

「七海」

　机つくえに両手をついて、繭が顔を近づけてくる。

「だ、だから、なに？」

「神かん田だ君は誘ったの？」

　その名前を人の口から聞くだけで、少し鼓こ動どうが早くなる。体が熱くなって、じんわりと汗あせばんでいく。

「な、なんで神田君の名前が出てくるの？」

　冷静な素そ振ぶりでお弁べん当とうの続きを食べる。でも、卵たまご焼やきの味はよくわからなかった。

「せっかく口実があるのに、なんで誘わないの！　バカ？　七海はバカなの？　バカなのね！」

「だ、だってお芝居の日につ程てい……そ、その、クリスマスイブだよ？」

　どうしてその単語を口に出すだけで、こんなに緊きん張ちようするのだろう。

「だからこそでしょ！」
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　なおも繭がヒートアップする。

「意味深じゃない？」

　七海は恥はずかしさに小さくなる一方だ。

「それがいいんでしょうが！　意味深大だい歓かん迎げい！　意味がなかったら無意味だっつーの！」

「そりゃそうだ」

　当たり前のことを言った繭にやよいが呆あきれたように突つっ込こむ。

「部活まっしぐらで男っ気ゼロのやよいは、余よ計けいなこと言わない！」

「クリスマスパーティは、サッカー部の連中も何人か来るよ」

「その件けんは、あとで詳くわしく聞かせてもらおうか！　ってか、そうじゃなくて、七海ってばそんなんだと、椎しい名なさんに神田君をあっさり取られちゃうんだからね。いいの？」

　空そら太たとましろの名前を挙げられて、七なな海みはますます顔を赤くした。

「いいとか、悪いとか……そういうのは、ちがくない？」

　声もどんどん小さくなっていく。

「ちがくない！　いい？　七海のライバルはあの美び術じゆつ科かの妖よう精せいこと椎しい名なましろさんなんだよ？」

「妖精って……」

　まあ、ましろにはちょっとそういう神しん秘ぴ的てきな雰ふん囲い気きがあるのは認みとめるところだが……。生せい活かつ破は綻たん者しやであることを知っていると、その神秘性もだいぶ薄うすれてしまう。そのことを殆ほとんどの生徒は知らないのだ。たぶん、本ほん性しようを見たことがあるのは、さくら荘そうの住人だけだ。

「七海はもっと気合を入れないと！」

　今度はうんうんと隣となりでやよいも同意している。

「神かん田だ君と椎名さん、付き合ってるんじゃないかって噂うわさがまた最近流れてるんだよ？」

「……そうなんだ」

　七海もさくら荘に引っ越こす前は、そんな雰囲気を感じてはいた。噂だと思い込もうとして、夜も眠ねむれなかった日もある。けど、今は違ちがう。あのふたりに怪あやしい気配はあっても、付き合っているわけではないのだ。この先もずっとそうとは限かぎらないが……。

「あれ、ほんとに付き合ってないのか？」

　やよいが口を挟はさんできた。

「付き合ってないよ」

「毎朝一いつ緒しよに登校してるのに？」

「半分くらいは、私も一緒に登校してる」

「帰りも毎日一緒なのに？」

「半分くらいは、私も一緒に下校してる」

「時々、椎しい名なさん、神かん田だ君のところに来るじゃん。あれは？」

　やよい、やよい、繭まゆの順番で質しつ問もんの応おう酬しゆうがきた。

「……それは、まあ、寮りようが一緒だから色々とあるんじゃないかと」

　空そら太たがましろのお世話係だからやってくるのだとは言えない。

「あ、噂うわさをすれば……」

　そのやよいの発言に、七なな海みがドア口に目を向けると、今まさに話題に上がっていた人物……椎名ましろの姿すがたがあった。ましろは音もなく教室の敷しき居いを跨またぐと、誰だれも座すわっていない空太の机つくえの前までやってきて立ち止まり、少し困こまった様子で首を傾かしげた。

「ましろ」

　一いつ旦たん、昼食は中ちゆう断だんして、七海はましろに近づいていった。顔を上げたましろが、透とう明めいな眼まな差ざしを向けてくる。

「七海、わたしのお弁べん当とう、どこ？」

　どうやら空太と行き違ちがいになったらしい。教室が少しざわついている。ましろの存そん在ざいがそうさせるのだ。繊せん細さいなガラス細ざい工くのような雰ふん囲い気き。ちょっと触ふれただけでも壊こわれてしまいそうで、ついつい視し線せんを向けてしまう。繭が妖よう精せいと呼よぶのは、この辺に由来している。

　肌はだは白く、ダイエット知らずの細身の体は、同どう性せいの七海から見ても羨うらやましい。その上、ましろには世界で通用する絵の才さい能のうがあるのだ。

　だから、自然と注目も集めるし、空太だって惹ひかれるのだろう……。

「神田君なら、ましろの教室に行ったよ」

「わかった。お弁当探さがしてくる」

　そう言ってましろは教室から去っていった。

　ゆっくりと廊ろう下かの向こうに消えたましろを見送ってから、七海は繭とやよいのもとに戻もどった。

　すると、待ち構かまえていたように、繭が早速口を開いた。

「七海、わかってる？　あれが七海のライバルなんだよ」

「いや、だからライバルって……」

「肌なんか超ちよう白しろいし、足もウエストも同じ人類かっていうくらいすっごく細いじゃん！　だから、七海はもっとぐいぐい突つっ込こんでいかないと！」

「ぐいぐいって」

　今はどうしても空そら太たと付き合いたいとか、そう切せつ迫ぱくしているわけではない。ただ、毎日顔を合わせて、自然と言葉を交わせるだけで、それなりに満足はしている。

　それに、来年の二月には、今通っている声せい優ゆうの養成所で、事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決める大事なオーディションが控ひかえているのだ。恋れん愛あい感かん情じようと向き合っているだけの余よ裕ゆうはないし、恋愛にかまけている場合ではないという想いも強い。

「図々しくいこうよ、七なな海み！」

「いいよ、そんなの」

「ダメダメ！　なんのために関西人やってきたんだ！」

「繭まゆ、西の方を向いて土ど下げ座ざして」

　声のトーンを落として、繭にすごんでおく。

「それにさ、神田君って美み咲さき先せん輩ぱいとも仲いいじゃん！」

　けど、繭はものともしない。

「そうだけど、それがどうかしたの？」

「危き機き感かん薄うすすぎるよ、七海は。あれは要注意だね」

「どこが？」

　さくら荘そうに住む美び術じゆつ科かの三年生──上かみ井い草ぐさ美咲のことはなにも心配していない。空太と仲がいいなぁと思うことはよくあるけど、美咲は仁じん一ひと筋すじなのだ。それに空太も美咲を恋愛対象としては見ていないと思う。

「私が理想とするわがままボディを目の前にぶら下げられて、おバカな男子がつられないわけないでしょ」

「そ、それは……まあ……」

　美み咲さきの出るところは出て、引き締しまるところは引き締まっている抜ばつ群ぐんのスタイルのよさは、七海も羨うらやましいと思っている。

「性せい格かくにはちょ〜っと難なんがあるかもしれないけど、美咲先輩って超ちようかわいいじゃん。意外と隠かくれファン多いよ。『無む駄だかわいい』とか『ウザかわいい』って言われてるんだよ！　あれはやばいって絶ぜつ対たい。きっかけひとつで男子なんてイチコロだね」

　確たしかに美咲はかわいい。黙だまって座すわっていれば、学校内で一位、二位をましろと競きそい合うであろうかわいさだ。ただ、繭の言ったように、性格の方はちょっと普ふ通つうではなく、芸げい術じゆつ科か特とく待たい生せいと認みとめられながらも、アニメを作るのに夢む中ちゆうになって、その権けん利りを剥はく奪だつされた変人でもある。

「あんな全国区の美少女とひとつ屋根の下で暮くらしてごらんなさい！　神かん田だ君の目が肥こえて、女子の平へい均きん値ちはうなぎのぼり！　七海になんて見向きもしてくれなくなるんだから！」

「どうせ、私はかわいくないですよ」

　そんなことはわかっている。わかっているからこそ、美咲やましろとは比くらべてほしくない。一いつ緒しよの寮に住んでいる七海が一番に痛つう感かんしていることだ。

「だからこそ、七なな海みは他のことで挽ばん回かいしないといけないんだって！」

「繭まゆ、そこは、七海もかわいいよって言ってあげるべきだろ」

　やよいのフォローに涙なみだが出そうだ。

「ありがと、やよい。でも、いいよ。上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいとましろ……あのふたりと比くらべられたら、戦おうって気も起きないって……」

「弱気になるな！　というわけで七海は神かん田だ君を誘さそうこと！　誘わなかったら金こん輪りん際ざい口を利きいてあげないから」

「な、なにもそこまで」

「……」

　繭がぷいっとそっぽを向く。

「え？　もうはじまってるの？」

「……」

　どうやら、繭は本気らしい。

　やよいはというと、さっさとお弁べん当とうを食べ終えて、いつのまにか数学の教科書を開いて勉強をはじめていた。

「それはそうとやよいは何をやっとんじゃい」

　繭がツッコミを入れる。

「試験勉強」

「シケンベンキョウ？」

　ぽかんとした顔で繭が首を傾かしげた。

「なにそれ、おいしいの？」

「期末、近いでしょ」

　冷静にやよいが言ってのけた。

「そうだった！」

　最後に残ったプチトマトを口に放り込むと、繭も早々にお弁当箱を閉とじて、

「七海、ノート貸かして！」

　と両手をあわせて拝おがんできた。

「金輪際口を利かないんでしょ？」

　最後に食べ終わった七海も片かた付づけを済すませた。ステンレスのマグボトルのお茶を飲んで一息つく。

「それはそれ、これはこれなの！」

「はいはい」

　七海は一度席を立ち、自分の机つくえから数学のノートを持ってきた。

　けど、ノートを繭に渡わたす寸すん前ぜんで、ふとあることを思い出し、七海はノートを持った手を咄とつ嗟さに引っ込こめた。手を出していた繭まゆが大げさにずっこける。

「ちょ、ちょっと！　七なな海みらしくないことしないでよ」

「や、やっぱり、ダメっ！」

　七海は慌あわててノートを背せ中なかに隠かくした。

　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんな顔をした繭だったが、すぐに何か思い当たったのか、

「そんな態たい度ど取られると、一体何が書いてあるのか、興きよう味みが出ちゃう」

　と言って、口元に意地悪な笑みを浮うかべた。

「と、とにかく！　ノートはやよいに借りて」

「やよいなんて、朝練で疲つかれて授じゆ業ぎよう中ちゆうは全部寝ねてるんだから、使えるわけないじゃん！」

「失礼だな、繭は。半分は起きてるよ」

「半分寝てんじゃねーか！」

「二日に一日はノートを取っている」

「そんなノートが使えるか！」

「じゃあ、朝練もないのにノートを取らず、繭は授業中なにしてるんだ？」

　すると、繭はちょっと照れたような顔をした。

「最近はね……赤あか坂さか君をうっとり眺ながめてるの。きゃっ、言っちゃった」

「……」

「……」

　七海とやよいは口をぽかんと開けたままで固まった。

　とりあえず、話題がノートから逸それてくれたことはありがたいのだが、まさか、そこに話が飛ぶとは思っていなかった。

「な、なによ、その反はん応のう」

「あんた、真しん性せいの面食いだったわね」

「彼、横顔がいいのよ。こう、クールで……クールで……クールで」

「他にないのか……」

「い、いいでしょ！」

　はあ、とやよいがため息を吐つく。繭がこんなことを言い出すのは、今にはじまったことじゃない。入学当初から、サッカー部の先せん輩ぱいがかっこいいだとか、大学の音楽学部にすごいイケメンがいるだとか、ひとつ上の学年に三み鷹たか仁じんって超ちようタイプの人がいるだとか、そんな話ばかりをしているのだ。

「七海、紹しよう介かいして！」

　クラスメイトなのだから、赤坂龍りゆう之の介すけがどれだけぶっ飛んだ人間かは、繭も知っているはずだ。授業中でも、持ち込んだノートパソコンで何かの開発を行い、教きよう師しの話などひとつも聞いていない。その上、空くう腹ふくを感じれば、授業中でもお構かまいなしにトマトを食べ出す変人だ。当然、問題児の巣そう窟くつとなっているさくら荘そうの住人でもある。

　ルールを無む視しした行動を嫌きらう七なな海みにとっては、天てん敵てきと言ってもいい。だから、繭まゆが龍りゆう之の介すけにほれる理由がさっぱり理り解かいできない。

「あまり人を悪く言いたくないけど、赤あか坂さか君はやめておいた方がいいと思う」

「性せい格かくなんてどうだっていいのよ！　男は顔！　まあ、あの泰たい然ぜんとした感じは、嫌いじゃないけど。この前、『どけ、邪じや魔まだ』って言われてドキドキしちゃった。あの日から気になって、もう恋こい心ごころは燃もえ上がる一方なの」

「……繭。お前は今日病院に行った方がいい。早そう退たいしろ」

「しないわよ！」

「私もやよいに賛さん成せい。先生には私から言っておいてあげるから」

「ここは、友人として応おう援えんするところでしょ！」

「どっちにしても、やめた方がいいと思うよ。すごく強力なライバルがいるから」

「なに？　ライバルですと!?」

　七海はケータイを開くと、九月にましろの友人であるリタ・エインズワースがイギリスから訪たずねてきた際さいに撮さつ影えいした写真を画面に表ひよう示じした。

　それを、繭とやよいに見せる。

「真ん中の……ましろの隣となりにいる金きん髪ぱつの美人」

　穏おだやかな物もの腰ごしで、微び笑しようを湛たたえている。

「うわっ、こ、これはすごい……年上だよね？」

「なんと、私たちと同い年」

　もうほんと、そこのところが一番納なつ得とくできない。

「不公平だ！　この世は平等だなんて教きよう育いく方ほう針しんは間ま違ちがってる……」

「写真じゃわからないと思うけど……胸むねもおっきいよ」

　と言いつつ、繭の胸むな元もとを見る。小こ柄がらなせいもあるのだろうが、繭はぺったんこだ。さっきやよいが幼よう児じ体たい型けいと言ったのは、あながち間違っていない。

「ぐはっ……そ、そんな追い討うちをかけなくても……」

　わざとらしく繭が傷きず付ついた演えん技ぎをする。

「七海はそこそこ育ってるからって、ひどくない？」

「そ、そこそこ育ってないって」

　クラスの男子の視線を一いつ瞬しゆん背せ中なかに感じて、七海は顔を赤くした。

　その間、やよいは静かにパラパラとノートをめくっていた。よく見れば、それは先ほど繭に渡わたすのを躊躇ためらった七海のノートだ。七海がケータイを操そう作さしている隙すきに奪うばわれたらしい。

「あ、やよい、それっ！　ダメ！　ほんとダメ！」

「さすが七海のノートは綺き麗れいだな」

「ずるい！　私にもコピーを頂ちよう戴だい！」

　繭まゆがノートに飛びつく。

「返して！」

　そう言いながら、七なな海みも続いた。

　だが、長身のやよいがひょいっと手を上げると、背せ伸のびをしたくらいでは届とどかない。

「七海、授じゆ業ぎよう中ちゆうなにやってるの？」

　その発言で、七海の顔は完全に茹ゆで上がった。

「どゆこと？　なに書いてあんの？」

　繭が食いつく。

　すると、やよいが、

「『牛ぎゆう乳にゆう買っておいて』」

　とノートを読み上げた。

　顔から火が出るほどに恥はずかしかった。

「『夜ご飯、なにがいい？』」

「や、やめてよ！」

「『昨日、神かん田だ君のパンツが洗せん濯たく物ものに混まざっていました』」

　それは授業中に、隣となりの席の空そら太たと交わした筆談の跡あとだ。

　最初の頃ころは消していたのだが、最近は回数も多いし、なんだか消すのがもったいないような気がしてきてそのまま残してある。

　繭がノートを覗のぞき込こんでいる。

「『着き替がえ、覗いたでしょ！』」

「『最後の人は、ちゃんとお風ふ呂ろ流してよね』」

「『今日付き合ってくれる？　……買い出し』」

　交こう互ごに繭とやよいがノートを読み上げる。教室で昼食を取っている他のクラスメイトたちの視し線せんが痛いたい。注目を浴びている。「やっぱりあのふたりって……」とか「怪あやしいとは思ってたんだよね」とか、ひそひそ話が聞こえてくる。

「あ〜、もう、ほんと返して！」

　なんとかノートを取り返す。その頃には、七海の息は上がっていたし、筆談の大部分は読まれてしまったあとだった。肺はいいっぱいに空気を吸すい込めるように、食後で苦しくてもお腹なかから呼こ吸きゆうをした。一秒でも早く、冷静に戻もどりたかった。

「な、なんでもないから、これは……」

　それが本当なら、こんなに慌あわてることはない。

「ほほう」

　繭の瞳ひとみがきらんと光る。

「ち、違ちがうの！　ほんと、さくら荘そうの業ぎよう務む報ほう告こくみたいなもので、別に……」

「でもさ〜、七なな海み。これって脈あるんじゃないの？」

　からかわれるんだと思ったのに、繭まゆは意外なことを言ってきた。結けつ構こう真面目な顔をしている。

「え？」

「だって、これ、カップルがイチャイチャしているようにしか見えない」

「ちょ、ちょっと、そんなんじゃないって！」

「私にもそう見える」

　やよいまで深々と頷うなずいている。

「なんかこう、七海、えろい！」

「な、なんでそうなるのよ！」

「筆談でイチャイチャするなんてレベル高いっしょ。しかも授じゆ業ぎよう中ちゆうに。絡からみ合う心と心……みたいな？」

「だ、だから、イチャイチャなんてしてないって！」

「これは絶ぜつ対たいにお芝しば居いには神かん田だ君を誘さそうべきだよ」

「私もそう思う」

「もう、やよいまでやめてよ……」

「じゃあ、七海はどうなの？　誰だれと行きたい？」

「……そ、それは」

　もちろん、答えはひとつだ。

「ん？」

　両手を耳に当てて、繭がわざとらしく催さい促そくしてくる。

「……君」

「きこえな〜い」

「か、神田君と行きたいです」

「じゃあ、誘わないと！」

「う、うん」

「決まりだね！」

　そう言った瞬しゆん間かん、教室のドアが開いて、今まさに話題にしていた空そら太たが戻もどってきた。ふたつ持って出て行ったはずのお弁べん当とう箱ばこがひとつ減へっている。無事にましろに渡わたせたのだろう。持ち帰ってきたお弁当箱を鞄かばんにしまっているところを見ると、昼食はもう済すませたようだ。ましろと食べてきたんだろうか……。たぶん、そうだ。

「ほら、七海」

「い、今はダメ！　心の準じゆん備びが……」

「七海〜」

　繭まゆが怒おこったような呆あきれたような声を出した。

「あ、あとで誘さそうから。帰りのＨＲが終わってからとか」

　とにかく今を凌しのぐために、七なな海みは口を滑すべらせていた。

「その言葉、しかと聞き届とどけたよ」

　繭とやよいのうれしそうな顔を見て、自分の迂う闊かつな発言に七海は深いため息を吐つくのだった。
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　午後の授じゆ業ぎよう中ちゆう、七海はずっと真しん剣けんだった。ただし、教きよう師しの話に耳を傾かたむけていたわけではなく、空そら太たをどう誘うかを考えていた。

　けど、五時間目と六時間目を費やしても、ろくな作戦は思いつかず、あっさりと帰りのＨＲの時間はやってきた。

「起立……礼……」

　日直の号令で、帰りの挨あい拶さつを済すませる。その間、ずっとふたつの視し線せんを七海は背せ中なかに感じていた。もちろん、繭とやよいだ。

　振ふり向くと「いけ！」といわんばかりの目で、ふたりが見ていた。

　ガタガタと机つくえと椅い子すが、掃そう除じをするために下げられていく。

「はあ……来たか。この時期が……」

　隣となりの席の空太が憂ゆう鬱うつそうにため息をもらしていた。きっと、先ほど日につ程ていが発表された期末試験のことでも考えているのだろう。いや、正せい確かくには、ましろのことか。０点を連発したましろの追試の面めん倒どうは、空太が見なければならないのだ。あんまり大変そうだったら、手伝ってあげようかな……とか考えながら、七海は空太に話しかけた。

「幸せ、逃げるよ」

　空太と並ならんで机を下げる。

「安心してくれ。俺おれの幸せポイントは最初から空っぽだ」

　もう一度空太が深いため息を吐いた。

　今、この流れで言ってしまおう。そう思った七海は、

「そうだ。神かん田だ君」

　と声をかけた。緊きん張ちようを押おし殺した声。自分でもそれがわかる。

「ん？　なに？」

　目が合うときゅっと心しん臓ぞうが締しめ付けられた。どんどん心しん拍ぱく数すうが上がっていく。

「うん……その、話があるんだけど……」

　その声は口の中でこもって聞き取りづらかったかもしれない。

「ちゃんと聞いてるから、いつでも言ってくれ」

「……ここだと、ちょっと」

　ずっと繭まゆとやよいの視し線せんを感じている。見世物になるのはなんかいやだ。

　机つくえの移い動どうを終えたところで、七なな海みは廊ろう下かの方を見た。

「わかった」

　空そら太たの返事を待って、七海は廊下に出た。後ろから空太もついてくる。階かい段だんの脇わきにある自じ販はん機きのところまで移動した。ここなら人目を避さけられる。

「それで、話って？」

「あ、あのね……」

　一度、俯うつむいてしまうとなかなか顔を上げられない。

「お、おう」

　その緊きん張ちようが空太にも伝でん染せんしたのか、硬かたい口く調ちようで返事がきた。

「言いにくいんだけど、お願いがあるの」

　緊張のせいか、視し界かいが狭せまくなっていく。周囲が全然見えない。でも、あと少しだ。

　──一いつ緒しよにお芝しば居いに行ってくれない？

　そう言うだけだ。返事はどうだっていい。とにかく今この瞬しゆん間かんの息苦しさから逃にげ出したい。だから、もう言うことしか七海の頭にはなかった。

　顔を上げて、真っ直ぐに空太を見た。目が合った。すると、次の瞬間、七海は、

「その……今日、買い出し当番代わってくれない？」

　と言っていた。

「……は？」

　素すっ頓とん狂きような声を空太が上げる。

「だ、だから、買い出し当番代わってほしいの。このあと、掃そう除じがあって、バイトのシフトも早くて……学校から直ちよく接せつ行かないと間に合わないから」

　嘘うそではない。これはこれで空太にお願いするつもりでいた。でも、本当に言いたかったのは、一緒にお芝居を見に行ってほしい……ということ。

「お願いって、それ？」

「そうだけど」

　自分の不ふ甲が斐いなさに、七海はふてくされたような顔になっていた。先ほどまでの緊張感は、押おし寄よせる虚きよ脱だつ感かんに流されてしまい、胸むねの中からいなくなっている。

「それ言うの教室でもよくない？」

「よくない」

　なおも、むっとした顔になってしまった。空太が釈しやく然ぜんとしないような表ひよう情じようを浮うかべている。それもそのはずだ。これでは完全に八やつ当たりでしかない。

　それでも、それをフォローする余よ裕ゆうはなく、七海は買い出しのメモを空太に渡わたした。

「埋うめ合わせは絶ぜつ対たいにするから。ごめん……ありがと」

「いいよ。これくらい。商店街寄よって帰るだけだし」

　その後は、自分で何を言ったのか、よく覚えていない。なんとかその場を取り繕つくろうことはできたのだと思う。

　我われに返ったときには、教室のドア口に戻もどっていて、そこから遠ざかっていく空そら太たの後ろ姿すがたを目で追っていた。

「七なな海み〜。なんであっさり逃にげ帰ってきてるのよ！」

　覗のぞき見をしていたらしい繭まゆとやよいがやってきた。

「だ、だって」

「だってじゃない！」

「い、いいよ、もう、別に。繭が一いつ緒しよに行ってくれたら……」

「ダメ！　ぜ〜ったいにダメ！」

「わ、私、掃そう除じ当とう番ばんあるから」

「こら！　逃げるな、七海！　帰ったらちゃんと誘さそうんだよ？　一緒に行きたいんでしょ？」

「まあ、それはそうだけど……」

「だったら誘わないと」

「うん」

「あ〜、もうじれったい！　神かん田だく〜ん！」

　遠ざかっていく空太の背せ中なかに、繭が呼よびかける。

「わああああっ！　ちょっとやめてよ！」

　七海は慌あわてて止めた。

「言うから！　誘さそうから！　自分でやるから！」

「約束だよ」

「うん」

「じゃあ、結果がわかったらメールしてね！」

「あ、私も」

　ちゃっかりやよいまで乗っかってきた。

「な、なんで？」

「気になって夜も眠ねむれないと困こまるでしょ」

「そうそう」

　繭とやよいはこんなときだけ息がぴったりだ。

「わかった……メールする。すればいいんでしょ……」

　厄やつ介かいな約束をしたことに後こう悔かいしつつ、七海はバイトに遅おくれないよう、さっさと掃除当番を済すませようと思い、掃除用具箱からほうきを取り出したのだった。




　この日の青あお山やま七なな海みの日記には次のように書かれている。

　──クリスマスイブのお芝しば居い、神かん田だ君にオッケーをもらってしまいました。これ、夢ゆめじゃないよね？　繭まゆとやよいに報ほう告こくしないと！
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　十二月十日は期末試験の最終日だった。無事に試験を終わらせた七海は、クラスメイトの繭とやよいと並ならんで芸大前駅に向かっていた。七海はこれからアイスクリーム屋さんのバイトで、ソフトボール部の練習が休みのやよいとそもそも帰宅部の繭は、期末試験の打ち上げにカラオケに行く気らしい。

「忌いまわしき期末試験よ、さらば……今年は残すところクリスマスくらいか〜」

　試験勉強から解かい放ほうされた繭がう〜と唸うなりながら小さい体をいっぱいに伸のばしている。

「そのクリスマスに、なんの予定もない繭がなに言ってんだか」

　すかさずやよいが的てき確かくな指し摘てきを入れる。

「うっさいな！　私はいいの！　今年は真面目ちゃんな七海に一大イベントがあるってだけで、満足なんだから」

「勝手に人のクリスマスの予定で盛もり上がらないでよ」

　目的の相手と約束を取り付けられたのはいいのだが、いまいち、七海は乗り切れていなかった。

「なんか、テンション低いな、七海」

「まあ、ちょっと気になることがあって」

「それって神田君のこと？」

「神田君と……ましろのこと」

　話すかどうか、七海は少し迷まよった。けど、途と中ちゆうまで口に出してしまった以上、ここでやめるのも気持ちが悪いと思って話を続けた。

「今、ちょっとあのふたり、上う手まくいってないっていうか、ケンカしてるみたいな感じになってるから」

　ましろが急に料理をしたいと言い出し、そのせいで指をケガしたことが原げん因いんらしいのだが、七海は詳くわしいところまでは知らない。空太はずっとピリピリした感じがして、興きよう味み本ほん位いで理由を聞ける雰ふん囲い気きではないのだ。

　だから、本当のところ、何が原因でふたりがこじれたのかはわかっていない。

　それでも、割わりと深しん刻こくな状じよう況きようなのは見ていれば伝わってくる。

「七海、それ、チャンスじゃん」

「チャンスって……」

「相手が弱っている今こそ攻せめないでどうすんの！　いっそ、イブの夜に告白しちゃいなって」

「で、できるわけないでしょ！」

「なんで？　言わないと気持ち、伝わんないよ？」

「それはわかってるけど……」

　いつかは……言うつもりでいる。でも、それは今じゃないと七なな海みは思っている。

「二月に養成所の……声せい優ゆうの事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決めるオーディションがあるって話はしたでしょ？　今はそれに集中したいから……言わないって決めてるの」

　気持ちを伝えるとしても、それはオーディションが終わってからだ。そうでないと、演えん技ぎの勉強に絶ぜつ対たいに支し障しようが出る。

　本当はイブの夜も、お芝しば居いを見に行っている場合ではないのかもしれない。矛む盾じゆんしているなぁと自分でも思う。思うけど、どうにもできない気持ちもあるのだから仕方がない。

「ほんと、七海は真面目ちゃんなんだから」

「いいでしょ」

「まあ、告白はいいとして……だったら、イブはがんばるんだよ」

「べ、別にがんばる気はないけど。普ふ通つうに過すごせればそれで……」

「なんでよ！　ここで根こん性じよう見せずに、七海はどこで根性を見せるつもりよ！　念願の初デートなんだから！」

「なっ！　デートって!?　ち、違ちがうからね。そういうんじゃ。た、ただ、外で待ち合わせをして、一いつ緒しよにお芝居見て、ご飯を食べて帰ってくるだけだからね！」

　慌あわてて弁べん解かいした七海を繭まゆがじと目で見ている。やよいは呆あきれた顔をしている。

「じゃあ、聞くけど、男女が外で待ち合わせをして、一緒にお芝居見て、楽しくご飯を食べる行こう為いを一いつ般ぱん的てきになんて言うの？」

「うっ」

「なんて言うの？」

「……デートと言います」

「でしょ！　人にん間げん素す直なおが一番だよ。七海はその素直さが足りない」

「ほっといて」

「まあ、そこがかわいいところでもあると思うけど」

　しかし、まあ、デートなんて言われると、本番まで二週間もあるのに、今から緊きん張ちようしてしまう。

「当日、何着てくか決めた？」

「そんなの当日の気分で決めようかと」

「このおろかものめ！　デートの誘さそいに成功したくらいで、な〜に油ゆ断だんしちゃってんだか！」

「油ゆ断だんって……」

　ずいっと繭まゆが横から腕うでにしがみ付いて顔を寄よせてくる。

「七なな海み、うっかりデニムとかはいてくつもりじゃないよね？」

「当日そういう気分だったら、そうなると思うけど……」

「このバカたれが！」

　ぴしゃりと繭に頭をはたかれた。

「なにするのよ」

「デートは絶ぜつ対たいスカート！　初デートならなおさらだ！　デニムなんかで待ち合わせ場所に行ったら、男子はこの世の終わりかってくらいガッカリするんだよ？」

「男子と付き合ったことないくせに、繭はよく知ってるな」

「うっさい、やよい！　私は来るべき日に備そなえて、それはもう熱心に情じよう報ほう収しゆう集しゆうと妄もう想そうに明け暮くれているから当然なの！」

「かわいそうなことをそんなに堂々と言える繭を、私は心から尊そん敬けいするよ」

「やよいは黙だまってろ！」

「はいはい」

　言われた通り、やよいは黙ってケータイの操そう作さをはじめた。メールの返事を書いているようだ。時々、やよいはひとりでそうしている。もしかしたら、彼かれ氏しがいるんじゃないかと七海は随ずい分ぶんと前から思っていた。

「とにかく、デートはスカート！　ミニがいい！　若わかいんだから生足で誘ゆう惑わくすんの！　これ最さい低てい条じよう件けんね！」

「私、ミニスカートなんて持ってない」

「じゃあ、買いにいこっ！　私、付き合うからさ」

「お金がない」

　生活費をバイトで稼かせいでやっとの思いで生活をしている七海に、おしゃれに使うような金きん銭せん的てきな余よ裕ゆうはないのだ。

「おのれ、貧びん乏ぼうめ！」

「無茶を言うな、繭。七海の事じ情じようは知ってるだろ。それに、どうせ服を考えるなら、神かん田だの好きそうな格かつ好こうを選んだ方がいいんじゃないのか？」

「やよいにしてはまともな意見ね」

「普ふ通つうに思いつくことだよ」

　素そっ気け無くやよいが答える。

　しかし、空そら太たの好きな服ふく装そう……。

「ね、どんなのが好きなの？」

　そんなことを聞かれてもはっきり言って困こまる。

「知らないよ」

「なんのために一いつ緒しよに住んでんだ！」

「一緒に住んでいるわけじゃありません」

　そこはきっぱり言っておかなければならない。単に寮りようが同じというだけだ。

「でも、何かあるでしょ？　よく考えて」

「考えてわかれば苦労しないって……」

　少しふてくされながら、七なな海みはこれまで空そら太たと交わしてきた会話を思い返していった。すると、ひとつ思い当たるふしがあった。

「あ……」

　それは、文化祭のときのこと。ウェイトレスのひらひらした格かつ好こうをした七海を見て、空太がほめてくれたのを思い出した。

「何かあった？」

「ひらひらした女の子っぽいのが好きなのかも」

「フリルとか？」

「うん、たぶんだけど」

　でも、それこそ、七海が普ふ段だん着ないタイプの服ふく装そうで、当然、そんな洋服は持っていない。むしろ、隣となりを歩く繭まゆが好んで着ているような感じだ。

　それに、繭もぴんときたようで、

「私の洋服、貸かせればいいんだけど……」

　と言ってきた。

　歯切れが悪いのは、サイズの問題があるからだ。繭は自分が極きよく端たんに小こ柄がらであることを気にしているから、その辺は敏びん感かんだ。

「い、いいよ。主にウエスト周りでショックを受けることになると思うから」

「七海に限かぎらず、繭の子こ供ども服ふくは誰だれにも入らないだろう」

「誰が子供服じゃい！　まあ、いつも小さいサイズのお店で買ってるけど……」

「と、とにかく、そんな、服までがんばらなくてもいいよ」

　そう口に出しながらも、七海の頭にはある人物の姿すがたが思い浮かんでいた。さくら荘そうで一緒に暮くらしている三年生、上かみ井い草ぐさ美み咲さきだ。着ぐるみからコスプレ衣い装しようまで、色々と品しな揃ぞろえの豊ほう富ふな美咲の普ふ段だん着ぎは、実はすごく女の子らしくて、繭と方ほう向こう性せいが似にている。

　──上井草先せん輩ぱいに相談してみようかな

　繭の話を聞いているうちに、ちょっとくらいがんばってみようかな、という気持ちが七海の心に芽生えていた。
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　その日の夜、バイトから戻もどった七なな海みはさくら荘そうの２０１号室……上かみ井い草ぐさ美み咲さきの部屋にいた。

　七海はベッドの上で正せい座ざをして、美咲もそれに付き合って足を揃そろえて座すわっている。こうして、美咲の人ひと懐なつっこい笑顔を前にすると、前に繭まゆが言っていたことを思い出す。

　黙だまっていれば、美咲は体のパーツのひとつひとつが全部女の子っぽくてかわいらしい。少し小こ柄がらではあるけれど、スタイルは抜ばつ群ぐん。胸むねは七海より断だん然ぜん大きくて、ウエストはずっと細い。それらがバランスよく組み合わさって、健康的な魅み力りよくを放っているのだ。

「で、ななみんの相談って、なになに？」

　前のめりになった美咲がぐいっと顔を近づけてくる。ふわっと髪かみの毛からいい香かおりがしてきた。

「そ、その……上井草先せん輩ぱいの洋服を貸かしてほしいんですけど……」

「あたしの服？　いいよ」

　理由も聞かずに、美咲はあっさりと承しよう諾だくしてくれた。

「え？　い、いいんですか？」

「どれがいい？」

　早速立ち上がった美咲が、クローゼットの中やパイプハンガーに掛かけてあった洋服をばんばんベッドの上に放り投げてくる。

「あ、そ、それなら、その……ひらひらした感じので」

「じゃあ、これとか、これとか、これとか、かな？」

　ブラウスに、ニットにセーター、それにミニのスカート。どれもフリフリでかわいらしい。

　中には、まだ着ていないのか、タグが残っているものもある。

「これとか、ななみんに似に合あいそうだね！」

　よりにもよって、そのタグのついているフリルのスカートを美咲は選んできた。

「そ、それ、まだ着てないっぽいですけど、いいんですか？」

「当たり前じゃん！」

　何が当たり前なのか、さっぱりわからない。でも、本人がいいと言うのだから、お言葉に甘あまえようと思った。

「じゃあ、早速試着だ！」

　言うなり、美咲の手が七海に伸のびてくる。

「え？」

　驚おどろいたのもつかの間、七海の服を美咲が脱ぬがしはじめた。

「きゃあ〜、せ、先輩！　待ってください！　自分で脱ぎます！」

「遠えん慮りよしなくていいのに」

「遠慮じゃありません！」
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「いいっていいって」

「あ〜、もう、だから！　だ、だめですって、きゃあっ、なんで下着まで脱ぬがそうとしているんですか！」

　ベッドに押おし倒たおされた七なな海みがじたばたしても、美み咲さきの手は一切止まる気配がない。

「や、やめてください！」

　そのまま、七海は美咲にもみくちゃにされていくのだった。




　結局、本来の目的を忘わすれ、脱がすのに夢む中ちゆうになった美咲によって、七海はわけもわからないまま、一度は素すっ裸ぱだかにされてしまった。

「な、なんで、全部脱がすんですか！」

　シーツに包まりながら、涙なみだ目めで抗こう議ぎする。

「どうせ脱がすなら、全部だよ！」

　と、誇ほこらしげな顔で美咲にそう言われ、七海はこの部屋に来たことを軽く後こう悔かいした。

　脱だつ力りよく感かんと疲ひ労ろう感かんに苛さいなまれながら、美咲が見み繕つくろってくれた洋服になんとか着き替がえる。それから、恐おそる恐る姿すがた見みの前に立って全身を確かく認にんした。

　赤いコートに、網あみ目めがおしゃれなクリーム色のニット。そして、やわらかい印象の三さん段だんフリルのミニスカート。裾すそは短くて、太ももの辺りがなんとも心細い。その自信のなさは見事に顔に出ていて、鏡に映うつった七なな海みは居い心地ごこちが悪そうだった。

「似に合あってない……」

　ちょっと絶ぜつ望ぼう的てきな気分になる。せっかく勇気を振ふり絞しぼって美み咲さきに相談したのに、結果がこれでは浮うかばれない。なんのために、全ぜん裸らにまでなったのだろう……。

「ななみん、かわいいぞ！　嫁よめにもらいたいくらいだよ！」

　タックルでもするように、美咲が腰こしに飛びついてきた。

「ほ、本当ですか？」

「ほんとに、ほんとだよ」

　美咲は心からそう思ってくれているのだろうけど、やはり、七海は自信が持てない。自分にはこういう服は似合わないと思い込こんでいるせいだ。

「もっと、かわいい服が似合うように生まれてきたかった……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　こーはいくんもきっと大だい興こう奮ふんだよ！」

「ちょっ、え!?　な、なんで、神かん田だ君が出てくるんですか」

「だって、こーはいくんとのデートの準じゆん備びでしょ」

　こともなげに美咲は言ってきた。

「そ、それは……」

　まさか、ばれているとは思わなかったので、七海は急に恥はずかしくなって赤面した。顔が熱い。体も熱い。それは室内でコートを着ているせいじゃない。

「こ、これは、その……わ、私は別に、デートだからって、その……そもそもデートなのかもよくわからないし、神田君はそういうつもりはないと思うし……っていうか、絶ぜつ対たいに違ちがうと思われてるんですけど……」

「ななみん」

「な、なんですか？」

「ファイトだよ！」

「は、はい……」

「クリスマスイブは、お互たがい決戦だね！」

　そう。そうなのだ。美咲もクリスマスイブの夜は、幼おさななじみの三み鷹たか仁じんに精せい一いつ杯ぱい気持ちをぶつけると宣せん言げんしている。そのために、イブはさくら荘そうで、仁とふたりきりにしてほしいと、同じ寮りように住んでいる七海や空そら太たにお願いをしてきたのだ。

　今なら聞けるような気がして、七海は前から聞いてみたかった質しつ問もんを自然と口に出していた。

「先輩は……気持ちを伝えることがこわくないんですか？」

「なに言ってるの、ななみん」

　失言だったのかもしれないと思った。美み咲さきは色々な手しゆ段だんを使って、もう何度も仁じんに気持ちを伝えているのだ。その全部が仁によってスルーされているのだが……。今さら、こわいとか思わないのだろう。七なな海みとは前ぜん提ていがだいぶ違ちがうのだから。

　なのに、美咲は続けて、

「こわいに決まってるじゃん」

　と言ってきた。

「え？」

「無理って言われたら、お先真っ暗だからね。あたし、自分がどうなっちゃうかわかんないもん。だから、こわいんだよ？」

　そんなの……本当は聞かなくてもわかることだった。普ふ段だんのぶっ飛んだ行動を見ているせいで、美咲は痛いたみすら感じないような気がしていたけど、もちろんそんなことはない。誰だれかを好きになって、悩なやんだり、傷きずついたりするのは、誰にも等しくあることなのだ。美咲も例外じゃない。それでも、勇気を振ふり絞しぼって想いを伝えている。

「どうして先せん輩ぱいは、気持ちを伝えられるんですか？」

　何度仁にスルーされても、美咲は諦あきらめようとはしない。絶ぜつ望ぼうすることもない。前だけをずっと見ている。

　もし、七海が空そら太たに告白したとして、それを冗じよう談だんで済すまされたら、再ふたたび勇気を振り絞ろうとは思えないと思った。

「あたしね。もう小学生くらいのときには、仁を好きだったんだよ」

「……」

「気づいたのは中学生になってからだったけど。これが特別な好きなんだって……。だけど、そのときは言えなかった。仁とはずっと一いつ緒しよにいたから、気持ちを伝えることで、それまでの関係が全部なくなっちゃうような気がしてこわかった。だから、このままでいいやって……中学のときは思ったの。一緒にいられるから、幼おさななじみのままでいいやって」

「それなら、どうして」

　何が美咲を変えたのだろうか。

「でも、そんな風に思ってたら、仁、あたしのお姉ねえちゃんと付き合いはじめちゃった」

「……」

「あのとき、なんであたしじゃないんだろうって思ったよ。全部がいやになって、仁のことも、お姉ちゃんのことも嫌きらいになろうとした。でも、なれなかった。すっごく後こう悔かいしただけ……どうして気持ちを伝えなかったんだろうってね」

　美咲が少しだけ寂さびしそうに笑った。そんな美咲の顔を見るのははじめてだった。いつも明るくて、無茶苦茶なことばかりをして、傷ついている姿すがたなど全然見せないから。

「先輩……」

「あんな思いはもうしたくないんだよ。だから、あたしは仁じんに好きって言うことにしたの。全然伝わってないんだけどね！」

　あははと美み咲さきは屈くつ託たくなく笑うと、さっき一いつ瞬しゆんだけ見せた悲しみは、もうそこにはなかった。美咲はとことん前向きだ。だからそれを少しだけ七なな海みは見習おうと思った。無茶苦茶で迷めい惑わくをこうむることの方が多いけど、側にいると明るい気持ちにさせてくれる。そういうパワーが美咲にはある。それはすごいことだと心から思えたから。そんな強さを七海もほしいと思ったから。少しだけ見習ってみよう。

「だから、ななみんもファイトだよ」

「……がんばってみます。でも……」

　もう一度姿すがた見みを確かく認にんする。ガッカリしたような、うんざりしたような顔の自分がそこにはいた。

「やっぱり、この格かつ好こうは似に合あってないと思うんですけど……」

　デート当日まであと二週間。前ぜん途とは多た難なんだ。
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「はあ、どうしよ……」

　土日を養成所とバイトで過すごした七海は、週が明けた月曜日……十二月十三日になっても、クリスマスイブのデートに着ていく洋服のことで悩なやんでいた。

　美咲がコーディネートしてくれた服はかわいい。美咲が着ていると抜ばつ群ぐんにかわいい。でも、自分が着ていると微び妙みように思えて仕方がない……。

　それに、デートの当日、七海が着き慣なれない格かつ好こうをして待ち合わせ場所に現あらわれたら、空そら太たに変な風に思われないだろうか。気持ちを悟さとられ、ぎくしゃくしたりはしたくない。

　色々なことを全部後ろ向きに考えてしまう……。そう簡かん単たんに美咲のように前向きにはなれない。

「でも、神かん田だ君が気づくわけないか……」

　経けい験けん豊ほう富ふな仁ならともかく……それに、今の空太はましろとの関係がこじれたままで、周囲に目を向けている余よ裕ゆうなどないような気がする。となると、七海がどんなにがんばった格好をしていても、気づいてもらえないかもしれない。

　いや、逆ぎやくに、気づいてもらうには、ちょっとやそっとの変化ではどうにもならないかもしれない。ちょっとでもいいから、普ふ段だんと違ちがうと思ってもらえたらいいのに……。でも、気づいてもらえたらもらえたで、明日からの毎日をどんな顔で過ごせばいいのかわからなくなる。

　これでは堂どう々どう巡めぐりだ。

「はあ……」

　ため息を吐つきつつ、下げ駄た箱ばこから靴くつを出して履はき替かえる。いつまでも悩んでいる場合じゃないのに……。今日はこのままバイト先に行かなければならないし、二月には大事なオーディションが控ひかえている。浮うわついた気持ちでは、合ごう格かくがもらえるはずもない。今、養成所で演えん技ぎの勉強をしている生徒は六十人近くいる。今度のオーディションで合格をもらえるのは、恐おそらく三、四人。だから、みんな必死なのだ。もちろん、七なな海みだって……。

　気持ちをオーディションに集中させるためにも、二十四日をどうするか、さっさと決めてしまった方がいい。

「……それができないから困こまってるんでしょ」

　上うわ履ばきを下駄箱にしまって、ばたんと閉しめる。

　昇しよう降こう口ぐちから出ようと歩き出すと、三年生の下駄箱の陰かげから誰だれか出てきた。さくら荘そうの１０３号室に住んでいる三み鷹たか仁じんだ。細身の長身。縁ふちのない眼鏡めがねは知的で、繭まゆが前に騒さわいでいた通り、顔立ちは整っている。人当たりもやわらかく、どことなく安心感が漂ただよっているのだが、そこに騙だまされてはいけないのだ。特に女子は気をつけないといけない。

　その仁が横を向いたので、七海と目が合った。

「やあ」

　仁が軽く手を上げる。

「どうも」

　小さくお辞じ儀ぎをしておいた。仁を前にするとどうしても身み構がまえてしまう。どこか掴つかみ所どころがなくて、そのくせこちらのことは全部見み透すかされているような気がするせいだ。あと、女じよ性せいとなると見み境さかいなしに口説いてくるのが一番の問題だった。

「あの、私、バイトがあるので」

「一いつ緒しよに帰ると、変な噂うわさとかされるかもしれないもんね」

「バイトは本当です！」

「必死になっちゃって、青あお山やまさんのそういうところほんとかわいいよ」

「誰だれにでもそういうこと言うの、やめた方がいいですよ」

　七海は呆あきれた声を出した。

　皮肉を言われても、仁は少しも嫌いやな顔をしない。むしろ、楽しそうだ。ほんとに掴み所がないと思う。本心をあまり顔に出さない。

「だから、青山さんにしか言ってないのに」

　それは無む視しして、七海は立ち去ろうとした。

「やれやれ、嫌きらわれたもんだな」

　その声は背せ中なかで聞いた。そのとき、あることを思いついた。立ち止まって振ふり向く。丁度歩き出した仁とまた目が合った。

「あの……三鷹先せん輩ぱい」

「ん？」

「聞きたいことがあるんですけど」

「今夜の予定なら空あいてるから、朝まで付き合ってあげられるよ」

「だ、誰だれもそんなこと聞きません！」

「はいはい。悪ふざけはここまでにするから、なに？」

「……」

「聞きたいこと、あるんでしょ？」

　そう。聞きたいことがある。男子としての意見を聞くにあたって、仁じんは都合のいい相手だと思えたから。恋れん愛あいに関しては経けい験けんが豊ほう富ふ。なんたって、現げん在ざい六人の女じよ性せいと同時に付き合っている。しかも、全員が年上……。

「……その……三み鷹たか先せん輩ぱいは、デートのときに彼かの女じよがかわいい格かつ好こうをしてる方がうれしいですか？」

　まともに仁の顔は見ていられず、七なな海みはそっぽを向きながら、それでもはっきりと質しつ問もんした。

　たったこれだけの質問でも、仁なら二十四日のことを言っているんだと気づくだろう。だから、からかわれると思った。なのに、仁は、

「ま、そりゃね」

　と簡かん潔けつに返事してきた。

「その……ズボンとスカートだったら」

「断だん然ぜんスカートだね。別にパンツスタイルも嫌きらいじゃないよ。けど、たとえば、初デートで彼女がデニムとかだったら、何気にガッカリすると思うな」

　繭まゆの言っていたことはあながち嘘うそではなかったらしい。それが何だか少しおかしくて、七海は心の中で笑った。

「……そうなんですね」

　仁にはそう返しておく。

「その辺は、空そら太たも同じ反はん応のうをするだろうから、がんばってみたら？」

　美み咲さきにも気づかれていたのだ。仁に悟さとられていないわけはない。でも、だからと言って、面と向かって言われると、心は素す直なおに動どう揺ようした。

「べ、別に神かん田だ君は関係ありません！　私のことでもないです！　そ、それに、そういう意味じゃなくて、あ、あくまで一いつ般ぱん論ろんとして少し興きよう味みがあったから聞いただけで……」

「なるほど、一般論ねえ」

「本当ですから、変な想そう像ぞうと詮せん索さくはしないでください。じゃ、じゃあ、私、バイトがあるんで、失礼します！」

　仁から逃にげ出すように、七海は軽く駆かけ出した。

　その背せ中なかを仁に呼よび止められた。

「青あお山やまさん」

　声こわ音ねがやさしかったので、思わず立ち止まって振ふり向いていた。

「なんですか？」

　それでも七なな海みの表ひよう情じようは硬かたく、仁じんに対する警けい戒かいは怠おこたらない。まあ、備そなえたところで、仁に太た刀ち打うちはできないのだが……。

　そんな七海のあからさまな態たい度どに仁は苦笑しながら、

「髪かみ、下ろしてみるのもありだと思うよ」

　と助言を口にしてきた。

「……」

　最初、何を言われたのか、よくわからなかった。

　二回ほど瞬まばたきをして、さっきの話の続きなんだとわかった。すると、自然に手が頭のポニーテールを触さわっていた。

　髪型を変えることは考えていなかった。普ふ通つう気づきそうなものだが……。

「鈍どん感かんな高校二年生男子に気持ちを知ってもらうには、それくらいの演えん出しゆつがあった方が絶ぜつ対たいにいいから。まあ、あくまで一いつ般ぱん論ろんだけどね」

「一般論として、覚えておきます。あの……その、ありがとうございます」

「俺おれは恋こいする女の子の味方なの。知らなかった？」

　相変わらずの調子の仁に、七海はもう一度だけお礼を言って頭を下げる。それから、今度こそバイトに遅ち刻こくしないように、その場から駆かけ出した。

　不思議と、やる気になっていた。

　──がんばってみようかな

　そう思うと、もう迷まよいは消えていた。

　イブはがんばる。バイトもがんばる。声せい優ゆうになるのもがんばる。

「考えんのもあほらしい……もうそれでいこ」
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　十二月二十四日。クリスマスイブの当日。七海はバイト先のロッカールームで、鏡に映うつった自分を見て絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちになっていた。

　がんばると決めてから当日の今日までは、デートのことを特とく別べつ意い識しきすることはなく、普ふ段だん通どおりに過すごすことができたのだが、こうして、いざ空そら太たとの待ち合わせを一時間後に控ひかえると、色々な感かん情じようが次から次へと押おし寄よせてきて、七海を憂ゆう鬱うつにさせていた。

　まずは服装。美み咲さきに借りた洋服に着替えてみると、やっぱり、自分には似に合あっていないような気がした。

　次に髪型。ポニーテールをやめてストレートに下ろしているのだが、もう自分でも誰だれだかわからない感じになっている。

　こんな浮うかれた姿すがたで待ち合わせの場所に出向いたら、空そら太たは何を思うだろう。何を言われるだろう……。

　空太の反はん応のうを想そう像ぞうすると、恥はずかしいやら、恐こわいやら、逃にげ出したいやらで、なかなか七なな海みはバイト先のロッカールームから出られずにいた。

　すると、そこにアイスクリーム屋さんの店長がやってきた。三十代前半の女じよ性せい。理知的で仕事もてきぱきとこなす人物のため、バイトの女子からの信しん頼らいは厚あつい。

　その店長は、七海を見るなり少し驚おどろいたような顔をした。その驚きだけで、七海は泣きたい気持ちになった。この姿は誰だれにも見られたくない。

「おめかししちゃって、彼かれ氏しとデート？」

「か、彼氏ではないですけど……」

　今さらデートじゃないと言うのも潔いさぎよくないので、七海は言わなくてもいいことを口にしていた。

「あら、じゃあ、未来の彼氏ね」

「そ、そういうんじゃ」

　もう顔を上げていられず、七海は俯うつむいた。どんどん自信がなくなっていく。

「大だい丈じよう夫ぶだから、そんな顔をしないの」

　そう言いながら、店長が肩かたに手を置いてきた。

　自然と顔が上がる。

　その七海の目を見て、店長は、

「ほら、待ち合わせに遅ち刻こくしたらまずいでしょ？」

　と言ってきた。

「は、はい」

　その一言で、七海はロッカールームから出る決心をした。さすがに行くのに勇気がいるとはいえ、待ち合わせ時間に遅れるのは性せい格かく上じよう許ゆるせない。その点を、店長はよく見み抜ぬいている。

「じゃあ、お先に失礼します」

「はい。がんばってね」

　そう言って送り出されると、またすぐに緊きん張ちようしてきた。

　なにをどうがんばればいいんだろうか。別に、約束した場所で空太と合流して、お芝しば居いを見て、それからご飯を食べて帰ってくるだけだ。

　何も特別なことをするわけじゃない。そんな言い訳わけを色々と自分にしてみたところで、やっぱりクリスマスイブを気になる男子と過すごすということが、七海にとって特別でないなんてことはなく、心しん臓ぞうは高鳴る一方だった。それは、バイト先を出て駅に向かい、改札を抜ぬけても、ホームに立っても、電車に乗っても治まる気配はまるでなかった。




　途と中ちゆう、電車が少し遅おくれた。そのせいで、乗り換かえの駅で七なな海みは走るハメになった。時間をかけて丁てい寧ねいに整えた毛先が乱みだれる。額ひたいに汗あせをかいて前まえ髪がみが張はりついた。

　手で押おさえ被ひ害がいを最さい小しよう限げんにしようと思った矢先、地下鉄のホームを吹ふき抜ぬける強風のせいで、髪はぼさぼさになってしまった。

　乗る予定だった電車に間に合ったのがせめてもの救いだ。

　息を弾はずませた七海はドア口に立って、窓まどに映うつった自分を見た。

　毛先が暴あばれ、髪型は荒あれ放題。慌てて直す。走って乱れた服ふく装そうも整えた。だけど、思ったようにきまらない。バイト先のロッカールームを出たときは、まだ自分を許ゆるせたのに……。こんな気に入らない姿すがたで待ち合わせの場所に行かなければならないのかと思うと、七海の表ひよう情じようはますます暗く落ち込こんでいった。

　次の駅では追い討うちをかけるように、サラリーマンが大量に乗り込んできた。この辺は有名なオフィス街だ。満員電車の中で、またぐちゃぐちゃにされてしまう。これでは、事前に準じゆん備びしてきたことが全部水の泡あわだ。

　暗い窓に映った七海は、泣きそうな目をしていた。

　電車は駅をひとつずつ進み、まだ着いてほしくないという七海の願いも届とどかず、定てい刻こく通どおりに目的地である駅に到とう着ちやくした。

　他の乗客に押し出されるようにして、七海はホームに降おり立った。スーツにコート姿のサラリーマンが目立つ中にいて、赤いコートを羽は織おった七海は浮ういていた。それがまた悲しい気持ちにさせてくれる。

　もういやだと思いながらも、人の流れに任まかせて七海は階かい段だんを上がった。

　最後の悪あがきにトイレに駆かけ込こむ。鏡の前に立って、コートの合わせを直した。ストレートに下ろした髪も真っ直ぐに整える。だけど、全然きまらない。ちっともかわいくない。鏡中の七海は仏ぶつ頂ちよう面づらをしている。

　でも、もう時間はないはずだ。時計を見ると待ち合わせの時間は目前に迫せまっていた。

　それを理由に七海はトイレを出ると、改札を抜ぬけて、地上に出るためさらに階段を上がる。外からの冷たい風が頬ほおを撫なでた。段差を追っていた視し線せんを上げると、曇くもった夜の空が見えた。これで雨まで降ふってきたら完かん璧ぺきに呪のろわれている。そう思いながら、七海は少し開き直って足早に待ち合わせ場所に向かった。




　オフィスビルや外がい資し系けいのホテルが軒のきを連ねる空間にぽっかりと生まれた憩いこいの場所……待ち合わせの噴ふん水すい広ひろ場ばはそんな印象だった。

　クリスマス用に電でん飾しよくが施ほどこされ、キラキラと輝かがやいている。恋こい人びとたちの姿が目立つ。その中で、寒そうに身を縮ちぢめながら街灯に背せ中なかを預あずけている空そら太たの姿を、七なな海みはすぐに見つけることができた。姿し勢せいとか雰ふん囲い気きを見み慣なれているから……。

　空太の目が遠ざかっていく大学生くらいのカップルを追っている。何を思いながら、空太は彼かれらを見ているのだろう。

　ゆっくりと空太の背中に近づく。

「神かん田だ君」

　と声に出して呼よんだつもりだったのに、空太は振ふり向いてくれない。それもそのはずだ。空太の名前を呼んだのは唇くちびるだけで、七海の声は音になっていなかった。

　そんな自分のか弱さをごまかすように、七海は空太の肩かたを叩たたいた。

　驚おどろいたのか、少し空太の体がびくつく。

　その流れで空太が振り向こうとしている。どうしてかはわからないけど、七海は人差し指を真っ直ぐに伸のばしていた。

　空太のやわらかい頬ほおが指先に触ふれる。

「あのな……」

　少し不満そうな空太の声。

　らしくないことをした自分に気づいたとき、七海の緊きん張ちようはピークに達していた。

　今、何か言われたら、それだけで壊こわれてしまいそうだった。

　七海の視し線せんが空太の唇に集中する。

　何か言われる。

　そう思ったのに、空太は何も言ってこない。ただ、しつこく瞬まばたきを繰くり返していた。

　空太の視し界かいに映うつっているのは、赤いコートに身を包み、フリルのミニスカートをはき、期待と不安に押おし潰つぶされそうになっている七海のはずだ。

　空太の唇がようやく開いた。一体、なんて言われるのだろう。いや、そんなのもういい。いいから、早くいつも通りに戻もどりたい。普ふ通つうにしゃべりたい。さくら荘そうにいるときみたいに……。

　そう願う七海の耳に、

「誰だれ？」

　という空太の声が聞こえてきた。

「私！　青あお山やま七海です！」

　思わず必死になってしまった。もちろん、空太も本気で言っているわけじゃない。そんなのわかっているのに……。

「わ、悪い……ちょっと、意外だったから……」

　空太の目が上から下に行き、また上に戻ってきた。目が合った瞬しゆん間かん、七海は自然と視線を逸そらしていた。

「……やっぱり、変？」

　特にストレートに下ろしている髪かみに自信がない。気き恥はずかしさをごまかすように、首の後ろに手を伸のばしていた。

「雰ふん囲い気き違ちがうから、驚おどろいて……」

「……どう違う？」

「そうだな……」

　心しん拍ぱく数すうは上がって、自分の心しん臓ぞうの音が聞こえてくる。どくん、どくんと脈みやく打うっている。空そら太たに聞かれるのはいやだと思っても、両手で胸むねを押おさえるわけにもいかず、七なな海みは下した唇くちびるを少し噛かんでぐっと我が慢まんした。

　そんなときだった。空太の感想が耳に飛び込こんできたのは……。

「そういう青あお山やまもいいと思う」

　その瞬しゆん間かん、ぱっと視し界かいが広がった。

「ほんとに？」

　なのに、空太のことしか見えなかった。周囲の人たちの存そん在ざいが、なにひとつ気にならない。

「でも、なんか、美み咲さき先せん輩ぱいっぽいかも」

　さくら荘そうに一いつ緒しよに住んでいるのだ。好みの服ふく装そうなんかも自然とわかるようになるのだろう。そういうことに空太が気づくのは少し意外だったけど、今はもうさっきの一言で、些さ細さいなことはどうでもよくなっていた。

「これ、全部、上かみ井い草ぐさ先輩に借りたの」

　そう種明かしをすると、緊きん張ちようの糸は一気に緩ゆるんだ。自然に笑えたと思う。

「ちょっと、神かん田だ君を驚かそうと思ってね」

「……結けつ構こう、びっくりしたぞ」

「じゃあ、大成功だ……がんばって、よかった……」

　小声でそうもらす。本当によかった。気を抜ぬいたら涙なみだが出そうだったけど、空太がいるので今は必死に堪こらえた。

「え？」

「開かい演えん時じ間かんがそろそろだって言ったの」

　強がって嘘うそを言う。すると、七海はますます本来の調子を取り戻もどしてきた。

「おう。だったら、急がないと」

「うん。行こう」

　七海は空太の肘ひじのあたりを掴つかむと、引っ張ぱるようにして歩き出した。バランスを崩くずしながらも、空太はすぐ隣となりにやってきた。

　一度目が合う。

「なに？」

「なんでもない」

　上じよう機き嫌げんの七なな海みを不思議に思ったのか、空そら太たが首を傾かしげる。

　単たん純じゆんだなぁと思う。ほんとに単純だ。デートに誘さそうのに緊張して、着ていく洋服でまたひと騒そう動どうあって、今日はさっきまで最悪な気分だったのに、たったの一言で最高の一日に変わってしまうのだから。

　でも、だからこそ好きなんだなぁと、七海は空太の横顔を見ながら思った。

　──ちゃんと気持ちを伝えよう

　今はまだ無理だけど……二月のオーディションが終わったら、ちゃんと言おう。

　そんな七海の隣となりで、空太は楽しそうに飼かっている猫ねこの自じ慢まん話ばなしをしていた。
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　この指輪は、クリスマスイブに渡わたそうと決めた。
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　十二月二十四日。二学期の最終日にしてクリスマスイブ。

　終業式後の図書室は、完全に貸かし切り状じよう態たいだった。沈ちん黙もくを守った室内には、男子生徒の息いき遣づかいがひとつあるだけ。あとは時々ストーブが低く唸うなり、頭に載のったやかんから湯気の噴ふき出だす音が聞こえているくらいだった。

　ストーブの近くに座すわった三み鷹たか仁じんは、二次関数の問題を解といていた。大学受験の予想出題問題というやつだ。

　シャーペンの芯しんがノートの上をさらさらと走る。一定のリズムを刻きざみながら、途と中ちゆう式しきが書き出され、グラフの曲線が滑なめらかに引かれた。

　計算が終わったところで、ずれ落ちた眼鏡めがねの位置を、細い指でくいっと持ち上げる。

　参考書の模も範はん解かい答とうと自分の答えを見く比らべていく。解かいは正しい。グラフも間ま違ちがっていない。難なんなく問題を解けたことに、少しほっとする。

　伸のびをしながら壁かべの時計を確かく認にんすると、時じ刻こくは午後の一時半を少し回っていた。

「道理で腹も減るわけだ」

　とりあえず、ペットボトルのお茶で空くう腹ふくを紛まぎらわせる。

　そこに、ドア口から声がかかった。

「飯も食わずに勉強とは熱心なことだな」

　わざわざ姿すがたを確認しなくても、その遠えん慮りよのない物言いで、声の主が誰だれかはわかった。わざとらしく驚おどろいた素そ振ぶりを見せてから、仁はそちらを向いた。

　ドアの脇わきに、ひとりの男子生徒が立っている。制せい服ふくの上にコートを着て、首にはマフラー、鞄かばんを肩かたから提さげた下校スタイル。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのレンズ越ごしに、仁を真っ直ぐに見み据すえてきたのは、ここ水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの元生徒会長、館たて林ばやし総そう一いち郎ろうだ。生き真ま面じ目めさが目立つ清せい潔けつに整った髪かみ。ネクタイもしっかりと上まで締しめている。歪ゆがんでも曲がってもいない。

　付き合いは高校からだけど、今では三年間クラスが同じの腐くされ縁えんになっていた。

「あまり熱心に勉強をすると、大阪の芸大に合ごう格かくするぞ」

「それが志し望ぼう校こうを目指してがんばっている友人にかける言葉かねえ」

「誰が友人だ」

「親友って言った方がよかったか？」

「お前というやつは……！」

　歯は軋ぎしりでもしそうな雰ふん囲い気きで、総一郎は奥おく歯ばに力を込こめている。怒いかりで眉み間けんに皺しわが寄よっていた。

「そう怒おこりなさんなって。元生徒会長が珍めずらしく皮肉を言うから、余よ計けいなことを言いたくなったんだよ」

「お前のそういう態たい度どが、俺おれに皮肉を言わせるんだろうが！」

「そいつは気づかなかった。悪いね」

「謝あやまる気がないなら、謝るな」

　肩かたをすくめて仁じんがおどけて見せても、総そう一いち郎ろうはおっかない顔をしたままだった。

「で、わざわざやってきて、俺に何か用？」

　すでに推すい薦せんで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの放送学部に入学することが決まっている総一郎が、図書室に勉強をするためにきたとは考えにくい。

　まあ、生真面目な性せい格かくだから、自習をしにきたという可か能のう性せいも否ひ定ていはできないのだが……。もし、そうだとしたら、仁には話しかけずに、さっさと教科書を広げていたはずだ。

「用というほどではない」

　とか言いながらも、口元を引き締しめて難むずかしい顔をしている。そして、仁とはす向かいになるように、ひとつの隣となりの机つくえについた。ふたりの距きよ離りは三メートルほど。次の問題を解ときはじめた仁を、総一郎が無言で観察している。

「……」

「……」

　結局、問題をひとつ解き終わっても、総一郎は用よう件けんを切り出してはこなかった。

　構かまわずに仁は答え合わせを済すませる。今度も正せい解かい。

「そういやさ、元生徒会長はどうしてスイコーを受験したんだ？」

　なかなか切り出さない総一郎に代わって、仁の方から話題を投げかけた。

「突とつ然ぜん、何を言い出すかと思えば」

「三年も一いつ緒しよにいたのに、俺、そういうこと聞いてなかったろ？」

「おかしな言い方をするな。単に、三年連続でクラスが同じだっただけだろ」

「で、どうなのよ？」

「別にお前と違ちがって、面白い理由などないぞ」

「俺も面白いつもりはないんだけど？」

　それは無む視しして、総一郎が続ける。

「親しん戚せきに、水明芸術大学に通っている人がいたんだ。今はもう卒業したがな」

　三年前を思い出しているのか、窓まどの外に広がる遠い空を眺ながめていた。今は晴れ間が出ている。夜は雨か、雪になるかもしれないという予よ報ほうが出ていたはずだ。的中するどうかはさておき……。

「親戚ね。それで？」

「中学三年のとき、その人の誘さそいで、文化祭を見に来たのが切っ掛かけだろうな」

「ああ、なるほど」

　付ふ属ぞく高こう校こうであるここスイコーの文化祭は、大学と共きよう同どう開かい催さいされるため、その規き模ぼは普ふ通つうの高校と一線を画かくする。その上、芸大前駅から続く赤レンガ通りの商店街とも協力しているので、学校の文化祭でありながら、街のお祭りという盛もり上がりを見せるのだ。

　実じつ際さい、その時期に学校見学に来て、受験しようと心に決める生徒は多い。

「中学でも文化祭はあったが、なんというか、まるでレベルが違ちがったからな。あれは、軽くショックだった」

「そのお祭り騒さわぎを一週間続けるわけだしね」

　仁じんでさえ、はじめて味わった一年生のときの文化祭では、学校の正気を疑うたがったほどだ。だけど、妙みように納なつ得とくした部分もあった。中学の担たん任にんが幼おさななじみの上かみ井い草ぐさ美み咲さきにスイコーを勧すすめたのは、こういう学校だからなんだと……。

「文化祭を見学したあとで、受験用の学がつ校こう資し料りようをもらって帰った。電車の中で隅すみ々ずみまで目を通したのを覚えてる。それで思ったんだ。他の学校では経けい験けんできないことが、スイコーではできるんじゃないかと。そして、それは自分の将しよう来らいにプラスになると思った」

「随ずい分ぶんと計算高い嫌いやな中学生だな」

　けど、総そう一いち郎ろうの判はん断だんは正しかったのだろう。今では報ほう道どうの世界に興きよう味みを持ち、放送学部に進むというステップを、確たしかな足で踏ふみ締しめているのだから。

「言わせてもらうが、好きな女と一いつ緒しよにいるためにスイコーに進学した方がどうかしているぞ」

「そんな理由で高校を選ぶなんて、羨うらやましいやつもいたもんだね」

「お前だ！」

「図書室では静かにするようにって、小学校で習わなかったのか？」

「ふざけている三み鷹たかのせいだろうが」

「俺おれはふざけちゃいないって。それに、それこそ純じゆん粋すいな動機だと言ってほしいね。あの頃ころは、まだ何にでもなれると、思っていたわけだからさ」

　自分に何ができて、何ができないのか。何になれて、何になれないのか。その全部が漠ばく然ぜんとしていたから、無む邪じや気きに無む限げんの可か能のう性せいを信じることができた。美咲の発する才さい能のうの光にも焼かれずに済むと思っていた。

「今はもう何にもなれないと……全部を諦あきらめたみたいな言い草だな」

「そこまでは言ってないって……ただ」

「ただ、なんだ？」

「高校の三年間で、分ふん別べつをわきまえるようにはなったって言いたいわけだよ」

「本命には手を出さないくせに、彼女を六人も作るような男に、どんな分別があると言うつもりだ、お前は」

「今日の元生徒会長は容よう赦しやがないねえ」

　続けて、こわいこわいと口にしながらも、仁じんの顔はにやついていた。

「お前がそのふざけた態たい度どを改めないからだ」

「ちゃんと改めてるよ」

「どこがだ」

「今いま現げん在ざいの話をすれば、誰だれとも付き合っちゃいないよ」

　さらっと仁が口にした言葉がよほど予想外だったらしく、総そう一いち郎ろうは眉まゆ根ねを寄よせて、口を閉とざした。

「……」

「もう一度言った方がいい？」

「冗じよう談だんじゃないんだな？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで仁を見み据すえてくる。

「これで冗談だとか言ったら、俺おれ、元生徒会長に殺されそうだな」

「ああ、そうしてやるつもりだ」

　わざとらしく仁は両手をあげて降こう参さんのポーズを取った。

「だからってわけじゃないけど、誰とも付き合っちゃいないっていうのはほんとだよ」

「別れたのか」

　さすがに少し言葉を選ぶように、総一郎が聞いてきた。

「……青あお臭くさいクソガキの将来を、守ってもらったって言い方が、この場合は正しいのかな」

「……」

「大人おとなにならないといけないと痛つう感かんさせられた」

　仁は無む意い識しきに自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮うかべていた。

「よく生きてるな。俺はてっきり、誰かに刺さされると思っていたが」

「俺が刺すほどの男じゃないってことでしょうよ。俺は刺される覚かく悟ごがあったんだけどね……許ゆるしてもらえたのはうれしいけど、同時に情なさけなくもあるな」

「それだけ、俺たちがまだ子こ供どもだと言うことだろう」

「ま、そうなんだけどさ。こっちは大人のつもりでいたわけだから……かっこ悪いよな、ほんと」

「なら、今度こそ、大人になるんだな」

「急がずに、そうするよ」

　そこで一度会話が途と切ぎれた。

「んで、結局、なに？　話、あるんだろ？」

「……」

「それともあれか？　急に俺の顔を見たくなっちゃった？」

「そんなわけがあるか」

　総そう一いち郎ろうは心しん底そこ嫌いやそうな表ひよう情じようをしている。

「だったら、俺おれとイチャイチャしてないで、さっさと帰ったらどう？」

「誰だれが誰とイチャイチャしているって!?」

「元生徒会長が俺と」

「誰が言えと言った！」

「聞いてきたのは、そっちだろ？　頼たのむぜ」

「……」

　しまったという顔で、総一郎が押おし黙だまる。

「ほんと、用がないなら帰れよ。仏ぶつ頂ちよう面づらでそこにいられると、さすがに受験勉強に集中できない」

「今、散々無む駄だ話ばなしをしていたくせによく言う」

　表ひよう情じようだけでおどけた仁じんは、数学の問題に意い識しきを戻もどした。今度は三角関数だ。

　計算をはじめてすぐだった。総一郎が口を開いたのは……。

「沙さ織おりのことだ」

「はうはう？」

　仁の目はまだ問題を追っている。

「オーストリアに留りゆう学がくすることが正式に決まった」

「それで、元生徒会長は、はうはうに余よ計けいなことを言った俺を、ぶん殴なぐりにきたってわけね」

　前に仁が大阪に行く決意を語ったことで、はうはうこと姫ひめ宮みや沙織は、日本を離はなれオーストリアに留学することを決心したのだ。恋こい人びとである館たて林ばやし総一郎と離れ離れになるので、それまでずっと悩なやんでいたし、どちらかというと日本に残る方向に心は傾かたむいていたのに。

「別の理由でなら、お前を殴りたいと思うところだが、今回はそうじゃない」

「ならなに？　回りくどいね」

　ゆっくりと目線を上げる。総一郎も仁を見ていた。

「回りくどいのはお前の方だろ。上かみ井い草ぐさのことだって」

「おいおい、やめてくれよ。元生徒会長まで美み咲さきのことを言い出すのは」

「上井草に話すそうだな。大阪の大学を受験すること」

　情じよう報ほうの出所はすぐにわかった。

「はうはうから聞いたわけね」

「ああ」

「彼かの女じよに話すと彼かれ氏しにも筒つつ抜ぬけか」

　あれは先月だっただろうか。屋上で話をしたときに、クリスマスに美咲と話をするつもりだと、沙織には宣せん言げんしている。

「ま、黙だまって行くってわけにはいかないでしょうが」

「素す直なおに、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの文芸学部に願書を出す気はないのか？」

「だったら、エスカレーターで入学してたよ」

　その資し格かくが仁じんにはあったのだ。

「お前、本当にいいのか？　離はなれ離れになっても」

「いいんだよ」

「三み鷹たかの場合は、俺おれと沙さ織おりとは事じ情じようが違ちがうだろ」

「厳げん密みつに言えば、同じ人間なんてひとりもいないって」

「話を逸そらそうとするな」

「性しよう分ぶんでね」

　いつからだろう。こういうときに、自然とお茶を濁にごしてごまかすようになったのは。中学のときか、それとも小学生の頃ころか……。思い出そうとしても思い出せない。

　だけど、生まれたときからこうだったわけじゃない。それだけはどうしようもなくはっきりしている。

　自分でも、かわすのが上う手まくなったと思う。それを少しも誇ほこらしいとは思わない。まったく嫌いやな性せい格かくだ。

「……」

　口を閉とざしても、総そう一いち郎ろうの目はその意思を真っ直ぐにぶつけてくる。

「怖こわい顔ばかりしていると、はうはうに嫌きらわれるぞ」

「誰だれのせいだ」

「俺のせいだろうね」

「まったく、どこまで本気なんだか」

「もちろん、全部本気だって。大阪の芸大に行くのも、今やっている受験勉強も、美み咲さきのことも全部」

「お前」

　じっと総一郎が瞳ひとみを見み据すえてきた。

「そんなに見つめられると照れるね」

「嵐あらしのような幼おさななじみを持った自分だけが、不幸だなんて思ってはいないだろうな」

「俺、そんなに卑ひ屈くつに見えるわけ？」

　それに答えずに、総一郎は視し線せんを床ゆかに落とした。下した唇くちびるを軽く噛かんで何か考え事をしている。

「お前だけが、嵐に巻き込こまれたわけじゃないぞ」

　そして、思考から覚めると、そんなことを言ってきた。

「知ってるよ。お前が試験のたびに、美咲に対たい抗こう意い識しきを燃もやしていたことくらいは」

　総一郎が苦笑を浮うかべる。

「結局、この三年間、俺は一度も試験で上井草に勝てなかった」

　中間と期末……試験のたびに、今度こそは美み咲さきに勝つと、総そう一いち郎ろうが意い気き込ごんでいたのは知っている。

「二位が俺おれの定位置だ。一度くらいは勝ってやろうと思っていたのに、最後の期末もダメだった。上かみ井い草ぐさを意い識しきするあまり空から回まわりして、九位に転落したこともある……」

「確たしか、二年の二学期だよな。あれは傑けつ作さくだった」

　仁じんの言葉に、総一郎が本気でイラついた顔をしている。それを、仁はどうどうとなだめた。

「当然、俺おれとお前とでは事じ情じようが違ちがうだろう。だが、上井草が普ふ通つうじゃないのは、俺もわかっているつもりだ。本人は普通のつもりなんだろうが、それが周囲を深く傷きずつけていく。まるで手にハサミでもついているかのように……」

「エビやカニじゃあるまいし」

「たとえ話に決まっているだろ！」

「わかってるって」

「お前と話をしていると、本当に腹はらが立つな」

「そうか？　俺は楽しいよ」

　総一郎が椅い子すから立ち上がる。すでに拳こぶしは握にぎられていた。だからと言って、殴なぐり掛かかってくるような性せい格かくではない。

「とにかく、俺が言いたいのは……」

　その言葉を、仁はあえて遮さえぎった。

「わかってるって。元生徒会長が知ったような口を利きいているんじゃないってことくらい。でなけりゃ、そもそも、俺と美咲の心配をして、図書室まで来たりしてないだろうしな。それ以前に、俺らに関わろうともしなかったはずだ」

「だったら！」

「だとしても……いや、だからこそかな。やっぱり、お前はまだ美咲をわかっちゃいないんだ」

　仁は自然とストーブの方を見ていた。やかんから上がる湯気が、向こうの景色を少し歪ゆがませている。

「そもそも、誰だれかをわかるなんてことはないのかもしれないって俺は思うよ」

「俺とは意見が食い違うな」

「そう？」

「わかる、わからないなど無意味だ。結局、お前の中心には上井草がいる」

　静かな声だけど、総一郎は自信を持って言ってきた。

「あのさ……」

「なんだ？」

「お前、酔よってる？」

「俺は未成年だ！　ほんと、お前というやつは、人が真面目な話をするといつもそうだ。ふざけたことを言って、俺おれをからかって。いや、いい。今はそんな話じゃない。いい加か減げんに認みとめろ。お前は上かみ井い草ぐさのことが好きなんだろ」

「さすが、かわいい彼かの女じよができると違ちがうね。まさか、元生徒会長の口から、好きなんて言葉が出てくるとは思わなかった」

「お前のそのふざけた態たい度どが言わせたんだろうが！」

「そうだっけ？」

「ほんとに腹はら立だたしいやつだな」

「そりゃどうも」

「ひとつも褒ほめていない！」

「それは失しつ敬けい」

　興こう奮ふんしていた総そう一いち郎ろうはまだ文もん句くを言いかけていたけど、無む駄だと悟さとったのか、ひとつ息を落としてから椅い子すに座すわった。

「だいたい、お前はあの上井草をひとりにできるのか？　ひとりにするのが不安でスイコーに入学したような男が」

「それこそ無用の心配だな。あいつはもうひとりじゃない」

「さくら荘そうの仲間がいると言いたいのか？」

「恥はずかしい言葉を知ってるねえ。こっちまで照れるじゃない」

「ほんとに一発殴なぐらないとわからないらしいな」

　再ふたたび総一郎が拳こぶしを握にぎって立ち上がる。

「美み咲さきのことなら心配いらないって」

　自分の言葉を確たしかめるように、仁じんはゆっくりと本心を口に出していた。

「お前が言うようにさ、美咲にはちゃんと仲間がいるんだよ。美咲がずっとほしがっていた仲間がさ」

「中でも神かん田だ空そら太たか？」

「さすが元生徒会長。見る目があるね」

「あいつは一番まともそうに見えて、実は一番変わっているんじゃないかと時々思う」

「そりゃあ、なんたって、俺の自じ慢まんの後こう輩はいだからね」

　本人はまったく気づいてないようだが、変へん人じん揃ぞろいのさくら荘をまとめているのは、間ま違ちがいなく空太だ。本当に面白い後輩だと思う。巻まき込こまれて、振ふり回されて、文句だっていっぱい言っているのに、それでも結果的には他人に見切りをつけようとはしない。どんなときも傍ぼう観かん者しやになることがなくて、生き方そのものが当事者なのだ。

　はっきり言って不器用な性せい格かくだと思う。だけど、それを羨うらやましく感じる瞬しゆん間かんもあるのだ。物事を俯ふ瞰かん的てきに捉とらえて、賢かしこいふりをしているよりも、今を生きているように見えるから。

「元生徒会長からのありがたいお言葉は以上なのか？」

　話題を戻もどすようにそう言うと、総そう一いち郎ろうは一いつ瞬しゆん口を噤つぐんだ。それでも、覚かく悟ごを決めたのか、少し間をおいてから口を開いた。

「話を戻すが……沙さ織おりのことで礼を言いにきた」

「恨うらまれることはあっても、礼を言われるようなことはしてないと思ったけどね」

「留りゆう学がくのことは、俺おれからも何度も言ったんだ。『留学をするべきだ』と。だけど、結局本心のどこかでは、日本に残ってほしいという気持ちがあった。それが、沙織を迷まよわせていたんだと思う。お前のおかげで、決けつ断だんができたのは事実だ。それは沙織にとってもそうだが、俺にとってもいいことだと思っている」

　その言葉を、仁じんは黙だまって最後まで聞いた。途と中ちゆうで茶ちや化かすこともなく。

「……だったら礼を言うのは、むしろ俺の方かも」

「それこそ、理由を聞きたいな」

「美み咲さきのこと、わざわざこんな風に心配してくれてありがとな」

「お、俺がというわけじゃない！　沙織がずっと上かみ井い草ぐさとお前のことを気にかけているからというだけだ！」

　照れくさいのか、総一郎がそっぽを向いている。

「そういうことにしておこうか」

「そうに決まっている」

「んじゃ、はうはうによろしく言っといてくれ」

「自分で言え」

「そう言うなって、どうせ今日はこのあとデートなんだろ？」

「……」

　見る見る総一郎の顔が赤くなる。

「クリスマスイブだもんな」

「わ、悪いか」

「少しも悪いことないって。こんな日なら、キスもしやすいんじゃない？」

「や、やかましい！」

　大きな音を立てて席を立つと、総一郎は図書室から出て行こうとする。

「その反はん応のう、さてはそのつもりだな」

「う、うるさいぞ！」

「自信がないなら、俺で練習していく？」

「す、するか！」

「冗じよう談だんだよ」

「あ、当たり前だろ！」

　再ふたたび、総一郎が図書室を出て行こうとする。その背せ中なかに、仁は無自覚に声をかけていた。

「なあ、生徒会長」

　だから、仁じんは自分の行動を自分で少し意外に思った。

「『元』を付け忘わすれるな」

　その指し摘てきを聞き流して、仁はさらに続けた。

「俺おれ……やっぱり、なにか間ま違ちがえてるのかね」

　総そう一いち郎ろうにも、はうはうにも、本当に大阪に行っていいのかと確かく認にんされる。それは彼かれらが、美み咲さきを置いていくことに反対しているのと同じだ。

「ああ、間違えている」

「そっか」

「それと同じくらい、間違えてもいない」

「そっか」

「結局、何が正しいのかは俺にもわからない。誰だれにもわからないのかもしれない」

「……」

「今は間違っていると思うことでも、何年か経たてば、やっぱり、間違っていなかったと思える日が来るかもしれない」

「……」

「今は間違ってないと思うことでも、明日には、やっぱり、間違っていたと思うことだってあるかもしれない」

「そうだな」

「確たしかに、三み鷹たかの言う通り、上かみ井い草ぐさはもうひとりじゃないんだろう。だから、お前が心配してずっと側にいる必要もなくなったのかもしれない。先を見み越こせば、今は将しよう来らいのために距きよ離りを置こうというお前の考え方も、理り屈くつでは理り解かいできる。ただ、そんな利口なやり方は、見ていて気持ちがいいものじゃないんだ」

「なら、今すぐ付き合って、一年もしないうちに別れたらいいのか？」

「別れなければいい」

　それは無理だ。仁が自分の夢ゆめを捨すてない限かぎりは……。どうしようもなく美咲との差を感じてしまう。そして、それは確かく実じつに焦あせりになるし、焦りは苛いら立だちに変わる。やがて、その苛立ちは仁の体をどす黒く蝕むしばんでいき、一番大切なはずの美咲を、憎にくまずにはいられなくするのだ。

　今だってそうなりかけている。

　仁は嫌いやな気持ちを振ふり払はらうため、

「あれもやだ、これもやだって言って許ゆるされるのは鼻を垂たらした小学生までだぞ」

　と、あえてからかうように言葉を返した。

　その意味が、総一郎には正しく伝わったはずだ。

　この話はもう終わり。

「んで、生徒会長の方はどうなんだ？　昔はいいと思ってスイコーに入学したわけだろ？　それは間ま違ちがいじゃなかったのか？」

「大間違いだったと思っている。お前や上かみ井い草ぐさのような人間とは関わるべきじゃなかった」

「そりゃ、悪かったね」

「だけどな……俺おれは、お前や上井草と出会わなかった自分を、今さら想そう像ぞうすることもできない」

「ははっ、そいつは同感だね」

　仁じんの言葉を聞き届とどけ、総そう一いち郎ろうがドアに手をかけた。ゆっくりと、スライドさせて開ける。すぐには出て行こうとしないで、背せ中なかを向けたまま呼よびかけてきた。

「三み鷹たか」

「ん？」

　まだ何かあるのかと、仁は素そっ気け無なく返事をした。

「しっかりな」

　肩かた越ごしに見えた横顔は、少し笑っているように見えた。

「総一郎君こそ。あんまりがっついて、はうはうに嫌きらわれるなよ？」

「だ、誰だれががっつくか！　それに変な呼び方はやめろ」

　照れと怒いかりで顔を赤くした総一郎が振ふり向いて抗こう議ぎしてくる。

「普ふ段だん真面目なやつほど、たがが外れたときはどうなるかわからないんだって。欲よく望ぼうってのは、自分じゃコントロールできないものだからね」

「お前が言うと妙みように説得力があるな」

「案外、はうはうのたがが外れるってこともあるだろうけど。襲おそわれないように気をつけるんだな」

「お前、それ以上、おかしなことを言ったら、ただでは済すまさないぞ」

「学校の規き律りつを守る生徒会長の言うことかね」

「安心しろ。俺はもう生徒会長ではない」

「それもそうね。だったら、いいんじゃないの？　はめ外しても」

「お前というやつは」

「どこまで進んだかは、あとで報ほう告こくしてくれればいいから」

「誰がお前に話すものか！」

　ぴしゃりとドアを閉しめて、今度こそ総一郎は姿すがたを消した。

「やれやれ、本気で怒おこらせちゃったか」

　仁だけになった図書室に独ひとり言が広がっていく。急に静けさを身近に感じた。

「お節せつ介かいな男だね……」

　それでいて、迷めい惑わくなことこの上ない。だけど、それをありがたいと思えるから不思議だ。思わず笑ってしまうくらいに、ほんと、ありがたい。

　仁じんは力を抜ぬいて背せもたれに寄よりかかると、ゆっくりと息を吐はき出しながら天てん井じようを見上げた。蛍けい光こう灯とうの光がかすかに揺ゆらいでいる。

　自然と仁の手は上着のポケットに伸のびた。中から取り出したのはシルバーのデザインリングだ。今日、美み咲さきに渡わたすつもりで、今月になってから買ったもの。

　けど、その前に大事な話をしないといけない。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくには行かないこと。大阪の大学にひとりで行こうと思っていること。六人の恋こい人びととは別れたこと……。

　誰だれよりも美咲のことが好きで、だけど、今すぐ付き合うのは無理だということ。

　脚きやく本ほん家かになるための勉強に専せん念ねんしたいから。

「さて、俺おれも帰るかね」

　リングをポケットにしまい、参考書とノートを片かた付づける。ストーブを止めたところで、ケータイが鳴った。

　ディスプレイには『神かん田だ空そら太た』と表ひよう示じされている。

　通話ボタンを押おして、ケータイに出る。

「はいよ、どうした？」

「あ、仁さん。俺です。空太です」

「わかってるよ」

「今、どこですか？」

「学校の図書室」

「だったら、お願いがあるんですけど」

「プレゼントならサンタクロースに頼たのめよ」

「そんなんじゃないですって」

「じゃあ、モテる秘ひ訣けつか？」

「それはぜひ聞きたいですけど、そうでもないです！」

「ならなに？」

「ケーキですよ。商店街のケーキ屋さんに頼んであるんで、帰りにもらってきてください。俺、夕方には椎しい名なと一いつ緒しよに出かけちゃうんで」

「ましろちゃんは出しゆつ版ぱん社しやの忘ぼう年ねん会かいで、空太は青あお山やまさんとのデートだったね」

「いや、別にデートではないですけど」

「一いつ緒しよにお芝しば居い見て、食事もしてくるんだろ？」

「そうですけど」

　世間一般ではそれをデートと呼よぶのだが……。仁はあえて指し摘てきしないでおいた。いくら空太でも、実じつ際さいにその状じよう況きように身をおけば、さすがに気がつくだろうと思えたから。その方が、面白そうだ。

「少し遅おそくなりますけど、用事が済すんだら椎名も連れてすぐに帰ってきますんで。仁さんはふらふらしないでちゃんとさくら荘そうにいてくださいよ。みんなでクリスマスパーティをするんですから」

「わかってるって。お前、ここのところ毎日言ってるぞ、その台詞せりふ」

「そ、そうですか？」

「そんなに露ろ骨こつに念を押おされると、何か悪だくみでもしてるんじゃないかと勘かん繰ぐりたくなるんだけど？」

「な、なんでもないですよ！　ほ、ほんとですからね！」

　姿すがたを見なくても、あたふたとしている空そら太たの様子が手に取るようにわかった。だから、思わず喉のどの奥おくで笑ってしまう。

「はいはい、わかったから」

「ほんとになんでもないですからね。普ふ通つうにクリスマスパーティを……」

「だから、わかったって」

　もう一度念を押してきた空太をあしらって、仁は電話を切った。ケータイをズボンのポケットに入れる。

　鞄かばんを持って歩き出す。

　いつもより、心しん臓ぞうの鼓こ動どうを強く感じる。

　別にクリスマスパーティを楽しみにして興こう奮ふんしているわけじゃない。今日、美み咲さきにすべてを伝えると意い識しきしたせいだ。

「まずいね、これは」

　声に出すと、また一いち段だんと緊きん張ちよう感かんが増ました。

　けど、体が素す直なおに反はん応のうしていることに、仁は奇き妙みような安心感も覚えていた。頭で考えたことは信用できないけど、体が感じたことは自分の本音だと信じられたから。

「ほんと……俺おれって、美咲が大好きなんだな」

　どうしようもなく、そうなのだ。
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　十二月二十四日。クリスマスイブ。午後五時。

　さくら荘１０２号室の住人である赤あか坂さか龍りゆう之の介すけは、都内のビジネスホテルにいた。

　部屋にはベッドがひとつ。正面が鏡になっているテーブルがひとつ。椅い子すがひとつ。無む駄だなものがまったく置かれていない簡かん素そな室内。装そう飾しよくも素そっ気けない。

　けど、龍之介が部屋の様子に不満を抱いだくことはなかった。

　光回線を完かん備び。

　この条じよう件けんさえ満たしていれば、文もん句くを言う道理はない。

　早速ノートパソコンの電源を入れ、ＬＡＮケーブルを繋ぐ。

　ＯＳが起動すると、まずはさくら荘そうの自室に設せつ置ちしてあるサーバーに接せつ続ぞくする。淡たん々たんと工こう程ていをこなし、必要なデータのダウンロードが完かん了りようするのを待って作業を開始した。

　キーボードを軽けい快かいに叩たたくカタカタという音だけが室内に響ひびき渡わたる。

　今、行っているのはゲームエンジンの開発だ。少々難なん航こうしている。物ぶつ理り演えん算ざんの処しよ理り負ふ荷かの軽けい減げんが思ったように進んでいなかった。

　ゲームソフトの開発メーカーから、表ひよう示じオブジェクトの数を増ふやしたいという要望がきたので、その対たい処しよをしているのだ。描びよう画がシステムは限げん界かいまで切り詰つめてあるので、物理演算に手を加えるしかない。

　龍りゆう之の介すけがキーを叩くたびに、ディスプレイ内にソースコードが打ち込こまれていく。その画面の右みぎ下した隅すみでは、龍之介が開発した自動メール返信プログラムのＡＩであるメイドちゃんが、一いつ生しよう懸けん命めいお仕事をしていた。二頭身の小さな体で、自分の身の丈たけほどもある大きな鉛えん筆ぴつを動かしている。メールの返信を書いているのだ。

　メイドちゃんの３Ｄモデルは、同じ学がく生せい寮りように住む三年生……上かみ井い草ぐさ美み咲さきが、頼たのんでもいないのに作ってくれたものである。デザインもさることながら、骨こつ構こう造ぞうやモーションデータの作りが非ひ常じようによかったので、こうして使わせてもらっている。さすがは自じ主しゆ制せい作さくアニメで世間を驚おどろかせている実力者。クオリティには文もん句くのつけようがない。

　美咲は気が向くと、季節に合わせた衣い装しようや髪かみ型がたのバリエーション、新しいモーションを定期的に作ってくれている。今では、服は十着、髪型は五パターン、モーションは数えきれないほど用意されていた。

　メールの返信作業が終わったらしく、メイドちゃんが画面のこちらを向いた。

　漫まん画がのように吹ふき出しがぽんと出る。

　──龍之介様、メールの処しよ理りが完かん了りようしました

　丁てい寧ねいにぺこりとお辞じ儀ぎをしている。

　──お仕事のご依い頼らいは三件けんです。うち一件は新しん規きのツール制作のご依頼で、二件はモーション制せい御ぎよプログラムのバージョンアップに関してとなっております。こちらは、改めて龍之介様から返信を致いたしますと連れん絡らくしておきました

　メッセージの量が増ふえると、メイドちゃんのバックにログが表ひよう示じされる。

　──プログラマーの情じよう報ほう交こう換かんＭＬにつきましては、保ほ存ぞんボックスの方に移い動どうさせてありますので、お時間があるときにご確かく認にんください。主題はネットワークプログラムに関してでした。その他、空そら太た様からの取りとめのないメールは、さらっと流しておきました

　メールの処理に関しては、もはや完かん璧ぺきと言っていいレベルに達している。その機き能のうを拡かく張ちようして、今ではチャットやさくら荘の議事録にも対たい応おうさせてある。

　先月からはメイドちゃん用のつぶやき系けいＳＮＳのアカウントを取って、運用試験を開始している。毎日平均、四、五回のつぶやきを残していて、この一ヵ月でフォロワーは百人を突とつ破ぱした。今のところＡＩだとは悟さとられていない。まずまずの滑すべり出しと言えるだろう。

　メイドちゃんの高こう機き能のう化かは順調に進んでいる。

　ただ、それに伴ともない、ちょっとした問題点も出てきた。常じよう駐ちゆうさせておくには、莫ばく大だいな作さ業ぎよう領りよう域いきと処しよ理り負ふ荷かがかかるのだ。

　もはや並なみのＰＣではまともに動作しない。今、ノーパソの画面内で動いているメイドちゃんは、実じつ際さいにはノーパソ内にいるのではなく、さくら荘そうの１０２号室……龍りゆう之の介すけの部屋に設せつ置ちされたサーバーの中にいて、ハイスペックのメインマシンで動作している。

　ここへは光回線を通して、演えん算ざん処しよ理りの結果だけが届とどけられているのだ。

「今の仕事が終わったあとで、メイドちゃんの処理も高速化を図る必要があるな。これ以上のＣＰＵ負荷の増ぞう加かは歓かん迎げいできない」

　夏を前に、部屋にある全ＰＣの冷れい却きやくシステムも水冷に変えた方がいいだろう。

　龍之介が仕事に戻もどろうと思ったところで、またメイドちゃんが話しかけてきた。

　──あの、龍之介様。お仕事中に申し訳わけないのですが……

　まるで人間のようにメイドちゃんが言いよどむ。


　──なんだ？

　──先ほど、サーバー内のクローゼットを覗のぞいたところ、新しい洋服が増えていたのですが



　間ま違ちがいなく美み咲さきの仕業だ。メイドちゃんのデータを作ったら、ここに放り込こんでおいてほしいというフォルダをサーバーに用意してある。


　──着替えてもよろしいでしょうか？

　──好きにすればいい

　──ありがとうございます



　優ゆう雅がに頭を下げたあとで、メイドちゃんはぼわんと煙けむりと共に現あらわれた試着室の中に消える。画面にはカーテン越ごしのシルエットだけが映うつっていた。

　影かげがもぞもぞと動いて、着き替がえは五秒ほどで完かん了りよう。

　出てきたメイドちゃんは、赤と白を基き調ちようとしたモコモコの衣い装しように身を包んでいた。サンタクロースというやつだ。龍之介風に言うのであれば、クリスマスの夜に煙えん突とつから不ふ法ほう侵しん入にゆうしてくる謎なぞのじいさんということになる。まあ、メイドちゃんの場合は、じいさんの要よう素そはどこにも見当たらないのだが……。


　──今日はクリスマスイブだったな

　──龍之介様は、興きよう味みがありませんでしたね。すいません。やっぱり、いつもの服に着替えてきます



　少ししょんぼりしたように、試着室に戻もどろうとする。


　──着替えは時間の無む駄だだ。今日はそのままでいい

　──あ、ありがとうございます



　ぺこりとお辞じ儀ぎをしてきたメイドちゃんは、なにやら張はり切った様子で、ディスプレイ内の机つくえに座すわって、事じ務む作さ業ぎようっぽいことを開始した。

　そのメイドちゃんが何かに気がつく。


　──あ、龍りゆう之の介すけ様。メールが届とどきました

　──誰だれからだ？

　──それが……



　メイドちゃんが言葉を詰つまらせた理由は、メールボックスを見て即そく座ざに理り解かいした。

　リタ・エインズワース。

　露ろ骨こつに龍之介の表ひよう情じようが強こわ張ばった。その名前を見るたびに、脳のう裏りに……というか、ほっぺたにあの日のキスの感かん触しよくが蘇よみがえるのだ。九月の終わり。成なり田た空くう港こうの出発ロビー。ふんわりとしたやさしい香かおりと共に訪おとずれたやわらかい感触……。

　思い出すだけで、意い識しきが飛びそうになる。両りよう腕うでには鳥とり肌はだが立っていた。

　忌いまわしい記き憶おくを振ふり払はらうように、龍之介は頭を左右に振った。

　──返事は任まかせる

　メイドちゃんに指し示じを出し、半ば逃とう避ひするように龍之介は作業へと戻もどった。

　ディスプレイの中では、メイドちゃんがやけに張はり切っている。

　──任せてください！　必ずや、龍之介様のご期待に応こたえ、外国産の悪い虫は撃げき退たいしてみせます！
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　日本時間の午後六時頃ごろ。約九時間の時差があるイギリスはまだ朝だった。

　──龍之介、メリークリスマス！　リタ・エインズワース

　パジャマ姿すがたのリタは、自室のノートパソコンから日本にメールを送っていた。

　椅い子すの上に両りよう膝ひざを立てて座すわり、紅こう茶ちやを飲みながら返事を待つ。静かな時間が流れていた。窓まどの外からはやさしい朝の光が差し込こんでいる。

　以前はましろと一いつ緒しよに住んでいた学がく生せい寮りようの一室だ。

　間取り的にはひとりで使うのに丁度いいくらい。だけど、ひとりになってみると、部屋を広く感じていた。それはましろが日本に行って九ヵ月が経たった今も変わらない。

　時々、無む意い識しきでましろに話しかけていることだってある。

　今け朝さも、目覚めた直後には、ましろにご飯を作らないといけないとか、寝ねぼけた頭で考えていた。今ではその役目は、日本の少年……神かん田だ空そら太たに受け継つがれている。

　ましろに振り回されている空太を想像して、リタは軽く声に出して笑った。

　窓まどの外を見る。空は青い。いい天気だ。日本も晴れているだろうか。

「晴れていたとしても、向こうはもう夜でしたね」

　そう口に出したところで、メールの着信を知らせる音が鳴った。

　文面に目を通した瞬しゆん間かん、すがすがしい気持ちははるか彼方かなたに旅立ってしまった。リタは素す直なおにむっとした感かん情じようを顔に出していた。

　──ただいま、龍りゆう之の介すけ様は、それはもう熱心にゲームエンジンプログラムの高速化作業に専せん念ねんしておられます。ですので、リタ様からの他愛のないメールをお取り次ぎすることはできません。まことに申し訳わけありませんが、ご理り解かいいただきますよう、よろしくお願い致いたします。あなたのライバル、メイドちゃんより

　またこれだ。

　日本から戻もどってきて早三ヵ月。

　毎日のように何度もメールをしているのに、これまでの期間に龍之介が自分で送ってきたメールはたったの一通だけ。それも、文化祭の出し物『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の背はい景けい作さ業ぎようを手伝ったことに対する『よくやった。ほめてやろう』というふざけた一文のみ。

　あとは龍之介が作ったという自動メール返信プログラムのＡＩが返事をよこしてくる。

「この私がこんなにメールを送ってあげているというのに、龍之介はどういう神しん経けいをしているんですか、本当に」

　まったくもって面白くない。腹はら立だたしい。男の子からこんなにも邪じや険けんに扱あつかわれるのは、はじめてだ。でも、不思議なことに、リタは「だったら、もういい」と諦あきらめる気持ちには少しもなっていなかった。むしろ、「龍之介には絶ぜつ対たいに私に夢む中ちゆうになってもらいます」という具合で、完全にハートに火がついている。

「私、負けず嫌ぎらいなんですよね」

　キーボードを叩たたいて、メールを送る。


　──メイドちゃんには、用がないので、龍之介を出してください

　──ただいま、龍之介様は、それはもう熱心にゲームエンジンプログラムの高速化作業に専念しておられます。ですので、リタ様からの他愛のないメールをお取り次ぎすることはできません。まことに申し訳ありませんが、ご理解いただきますよう、よろしくお願い致します。メイドちゃんより



　わざとらしく、同じメールが返ってきた。


　──おバカなふりをしてもダメですよ？　あなたが空そら太たよりも賢かしこいことは、もう十分承しよう知ちしているんですから

　──このわたくしを空太様と比くらべるだなんて、リタ様はなんてお人が悪いのでしょうか

　──とにかく、私が話をしたいのは、龍之介なんです

　──リタ様の方こそ、空太様とは違ちがっておバカではないのですから、いい加か減げん、現げん実じつを受け入れていただけませんか？　もうおわかりでしょう？　龍りゆう之の介すけ様はあなたに大変迷めい惑わくをされているんです。大迷惑なのです

　──龍之介はただ照れているだけですよ。ほっぺたにキスをしたときなんて、気き絶ぜつするほどに喜んでいましたから

　──それは龍之介様が女じよ性せい嫌ぎらいなだけです！　ご自分の都合で勝手な解かい釈しやくをしないでいただきたいですね。だ、だいたいですね！　ぽっと出のくせに、勝手にフラグを立てて、しかもいきなり好感度がマックスだなんて非ひ常じよう識しきにもほどがあります！　あ、あまつさえ！　龍之介様にキ、キスをするだなんて、あ、あなた、なんなんですか！



　キスの話題が動どう揺ようを誘さそったらしい。メイドちゃんがだいぶ感かん情じよう的てきになっている。この隙すきをついて、もう少しかき回してみようか……。


　──私ですか？　私はリタ・エインズワースです。年ねん齢れいは十六歳さい。これでも、駆かけ出しの画家なんですよ？　身長は百六十三センチ。体重は秘ひ密みつです。スリーサイズは、８８・５８・８７です。サンタクロースは五歳のときまで信じていました。特とく技ぎは絵を描かくことで、今、一番好きなものは龍之介です

　──よくもぬけぬけとおっしゃいますね

　──気持ちは素す直なおに伝えた方が伝わりますから

　──それが迷めい惑わくなのですよ！　そもそも、どうして龍之介様なのですか？　リタ様ならその美び貌ぼうにつられて、それはもうたくさんの男性が群むらがってくるかと思うのですが。お眼鏡めがねにかなう男性だっていらっしゃるでしょう



　メイドちゃんの言っていることは確たしかにその通りだ。男性からはよく声をかけられる。電話番号だって聞かれる。食事の誘いなんて何度申もうし出があったか数えきれない。

　だけど、ダメなのだ。

　彼らではリタの気持ちは少しも動かなかった。少なくとも、絵を描くことよりも、刺し激げき的てきではなかった。


　──残念ですけど、私、龍之介にしかときめかないんです

　──それがどうしてなのかとお尋たずねしているのです

　──だって、かっこいいじゃないですか

　──確かに、龍之介様はかっこいいです。特別にかっこいいです

　──あの中性的な容よう姿しは魅み力りよく的てきですよね。一度、絵のモデルにしたいくらいです

　──ああ、それはぜひ見てみたい……でも、モデルなんてダメです！　アトリエにふたりきりになって、リタ様は何をなさるおつもりですか！

　──脱ぬがすのは上半身だけで、我が慢まんしますよ？

　──この女め狐ぎつね！　西洋の女狐め！　や、やっぱり、あなたを龍之介様に近づけるわけにはいきません！　一体、龍之介様に迫せまってどうする気ですか！

　──できれば、私のものにしたいと思っています。というか、私をものにしてもらいたいんですけど

　──なんて猛もう烈れつなアピールですか！　まったく慎つつしみがなさ過すぎると思います！

　──慎みがないのはメイドちゃんの方ですよ

　──このわたくしのどこに慎みがないと？

　──従じゆう者しやなのに主人に邪よこしまな感かん情じようを抱いだいているだなんて、はしたないと思いますけど。下心が満まん載さいじゃないですか

　──わ、わたくしは、別にそんな下心なんて……

　──私を遠ざけて龍りゆう之の介すけを独どく占せんする気だったのでしょう。今日はクリスマスイブですし。だけど、そうはいきませんよ

　──と、とにかく、龍之介様はあなたのことが嫌きらいなのです！　わかったらさっさと諦あきらめてください



　結局、振ふり出しに戻もどってしまった。

　キーボードから一度手を離はなす。

「やはり、遠えん距きよ離り片かた思おもいというのは難むずかしいですね」

　窓まどから遠い空をリタは見つめた。その空は日本まで繋つながっている。

「でも、そうですね。だったら、会いに行けばいいんですよね」

　だけど、今すぐにというわけにはいかない。コンクールに向けて描かいている絵がある。他にも近くの美び術じゆつ館かんで開かい催さいされる現げん代だい美び術じゆつ展てん用ように一枚描いてほしいという依い頼らいもある。龍之介を諦あきらめるつもりはないけど、絵はリタにとって自分が自分である証あかしなのだ。だから、絵を描く。絵を描くことが他の活力にもなる。たとえば、龍之介を好きでいる気持ちの後あと押おしをしてくれる。そして、その気持ちが新たなエネルギーになって、今度は絵を描きたいと強く思わせてくれるのだ。

　ましろを連れ戻すつもりで訪おとずれた日本だったけど、本当に行ってよかったとリタは実感していた。自分にとって大切なことを……好きなものが何かを思い出させてくれた。一度は止めた絵の道に、自分を引き戻してくれた。行く前よりもずっと絵を好きになれた。他にも好きなものができた。そのおかげで、毎日を充じゆう実じつした気持ちで過ごせる。

　卓たく上じようカレンダーを見ながらスケジュールを確かく認にんしていたリタの目は、来年の一月、そして、二月へと進んでいた。その十四日を視し界かいに収おさめた瞬しゆん間かん、リタはいいことを思いついたとばかりに、口元に会心の笑みを浮うかべた。

「確たしか、日本のバレンタインは、好きな男の子にチョコをあげる日でしたね」

　本当は今すぐパスポートを持って日本に飛びたい。でも、それはおあずけだ。

　リタはノートパソコンを閉とじると同時に、

「バレンタインを楽しみにしてくださいね」

　と言って、意地の悪い笑みを浮うかべたのだった。
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　ケータイを見ると、デジタルの時計は八時九分を示しめしていた。

　芸大前から三つ離はなれた駅にある、手て羽ば先さきが自じ慢まんの居い酒ざか屋やは、ほぼ満まん席せき状じよう態たいで賑にぎわっていた。

　そのカウンター席の一角には、不景気な顔がひとつ。さくら荘そうで監かん督とく教きよう師しを務つとめる千せん石ごく千ち尋ひろが管くだを巻まいていた。

「ったく、聖なる夜なんだから、こんな平へい凡ぼんな居酒屋じゃなくて、浮かれた男女はもっとおしゃれなイタリアンレストランとかに行きなさいよね」

　クリスマスイブという特別な日だけに、カップル客の姿すがたが目立つ。半数以上がそうだ。

　その浮うわついた空気が、千尋の不ふ機き嫌げんの理由だった。

「不ふ況きようだからみんなデートにお金を使えないんだよ」

　隣となりの席に座すわった同どう僚りようの小こ春はるが、ビールのジョッキを傾かたむけながら、どうでもよさそうに返してくる。その顔はほんのり赤く染そまっていた。宴えん会かい開かい始しからわずか一時間で、ふたりともいい感じに出来上がっている。

「ったく、ケチくさいこと言ってんじゃないわよ。イブのデートなんだから、綺き麗れいな夜景でも見ながら、『綺麗ね』『君のほうが綺麗だよ』とか言っときなさいっての。あ、店員さん、ビールおかわり」

「私も〜」

　千尋に続いて、小春も空いたジョッキを差し出した。若わかい男性の店員さんが喜んでジョッキを下げていく。

　小春が、

「ねえねえ、さっきの男の子、かわいくなかった？」

　とか言っていたけど、完全に無む視し。

「夜景が嫌いやなら、さっさとホテルに引っ込こんでドッキングでもしてなさいよね。結局、それが目的なんだからさ」

「はい、ビール、お待ち」

　カウンター越ごしに、口ひげを蓄たくわえた中年の店員さんがビールをふたつ差し出してきた。千尋と小春が同時に受け取り、とりあえず、口をつける。

「はあ〜」

「ビールがおいしいね〜」

　続けて頼たのんでいたつくねの串くし焼やきが出てきた。中にしそが練り込んである。

　不機嫌に顔を歪ゆがめたままで、千尋はつくねを口に運んだ。

「ねえ、そう言えばさぁ。千ち尋ひろちゃん、どうする気？」

　串くし焼やきを飲み込こんだところで、小こ春はるが聞いてきた。

　大事な用よう件けんの部分はすっぽり抜ぬけ落ちていたけど、思い当たることはふたつある。

「どっちのこと聞いてんの？」

「和かず希き君のことに決まってるでしょ」

「別に決まってないわよ」

　面めん倒どうな話題だとビールがよく進む。何回目になるかわからないおかわりを千尋は店員さんに頼たのんだ。再ふたたび、若い男だん性せいの店員が喜んでいる。

「お互たがいにいい大人おとななんだから、歩み寄よらないと前に進まないと思うよ」

「あんたにだけは、この件に口を挟はさんでほしくないんだけど」

　千尋が横目で睨にらむと、小春はおどけて笑ってみせた。

「こわ〜い」

「ったく、よくもまあ、『どうする気？』な〜んて、なんでもない顔して聞けるわね。ぞっとするわ」

「そんなに責せめなくていいじゃない。あの頃ころは、ほんとに私も和希君のこと好きだったんだから」

「あんたの場合、他人のものが羨うらやましくなっただけでしょうが。その性せい格かくいい加か減げん直した方がいいわよ。冗じよう談だんとかじゃなくて」

「そうだけどぉ。でも、和希君の件はちょっと違ちがうでしょ？　まだ千尋ちゃんのものじゃなかったんだし。そりゃあ、まあ、ふたりともお互いの夢ゆめを応おう援えんしてますみたいな関係が羨ましかったのは事実だけどさ。私なんて教きよう師しやってた両親の影えい響きようで、先生になろうかなぁ、な〜んて思ってたくらいで、全然面白みなんてなかったんだから」

「別に面白いつもりはさらさらなかったわよ」

「それに、大学を卒業する前にさ、千尋ちゃんが和希君からの告白を断ことわったのって、私に気を遣つかってとか、そういうんじゃないでしょ？」

「……」

　それは、小春の言う通りだ。

　大学を卒業する間近……和希はもうゲームクリエイターとして動き出していて、卒業と同時に会社を立ち上げるところまで歩みを進めていた。夢を現げん実じつにまでぐっと手た繰ぐり寄よせていた。

　なのに、千尋の絵を仕事にするという夢は、未だに夢の中をさまよっていて、出口どころか進むべき方向も見つけられてはいなかった。

　だから、

　──少し、考えさせて

　と和希に答えるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　まだ、やれるという気持ちもあった。仕事をしながらでも絵は描かける。自分の作品を作り続けることはできる。

　だけど、社会というのは、思っていたよりもただ忙いそがしくて、想そう像ぞう以い上じように自分の時間は削けずられた。今も続けている美び術じゆつ教きよう師しは、とりあえず就しゆう職しよくしなければならないという切せつ迫ぱく感かんに身を任まかせるままにはじめたものだ。

　なのに、気がつくと、美術教師という立場が生活の中心になっていた。作品を作るどころじゃない。

　そして、十年近くが経たった今は、教師であることを受け入れている自分がいる……。

　そう悪いものじゃないと思っている。当初は、ここは自分の居い場ば所しよじゃないと抵てい抗こうを続けていたはずなのに……。そんな感覚すら懐なつかしさの中だ。

「千ち尋ひろちゃんは、和かず希き君がゲームとは違ちがう仕事を選んでいたら、彼かれに幻げん滅めつした？」

「……」

　たぶん、そんなことはない。すべての人間が目指した目標に手が届とどくとは限かぎらない。それに、肩かた書がきや立場、仕事に憧あこがれて和希に惹ひかれたわけでもない。何かをしようとする和希の姿すがたに惹かれたのだ。その結果、別の道を進むことになったのだとしても、藤ふじ沢さわ和希という人間が、藤沢和希でなくなるわけではない。そんなこと、三み十そ路じも過すぎれば、嫌いやでもわかる。物事の尺しやく度ども昔とは違う。イケてるか、イケてないか……上うわ辺べだけの格かつ好こうにこだわるほど子こ供どもじゃない。

「和希君は先生をやっている千尋ちゃんを見ても、絶ぜつ対たいに幻滅しないと思うよ。似に合あわないって笑われる可か能のう性せいはあるけどね」

「笑われるのはあんたの方だと思うけどね」

「え〜、どういう意味？」

「ま、どっちにしても、もう終わったことよ」

「はあ……ほんと、頑がん固こだなあ。じゃあ、私がもらってもいい？」

「……」

「和希君のこと、私がもらってもいい？」

「何で二度言うのよ」

「一度目で返事がなかったから」

　いつの間にか頼たのんでいたらしいカクテルに、小こ春はるが口をつけている。おいしいと言って小さな幸せを噛かみ締しめていた。

「勝手にすればいいでしょ」

「そっかあ。じゃあ、がんばろうかな。和希君、顔は悪くないし、有名ゲームクリエイターにして、会社の社長さんだから、収しゆう入にゆうだって申し分ないよね。なかなか、悪くない物ぶつ件けんだと思わない？」

「あんた、あの男の何を見てたわけ？　あのゲームバカに、まともな恋れん愛あいとか結けつ婚こん生せい活かつが送れるとでも？　望むだけ無む駄だよ。絶ぜつ対たいに苦労するから」
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「そこまでわかってるくせに、未練があるんだもんね、千ち尋ひろちゃんは。執しゆう念ねん深ぶかい女だ、こわいこわい」

「そんな話をまだ続けるっていうのなら、私、帰るわよ」

「え〜、待ってよ。イブの夜に私をひとりにしないで。寂さびしくて死んじゃうよぉ」

「あんたみたいのは、図太く生きていくから大だい丈じよう夫ぶよ」

　立ち上がろうとした千尋の腕うでに小こ春はるがしがみついてくる。

「いかないでぇ」

　こういう甘あまえた仕し草ぐさには、毎度のことだけどイラっとさせられる。一いつ緒しよに合コンに行くと、男のウケはいいから、それがまた腹はら立だたしい。千尋には死んでも真ま似ねできない。

「それじゃあ、話を変えるから」

　大人おとなしく千尋は座すわって、ビールのおかわりを頼たのんだ。

　その直後、せっかく嫌いやな話が終わったと思ったのに、

「だったら、もうひとつの方はどうするの？」

　と小春がもっと嫌な話題を振ふってきた。

「なんのことよ？」

「わかってるくせに。さくら荘そうを取り壊こわすっていう話だよ。今度こそ校長先生本気でしょ？　なんか、冬休みに業者さんを呼よんで、老ろう朽きゆう化かの調ちよう査さと、取り壊す際さいの見積もりを出させるなんて息いき巻まいていたくらいだし」

「まだ、理事会で承しよう認にんされたわけじゃないわよ」

「そうだけど……神かん田だ君たちには話したの？」

「話す必要がないでしょ」

「早く伝えておいた方がいいと思うけどな」

「あの連中、今は自分たちのことで手て一いつ杯ぱいなのよ。言えるわけがないでしょ」

　空そら太たとましろはなにやらこじれているし、七なな海みは声せい優ゆうの事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決めるオーディションが来年早々に控ひかえている。仁じんは受験と美み咲さきの問題。美咲は仁のこと。唯ゆい一いつ、龍りゆう之の介すけだけは余よ裕ゆうがあると言えるかもしれないが、話しておいたところで何がどうなることもないだろう。

　胸むねにわだかまる感かん情じようを飲み下くだすように、千ち尋ひろは新しくきたビールを呷あおった。

「あ〜あ、なんかやだなあ」

　とろんとした顔で、小こ春はるが急にそんなことを言った。

「なにがよ」

「千尋ちゃんが生徒思いのいい先生みたいなこと言っている。ほんと、びっくりだよ。あの愛想のなかった千尋ちゃんが、ちゃんと先生をやっているなんて」

「それ、私の台詞せりふよ」

「でも、仕方がないのかなあ。千尋ちゃん、来月で三十一歳さいだもんね〜」

「あんたもね」

　千尋と小春の誕生日は一週間と違ちがわない。

「ねえ、千尋ちゃん」

　小春がカウンターにうつぶせになった状じよう態たいから、見上げてきた。だいぶ、酔よいが回っている証しよう拠こだ。

「なによ」

「彼かれ氏しがほしい」

「作ればいいでしょ」

「結けつ婚こんしたい」

「すれば」

「あと……吐はきそう」

「さっさとトイレに行ってきなさい！　三み十そ路じにもなって、大学生か、あんたは」

「私は、二十九歳と二十三ヵ月だよぉ」

「それ、他人が言っているのを聞くと心底腹はらが立つわね」

　ふらふらと立ち上がった小春が、よろよろとトイレに向かう。足取りは怪あやしいが、わざわざ助けようとは思わない。冗じよう談だんじゃなくて、もう三み十そ路じだ。酔よっ払ぱらった自分の世話くらいは自分で焼ける。たとえ、小こ春はるであったとしても。

　ひとりカウンター席に残った千ち尋ひろは、

「はあ……」

　と大きなため息を吐ついた。

　それから、無自覚に、

「幸せになりたいわ」

　と呟つぶやいたのだった。




　　　　５




　夜の十時を回っても、都会の街まち並なみはまったく眠ねむる気配がなかった。

　外がい資し系けいの大型ホテルの周囲はクリスマスのイルミネーションに彩いろどられ、オフィスビルも明るい光を発している。

　そんな高校生には不ふ釣つり合いな街並みの中で、神かん田だ空そら太たは雪に降ふられながら、熱心に靴くつを探さがし歩いていた。

　足取りが時間の経けい過かと共に重たくなってきているのは、背せ中なかに大きな荷物があるからだ。荷物の正体は、さくら荘そう２０２号室の住人……椎しい名なましろだ。

　最初の数分は、背中で受けるましろの感かん触しよくにちょっと興こう奮ふんしていたけど、今となっては幸福を噛かみ締しめている余よ裕ゆうなどまるでなかった。ほんとに重い。ただ、重い。

　捜そう索さく中ちゆうの靴くつもましろのもので、出しゆつ版ぱん社しやの忘ぼう年ねん会かいから抜ぬけ出してきた際さいに、どこかで落としてきたらしい。行方ゆくえ不ふ明めいになっていたましろを発見したときには、すでに裸足はだしだった。

　一体、どうやれば、履はいていた靴をなくせるのだろうか。今世紀最大のミステリーではあるけど、なくした当人が生せい活かつ破は綻たん者しやにして、一いつ般ぱん常じよう識しきの欠けつ如じよしたましろなので、空太は深く考えないことにした。とりあえず、心の中では、「どこのシンデレラだよ！」と突つっ込こんでおいたのだが……。

　とにかく今は靴を探し出す。これが先決。

　捜索開始から三十分が経けい過かした今も、発見できずにいる。範はん囲いが広すぎる上に、ましろの証しよう言げんが曖あい昧まいなのがネックになっていた。

「ねえ、ましろ、本当にこの辺に落としたの？」

　隣となりから上がった声は、同じくさくら荘に住む青あお山やま七なな海みのものだ。今年の夏に２０３号室に引っ越こしてきた空太のクラスメイト。今日はその七海に誘さそわれて、一いつ緒しよにお芝しば居いを鑑かん賞しようした。

　本当はその後に、夕飯も食べる予定だったのだけど、ましろの担たん当とう編へん集しゆうさんからましろがいなくなったと連れん絡らくを受け、それどころではなくなった。

　おかげで、お腹なかが空すいている。

　だから、ぐうと音だって鳴る。でも、発はつ生せい源げんは空そら太たじゃない。

「わ、私じゃないよ」

　慌あわてた様子で、七なな海みが弁べん解かいしている。

「わたしよ」

　声は空太の背せ中なか……ましろが発したものだ。

「お前は忘ぼう年ねん会かいのパーティ会場で、たらふく美う味まいものを食ってきたんじゃないのか！」

「たらふくは食べてないわ」

「そ、そうか」

　もしかしたら、空太のことが気になって食事が喉のどを通らなかったのだろうか。パーティ会場から抜ぬけ出してきたくらいだし……。

「八はち分ぶん目めよ」

「食ってんじゃねえか！」

「神かん田だ君……大声出すと余よ計けいにお腹空くよ」

「そうだな……」

　ほんと、七海の言う通りだ。今度こそ、空太のお腹がぐうと鳴った。

「ましろ、もう一度聞くけど、本当にこの辺に落としたの？」

　七海が改めて確かく認にんしている。

「あっちかも」

　肩かた越ごしに伸のびてきたましろの手が、はす向かいのホテルを指差した。ましろが参加していた出しゆつ版ぱん社しやの忘年会が行われていたホテルだ。

　足元を探さがしながら、少しずつホテルの方へと進む。建物の正面にやってきても、靴くつは見つからない。

「ないぞ、椎しい名な」

「そっちかも」

　少し考えたあとで、再ふたたびましろから指し示じが出された。

　言われるままに、今度は左方向に舵かじを取る。立りつ派ぱなオフィスビルが正面にそびえ立っていた。

　広い歩道を五十メートルほど行く。だけど、靴は見つからない。

「こっちかも」

　交差点にぶつかったところで、ましろは噴ふん水すいがある広場の方を指差した。行方不明になったましろを見つけた場所だ。

　そろそろ文もん句くを言いたいくらいに疲ひ労ろうしていたけど、我が慢まんして足を前に出す。身軽な七海は植え込こみの陰かげや、ガードレールの向こうまでわざわざ見てくれていた。

　それでも、靴は見つからない。

　噴ふん水すいの前で立ち尽つくす。

「空そら太た」

「なんだよ」

「どっち？」

「聞いてるのは、俺おれ！」

「神かん田だ君……もう諦あきらめて帰らない？」

　七なな海みの視し線せんは、地下鉄の降おり口に向かっている。「ほら、あそこ駅だし……」とでも言いたげな顔だ。

「ほら、あそこ駅だし……」

　本当に言ってきた。

「青あお山やまは俺に、椎しい名なをおぶったまま電車に乗れと？」

「この三十分で、散々通りすがりの人には目もく撃げきされたんだから、もう恥はずかしいとかそういうのはいいと思うんだよね」

「いいわけあるか！　逃にげ場のない電車の中じゃあ、視線が痛いたすぎるだろ！」

「わたしは気にしないわ」

　口を挟はさんできたのはましろだ。

「俺が気にするんだよ！」

「どうして？」

　ましろが退たい屈くつそうに身を乗り出してきて、空太の肩かたにあごを置いた。おかげで、吐と息いきまで耳にかかってくすぐったい。

「疲つかれるし、地味に重いし、なにより恥ずかしいだろ！」

「わたしは恥ずかしくないわ」

「だから、俺が恥ずかしいの！」

「空太」

「まだ何かあんのか！」

「疲れて眠ねむいわ」

「それがなくした靴くつを探さがしてもらって、その上、おぶってもらっている人間の言うことか！」

「さくら荘そうに着いたら起こして」

「話を聞け！」

「眠いのに？」

　耳元でましろがあくびをしている。

「待て待て、寝ねるな！　寝ていいはずがないだろ！　今、俺は何をしていますか？　そうです、お前の靴を探しています！」

「だって」

「なにが、だって!?」

「探さがしたいのは空そら太たよ。わたしじゃない」

「よ〜し、この状じよう況きよう、俺おれは激げき怒どをしてもいいはずだ」

「ダメよ」

「お前が決めることじゃねえ！」

　ふと視し線せんに気がついて横を見ると、七なな海みが呆あきれたような顔をしている。

「よかったね。神かん田だ君」

「今、俺はあらゆる部分において、よくないと思いますけど？」

「ふたりとも、すっかり元通りみたいだし」

　そう言って、七海は先にひとりで歩き出した。駅の方に向かっている。

「あ、おい、青あお山やま！」

　少し悩なやんだあとで、空太は七海を追いかけた。隣となりに並ならぶ。もう靴くつは諦あきらめよう。

　その足取りはやはり重い。ずっとおんぶしているとさすがに重い。でも、まあ、七海が言ったように、よかったという面もある。ここ一ヵ月くらいは、ましろとケンカ状じよう態たいで、まともな会話なんてできなかったから。そんな風に思っていると、背せ中なかからは、「すぅ」という、穏おだやかな吐と息いきが聞こえてきた。

「やっぱり、よくねえ！　寝ねるな、椎しい名な！　せめて、起きてろ！」

「空太の背中があったかいせいよ」

「俺が悪いのか！」

「すぅ……」

「寝息で返事をすんな！」

　なんかもう疲つかれた。ましろの非ひ常じよう識しきには張はり合うだけ無む駄だな気がする。

「すぅ……」

　なんせ、本当に眠ねむってしまっているくらいだ。

「はあ……」

　ため息をつく空太の隣では、立ち止まった七海が雪の舞まう空を見上げていた。表ひよう情じようを引き締しめて、何か考えているようだ。

「青山？」

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶかな」

「ああ、そのことか」

　美み咲さきは自分の気持ちが仁じんに届とどかないと嘆なげいていた。どんな言葉も、態たい度ども、全部冗じよう談だんで流されてしまうのだと……。

　実じつ際さい、今日までに何度も告白をしている。屋上に呼よび出したり、下げ駄た箱ばこにラブレターを入れたりして。

　それでも仁じんに気持ちが届とどいていないと思っている。

　だから、このクリスマスイブに、最後の手しゆ段だんに出ると言っていた。そのために、空そら太たや七なな海みは協力して、美み咲さきと仁をさくら荘そうにふたりきりにしたのだ。

　あとはふたりの問題。

　空太にできることは上う手まくいくように祈いのること。それと、寄より道をしてなるべく遅おそく帰ることくらいだ。

　真っ直ぐ帰るには、まだ時間が少し早い。

　となると、ひとつ大きな問題が圧のし掛かかってくる。

「……俺おれ、いつまで椎しい名なをおんぶしてればいいんだ？」
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　さくら荘の１０３号室。

　自室のベッドに寝ね転ころがっていた仁は、首だけ起こして時計を見た。

　夜の十時十分を差している。

　そろそろ、デートに出かけた空太と七海、それと出しゆつ版ぱん社しやの忘ぼう年ねん会かいパーティに出席したましろの三人が帰ってきてもいい頃ころだ。

　予定では、十時からさくら荘でクリスマスパーティをする手はずなのだから。

　なのに、一向に三人が帰ってくる気配はない。連れん絡らくすらない。

　それは他ふたりの住人……千せん石ごく千ち尋ひろと赤あか坂さか龍りゆう之の介すけも同じで、どちらも出かけたきり戻もどって来てはいなかった。

「ま、わかっちゃいたけどね」

　最初にクリスマスパーティの話を聞いたときから、空太の様子がおかしいとは思っていた。何か企くわだてている。ここ数日にいたっては、何度も念を押おしてきて、明らかに態たい度どが普ふ通つうじゃなかった。

「嘘うそが上手い男よりはずっといいか」

　もう一年半の付き合いになる後こう輩はいの顔を思い浮うかべ、仁はひとりで笑った。

　考え事をしている間に、十時半を過すぎた。

　もちろん、空太たちはまだ戻ってこない。

　けど、それでも構かまわない。別に最初から三人の帰りを待っていたわけじゃない。それに、この方が仁にとっても都合がよかった。

　今、さくら荘にいるのは仁と、幼おさななじみの美咲だけ。これでゆっくり話ができる。そのために、気づいていながら、空太たちの企てに乗ったのだ。

　美咲は少し前からお風ふ呂ろに入っている。

　出てきたら大事な話をしよう。大阪の芸大を受験しようと思っていること。合ごう格かくしたらひとりで大阪に行こうと思っていること。四年間はひとりになって脚きやく本ほんの勉強に専せん念ねんしようと思っていること。それと、美み咲さきへの気持ちも素す直なおに打ち明ける……。

　頭の中を整理していると、部屋のドアがノックされた。

　勢いきおいをつけて、体を起こす。

「どうした？」

　ノックの相手は美咲以外には考えられない。

　でも、声をかけても返事はなかった。いつもなら勝手に入ってくるというのに。

　不思議に思いながらドア口に移い動どうして、仁じんの方からドアを開けた。

　その途と端たん、心しん臓ぞうが大きく脈動した。肌はだの白さに目がくらんでいた。

　目の前に、少し俯うつむき加か減げんの美咲が立っている。お風呂上がりで、まだ髪かみは湿しめっていた。バスタオルを一枚巻まいただけの無む防ぼう備びな姿すがたで……。

[image: ]

「バカ、お前……」

　なにやってんだと続けるつもりだった言葉は、途と中ちゆうで切れた。

　美咲が胸むねに飛び込こんできたから。

　不意打ちの連続に冷静さを失っていた仁は、美咲の体を受け止めることができず、床ゆかに押し倒たおされてしまった。

　反はん射しや的てきに美み咲さきを支ささえようとした両手は、汗あせでしっとりと濡ぬれた背せ中なかと腰こしに回されている。抱だきつかれた際さいに、バスタオルは美咲の体から落ちていた。

　吸すい付くような肌の感かん触しよくが、両りよう腕うでから直じかに仁じんの体を侵しん食しよくしてくる。重なった胸むな元もとには大きな弾だん力りよくがあって、足も絡からみ合っている。

　確たしかな存そん在ざい感かん。美咲がそこにいる。体を重ねている。無む視しのできない重さを伴ともなった実感。人ひとりが覆おおいかぶさっているのだから当然だ。生々しい体温が、長なが袖そでＴシャツ一枚まいを隔へだてて伝わってくる。じわじわと……。心を掻かき乱みだしてくる。

　おかげで、体中の血けつ液えきが一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうした。頭からは湯気でも出そうだ。目の前が赤く染そまっていく。視し界かいがちかちかしてきた。

「……」

「……」

　さらに、沈ちん黙もくが心を圧あつ迫ぱくしてくる。

　まずいと思った仁は、口を開いた。

「バカ、お前、なにやってんだ！」

　さっきは言えなかった言葉を、なんとか絞しぼり出す。

　しゃべっていないと理り性せいを保たもっていられなかった。

「冗じよう談だんきついぞ、美咲」

「あたしは本気だよ」

　胸むねに顔を埋うめたままの美咲が、額ひたいを擦こすりつけてくる。

「本気って、お前な。自分が何をしてるか、わかってんのか？」

「わかってるよ」

　落ち着いた美咲の声こわ音ねが、静けさに染み込こんでいく。

「わかってねえだろ」

「わかってるもん！」

　今度はストレートな感かん情じようが部屋いっぱいに広がっていった。

「……お前」

　顔を上げた美咲が仰あお向むけの仁を見下ろしている。長いまつ毛が切なげに震ふるえていた。

「あたしは、仁とそういう関係になりたい」

「なに言って……」

「あたしは仁が好き……仁だけが好き」

「……」

　美咲が真しん剣けんな眼まな差ざしで真っ直ぐに見つめてくる。

「こんなこと、仁にしかできないよ」

「……」

　きらきらと光る純じゆん粋すいな瞳ひとみから、仁じんは目を逸そらせなかった。

「こんなこと、冗じよう談だんなんかでできないよ！」

「……美み咲さき」

　いつものように、かわすことはできなかった。もう言うしかない。今、伝えるしかないと思った。

「だから……」

「美咲。俺おれはさ……」

「……」

「お前のことが好きなんだよ」

「仁？」

　信じられないのか、美咲の声はどこかとぼけたようだった。

「お前と同じで、俺はお前だけが好きなんだよ」

「ほんと？　本当に？」

「ああ」

　深しん刻こくそうだった美咲の顔に、光が差した。

「だったら、あたしを……」

「けど、ダメだ」

「どうして！」

「今、お前に触ふれたら、俺はお前を無茶苦茶にする」

「いいよ。仁なら」

「いいわけないんだよ」

「いいんだよ！」

「ダメに決まってんだろ」

「どうして！」

「……四年待ってくれ」

「わかんないよ……仁がわかんない」

「……」

「好きなのに、どうしてダメなの!?」

　それでもダメなことはある。

「俺もお前に言わないといけないことがあるんだ」

「なに？」

「スイコーを卒業したら、俺は大阪の大学に行くつもりだ」

　その言葉を美咲は目を逸らさずに受け止めていた。じっと仁を見つめている。

「ひとりになって、四年間は脚きやく本ほんの勉強に専せん念ねんする」

「知ってるもん」

「そっか」

　美み咲さきの返事に、仁じんが驚おどろきを感じることはなかった。もう知っているかもしれないとは思っていたから。

　部屋には受験の参考書が無む造ぞう作さに置いてあるし、空そら太たやはうはう、総そう一いち郎ろうにも話してある。千ち尋ひろも知っている。両親だってそうだ。美咲の姉、風ふう香かにも筒つつ抜ぬけだった。

「文化祭のとき、仁が風香ちゃんと話してるの聞いちゃったから」

「そっか」

「だけど、そんなのどうだっていいよ。毎日新しん幹かん線せんで会いに行くもん」

「そうじゃない。そうじゃないんだよ。俺おれの言っている大阪の大学に行くっていうのは、そういうことじゃないんだ」

　気持ちを、声こわ音ねを……深しん呼こ吸きゆうでもするように、仁は落ち着かせていった。

「なにが違ちがうの？　あたしと何が違うの!?　仁の言ってること全然わかんない！」

「……」

　仁とは対照的に、美咲の感かん情じようは熱を帯びる一方だ。

「あたしは仁が好き」

「知ってるよ」

「ううん、仁はわかってない！　あたしの好きは、この世界にひとつだけの好きなんだもん！　付き合って、デートして、チューをして……恋こい人びと同どう士しになりたいって言ってるんだよ！」

「……」

「仁の好きは違うの？」

「同じだけど、今は違う」

「……」

　そっと美咲の頭に手を重ねる。

「今の俺はお前を大切にできない」

「いいよ、それでも」

　美咲の声は、もう半分泣いていた。

「いいわけないだろ」

　胸むねの中心で渦うず巻まいている黒く濁にごった感情を、仁は必死に抑おさえ込こんでいた。

　──どんな形でもいいから、美咲のことを征せい服ふくしたい

　そう叫さけぶ悪あく魔まを眠ねむりにつかせるために……。

「いいわけないんだよ、こんなこと……」

　奥おく歯ばを噛かみ締しめて、甘あまい誘ゆう惑わくと邪よこしまな欲よく望ぼうに背せを向ける。

　それから、仁はゆっくりと美咲の頭を撫なでた。

　美み咲さきが強く抱だきついてくる。

「だったら、あたし、どうすればいいの……」

「何もしなくていい」

「そんなわけないよ……」

　胸むねの辺りが冷たい。美咲の涙なみだが冷たい雨を降ふらせている。

「お前は……そのままでいいんだよ」

「だけど、仁じんのことがわからない！」

「それでも、美咲はそのままでいいんだ」

「わかんないよ。仁のこと、仁の言っていることも」

「時間はかかると思うけどさ……俺おれが絶ぜつ対たいにお前に追いつくから」

「ちゃんとわかるように言ってよ！　なんで!?　あたしの何がいけないの？　言ってくれたら直すから！　あたしも変わるから！」

　感かん情じようが心の奥おく深ふかくに突つき刺ささってくる。

「……」

　だけど、仁に言えることは少ない。

「仁！」

　その声は、涙に濡ぬれて、喉のどの奥で割われていた。

　潤うるんだ瞳ひとみがじっと仁を見ている。

　だから、静かに最後の言葉を紡つむいだ。

「お前はそのままでいいんだ。そのままでいてくれ。俺の好きな、美咲のままで……」

「そんなのおかしいよ……！」

　嘆なげきの声が、美咲の絶ぜつ望ぼうを伝えていた。腕うでからも力が抜ぬけていく。

「おかしいよ……」

　床ゆかに落ちたバスタオルを拾いながら、仁は美咲と一いつ緒しよに起き上がる。すっかり湯冷めしてしまった体にバスタオルをかけてあげた。

「お前、もう一度風呂入ってこい」

　動き出そうとしない美咲の背せ中なかを押おして、仁は風ふ呂ろまで連れて行った。少し無理やり中に押し込こむ。

　しばらく待つと、激はげしいシャワーの音が聞こえてきた。その中に、美咲の嗚お咽えつが混まざっていることに気づいた。

　美咲が泣いている。声を上げて泣いている。だけど、涙を拭ぬぐうことが仁には許ゆるされない。

　仁は部屋には戻もどらず、玄げん関かんに足を向けた。

　外に出る。

　冷たい空気に身が震ふるえた。

　雪が降ふっている。

　深々と世界を白く染そめていく。

　一歩、また一歩と進むたびに、地面には足あし跡あとが残された。

　だけど、そのことに仁じんが気づいたのは、さくら荘そうを出て十分以上が経けい過かしてからだった。

「ああ、雪か……」

　ポケットに突つっ込こんだ手は、無む意い識しきに渡わたせなかった指輪を握にぎっていた。
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「今日は部屋の掃そう除じをするぞ」

　一月最後の日曜日。さくら荘そう１０１号室の住人である神かん田だ空そら太たは、昼食のお好み焼きを食べ、自室に戻もどるなりそう宣せん言げんした。

　ドア口から見み渡わたした室内はだいぶ荒あれている。床ゆかに散さん乱らんした教科書やプリント。漫まん画が本ぼんもあれば、ゲームソフトのパッケージ、雑ざつ誌しなんかも散らかり放題。気づかないふりをしていたけど、さすがにもう限げん界かいだ。

　年末年始は実家の福岡に帰き省せいしていたので大掃除はできなかったし、冬休みが終わってさくら荘に戻ってきてからも、三学期がはじまったりと色々あって、ゆっくり掃除をしているヒマはなかった。

　外の冷たい空気を我が慢まんして、換かん気きのために窓まどを全開にする。

　すぐさま、ベッドの隅すみっこでおしくらまんじゅうをしていた七匹ひきの猫ねこたちが、一いつ斉せいに不満の鳴き声を上げた。

　けど、窓を閉しめろという猫の要求を呑のむわけにはいかない。

「はいはい、掃除するからお前たちは部屋から出て行きなさい」

　そう言って、素す直なおに従したがってくれる猫たちではない。空太は、白猫のひかり、黒猫ののぞみ、三毛猫のこだま……と一匹ぴきずつ順番に持ち上げて、七匹の猫を廊ろう下かに追い出した。

「これでよし」

　邪じや魔ま者ものはいなくなった。

　いや、もう一匹大きな猫が残っている。

　部屋のほぼ真ん中。座ざ布ぶ団とんの上にぺたんと座すわっているひとりの少女。おすまし顔で、少女漫画を熱心に読んでいるのは、２０２号室に住む天才画家の椎しい名なましろ。去年の十一月からは、月げつ刊かん誌しに連れん載さいを持つ、プロの漫画家という肩かた書がきもついている。

「空太」

　漫画本から視し線せんを逸そらさずに声をかけてきた。

「なんだよ」

「寒いわ」

「窓を開けたからな」

「冬なのに？」

「掃除するの！　換気してんの！　おわかり？」

「冬なのに？」

「掃除に季節は関係ないだろ！　てか、寒いなら自分の部屋に戻りなさい」

「空そら太たも来る？」

「俺おれは掃そう除じをするの！」

「じゃあ、いかない」

　再ふたたび漫まん画が本ぼんに集中したましろは、さくっと空太の提てい案あんを無む視ししてくれた。さすがに、七匹ひきの猫ねことは違ちがって、持ち上げて部屋の外に連れて行くわけにもいかない。

　掃除をするには若じやつ干かん邪じや魔まだけど、部屋のオブジェだと思うことにしよう。

　まずは散らかった床ゆかの整理だ。教科書は教科書でまとめ、プリントはプリントで束ねていく。雑ざつ誌しはいる雑誌と捨すてる雑誌に分別し、どこから舞まい込こんだのかよくわからない商店街のチラシは、丸めてゴミ箱に放り込んだ。さすがに三ヵ月前の特とく売ばい情じよう報ほうはいらない。

　積み重なった古いゲーム雑誌の隙すき間まからは、一学期の期末試験が出てきた。数学。六十七点。よくも悪くもない普ふ通つうの点数だ。これも丸めてゴミ箱に投げ込んだ。

　ゲームソフトのパッケージはＴＶの横に立てて並ならべた。中身を確かく認にんすると、別のタイトルのソフトが入っているケースがやたらに多い。中身を正しく入れ替かえるのには、結けつ構こう時間がかかった。それでも、三十分ほどで、ひとまず床の上は片かた付づいた。

「空太」

「ん？」

　名前を呼よばれて振ふり向くと、声をかけてきたましろは紙切れのようなものを手に持っていた。

「これは？」

　そう言ってましろが差し出してきたのは、紙切れではなくて、一枚の写真だった。本と本の間に挟まっていたのを引っ張ぱり出してきたらしい。

「あっ」

　その写真を目にしたとき、空太は口をぽかんと開けていた。体の中心に懐なつかしい感覚が集まってきて、あたたかい気持ちになっていく。

　さくら荘そうの玄げん関かん前まえで撮とった集合写真。

　それは、空太がはじめてここにやってきたときに撮った写真だったから。




　　　　２




　生まれてはじめて呼び出された校長室は、同じ学校の中なのに、いつも使っている教室とは雰ふん囲い気きが全然違ちがっていた。どこか厳げん粛しゆくで堅かた苦くるしい。空気もひんやりとしていて冷たい。別にクーラーが効きいているからとかじゃなくて……。

　それに、ひとつひとつの音がやけにはっきり聞こえた。「失礼します」と言った自分の声も。ドアを閉しめる音も。放課後のグラウンドから響ひびいてくる部活の掛かけ声も。野球部とサッカー部が張はり合っている。校長の「うむ」という小さな声も……そのすべてが狭せまくはない校長室の隅すみ々ずみまで広がっていき、天てん井じようや壁かべに吸すい込こまれていく。

　部屋の両りよう脇わきの壁かべには、背せの高い木もく製せいの棚たなが並ならび、トロフィーや額がくに収おさめられた賞しよう状じようが飾かざられていた。

　運動部のものは殆ほとんどない。あるのは、音楽、美び術じゆつといった芸術系のコンクールにおける入賞を称たたえたものばかりだ。

　それもそのはずで、通つう称しようスイコーと呼ばれるこの学校の正せい式しき名めい称しようは、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう。音楽、美術、映えい像ぞう、文ぶん芸げい、演えん劇げき、放送などといった学部学科を備そなえ持つ、総そう合ごう芸げい術じゆつ大だい学がくの付属高校であり、この高等部にも普ふ通つう科かの他に、音楽科と美術科というふたつの芸術科コースが存そん在ざいしているのだ。

　そんな学校の校長室のほぼ中心に、普通科に在ざい籍せきする一年生の空そら太たは足を揃そろえて立っていた。緊きん張ちようした面持ちで、入り口正面奥おくに机つくえを構かまえたひげ面づらの校長と向かい合っている。

　夏休みを間近に控ひかえた七月の半ば。学校生活にも慣なれ、スイコーの制せい服ふくも着慣れたものだけど、校長室の雰ふん囲い気きは完全にアウェイだった。

「君が神かん田だ空太君かね」

「は、はい」

　裏うら返がえった声で返事をする。

「ここに呼よび出された理由はわかっているね？」

　果たして、全ぜん国こく平へい均きんで見て、校長室に呼び出しを受ける生徒というのは年間何人くらいいるんだろう。一パーセントもいない気がする。

　当然、こんな場所に呼び出しを受けるからには、それ相そう応おうの理由というものがある。

　そして、それ相応の理由があれば、当人にだって心当たりというものはあるものだ。

「はい、なんとなくは」

　間ま違ちがいなく、一ヵ月前に拾った猫ねこが原げん因いんだ。白い毛け並なみの子猫。名前はひかりとつけた。でも、空太が暮くらしているのは、生徒の間では『一いつ般ぱん寮りよう』と呼ばれるごく平へい凡ぼんな学生寮で、残念ながらペットは不ふ可かとなっている。

「ね、猫のことですよね？」

「話が早くて助かるよ」

「それで……俺おれはどうなりますか？」

「神田君は、さくら荘そうのことは知っているかね？」

「はい、もちろん」

「もちろんか。この学校の校長としては、あまりうれしい知名度ではないね」

「で、ですよね……」

　さくら荘。

　それは、一般寮の他にもうひとつある学生寮の名前だ。

　選ばれたものだけが入にゆう寮りようを許ゆるされる特別な場所。

　ただし、選ばれてうれしいことはひとつもない。

　なぜなら、さくら荘そうとは、学校や寮生活で問題を起こした生徒が集められた更こう生せいの場であり、要するに問題児の巣そう窟くつだから。

　──さくら荘の住人イコール普ふ通つうじゃない

　学校内ではそう認にん識しきされており、そんなはみ出しもののレッテルを貼はられたら、まともな高校生活は送れなくなる。あそこに行ったら最後。平へい穏おんな生活には戻もどれない。さくら荘には関わっちゃいけない。そうした噂うわさが学校内には溢あふれているのだ。

　わざわざ『一般寮』が『一般寮』と呼ばれるのも、『特別』であるさくら荘が存そん在ざいしているからに他ならない。

　学校関係者の間では、さくら荘に行くことは『島流し』と呼よばれているくらいだ。

　その島流しにあうか、あわないかの瀬せ戸と際ぎわに、今、空そら太たは立たされていた。

「猫ねこを捨すてるか、一般寮を出るか選びたまえ」

　校長がひげを撫なでる。

　それをぼんやりと見ながら、空太は、

「では、寮を出ます」

　と即そく答とうしていた。

　少し驚おどろいたように校長が目を見開く。

「後こう悔かいはないかね？」

「ないです」

　提てい示じされた選せん択たく肢しのひとつは、空太にとってないのと同じだ。拾った猫を自分の都合で捨てるくらいなら、最初から見て見ぬふりをした。それができなかったからこそ、空太は捨て猫を拾い、里親を探さがしてあげるつもりで、ペット不ふ可かの一般寮で猫と過すごしてきたのだ。

「そうか。では、決定だ」

「……」

「神かん田だ空太君」

「は、はい」

「今後はさくら荘が君の生活の場となる」

「わ、わかりました」

　空太の言葉を聞き届とどけた校長は、手元の書類に力強くハンコを押おした。

　それが、さくら荘への島流しが決まった瞬しゆん間かんだった。




　さくら荘はなだらかな上り坂の頂ちよう上じようにあった。

「こ、ここがさくら荘か……」

　空そら太たは眉み間けんに皺しわを寄よせた険けわしい表ひよう情じようで、さくら荘そうを見み据すえる。

　夕日を浴びて赤く染そまったボロアパート風の建物。木もく造ぞうの二階建て。古びた瓦かわらの屋根。門もん扉ぴの外に掲かかげられた表札はくすんでしまって、『さくら荘』の文字が殆ほとんど読めなくなっている。

「と、とりあえず、想そう像ぞうの三倍くらいはボロいな……」

　それが空太の最初の感想だった。

「だいたい、あの校長も校長だ。普ふ通つう、その日のうちに一いつ般ぱん寮りようを追い出すか……」

　さすが島流し。執しつ行こう猶ゆう予よなしの実じつ刑けい判はん決けつ。ルールを破やぶった生徒に対する見せしめなんだろうか。

　校長室をあとにした空太は、一度一般寮に戻もどった。引っ越こしのことでものんびり考えようと思っていたのに、そんな時間は与あたえてもらえず、待ち構かまえていた寮りよう母ぼさんに言われるまま、必ひつ要よう最さい低てい限げんの着き替がえと教科書類をまとめることになった。それが終わると、今からさくら荘に行くようにと指し示じされて、白しろ猫ねこのひかりと一いつ緒しよに、空太はあっさり一般寮を追い出されたのだ。

　そんなわけで仕方がなく、さくら荘の前までやってきた。

　残りの荷物は後日少しずつ運び込こむ手はずになっている。

「はあ〜」

　思わず、ため息が零こぼれる。

　校長に後悔はないかと聞かれ、あれほどきっぱり「ない」と答えたのに、早くも決意がぐらぐらと音を立てながら揺ゆらいでいる。

　いくら猫を守るためとはいえ、意地を張はりすぎたかもしれない。

「何度見てもボロいな。一般寮とはえらい違ちがいだよ……」

　四月から住んでいた一般寮は、外観を白っぽく塗と装そうされた鉄てつ筋きんコンクリート製せいの建物で、そろそろ築ちく十年くらいになるはずだけど、まだまだ見た目は新しくて綺き麗れいだった。

　それぞれ屋根の色が違う男子寮と女子寮が並ならんでいて、帰ってくるたびに、双ふた子ごみたいだなあと思ったものだ。その感覚が今ではもう懐なつかしくすらある。

　不満があったとすればひとつだけ。一般寮は高校の裏うら門もんを出て、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの広大な敷しき地ちをぐるりと半周したところにあり、急ぎ足で十五分、普通に歩くと二十分と、微び妙みように遠かったことくらいだ。そのせいか、一般寮に住んでいる生徒の半分くらいが、自転車通学をしていて、空太と同室だった宮みや原はら大だい地ちという同級生も、自転車で通っていた。空太が遅ち刻こくしそうな日には、よく後ろに乗せてもらっていたものだ。

　でも、そんな生活ともさようならをしなければならない。

　今日から、ここさくら荘が空太の生活の場となるのだから。

　同室だった大地には、あとできちんと事じ情じようを説明しておこう。きっと部活が終わって帰ってきたら、空太がいなくてびっくりするだろうから。

　腕うでの中でひかりが「にゃ〜」と鳴いた。心配してくれているようだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。なにも、卒業までずっとさくら荘そうで暮くらすわけじゃないんだ。お前を可愛かわいがってくれる里親が現あらわれたら、すぐに一いつ般ぱん寮りように帰れるからさ」

　頭を撫なでると、気持ちよさそうにひかりが目を瞑つぶる。

　それから、空そら太たは深しん呼こ吸きゆうをした。

「問題児の巣そう窟くつって言っても、さすがに宇う宙ちゆう人じんや怪かい物ぶつが住んでるわけじゃないだろ。同じ高校生なんだから、ビビることはないって」

　そう自分に言い聞かせ、

「よし」

　と決意を固めた。

　門もん扉ぴをくぐり、さくら荘の敷しき地ちに足を踏ふみ入れていく。

　玄げん関かんまでは五、六メートル。砂じや利りに囲まれた飛び石の上を進み、古い日本の家といった趣おもむきの引き戸の前に立った。

　扉とびらの横についている呼よび鈴りんを鳴らす。

「……」

　返事はない。

　というか、中から人の気配がまるでしない。

「ごめんくださ〜い」

　軽くノックをしてみる。

「……」

　でも、やはり返事はない。

　さて、どうしたものか。住人が帰ってくるまで待つべきか。とはいえ、いつ帰ってくるかもわからない正体不明の相手を待つのもしんどい。

　空太は恐おそる恐る扉に手を伸のばし、とりあえず、開くかどうかを試してみた。

　すると、軽々と開いてしまった。

「不用心だな……」

　泥どろ棒ぼうが入ったらどうするんだろう。いや、こんなボロい学生寮では、泥棒の方から願い下げなのか。それ以前に、玄関先でうだうだやっていたら、近きん隣りんの住人から空太が泥棒と間ま違ちがわれてしまう。

「お邪じや魔まします……」

　空太は覚かく悟ごを決めて玄関に足を踏み入れた。

　後ろ手に扉を閉しめる。

　古い家屋独どく特とくの不思議なにおいがする。不ふ快かい感かんはなくて、なんだか懐なつかしい。おじいちゃんの家に遊びに行ったときのような感覚。古いけど汚きたないわけじゃないことに、空太は少しほっとした。

「すいませ〜ん、誰だれかいませんか？」

　またしても、返事はない。

　仕方がないので、靴くつを脱ぬいで玄げん関かんに上がる。

　一いち応おう、一いつ般ぱん寮りようを出るときに、寮りよう母ぼさんからさくら荘そうの部屋番号は聞いている。

　１０１号室だ。

　玄げん関かんを入って左側に見えたのは、管理人室と書かれたドア。さくら荘には、監かん督とく役やくの先生が一いつ緒しよに住んでいると聞いているから、たぶん、そこがその先生の部屋なんだろう。美び術じゆつを担たん当とうしている千せん石ごく千ち尋ひろ先生だったはずだ。

　問題児の巣そう窟くつの中で、唯ゆい一いつ空そら太たが望みを託たくしている人物でもある。

　学校では凛りんとしていて、仕事のできる大人おとなの女じよ性せいといった感じなので、きっと空太の力にもなってくれるはずだ。

　管理人室の奥おくは、共通の食堂というか、ダイニングのように見えた。

　正面は二階に上がる階かい段だんになっている。二階は女子の部屋で、男だん子し禁きん制せいだったはず。

　空太の部屋はどうやら右側にあるようだ。

　板いた張ばりの床ゆかに踏ふみ出すと、みしっという嫌いやな音がした。まさか、急に底が抜ぬけたりしないだろうなと思いながら、慎しん重ちような足取りで部屋を探さがす。

　とは言っても、すぐに見つかったのだが。

　玄関に上がって右方向……一番手前にあった部屋のドアに、１０１号室のプレートがかかっていた。

「ここか」

　ドアノブを回す。やはりというか鍵かぎはかかっていない。

　ゆっくりとドアを開けて、まずは隙すき間まから中の様子を覗のぞいてみた。

「……」

　当然のことだが誰もいない。

　そこで大きく息を吐ついてから、空太はドアを全開にして部屋の中に入った。

　六ろく畳じよう一ひと間ま。床は一いち応おうと言った感じの絨じゆう毯たんで洋室。でも、天てん井じようの板目を見ると、和洋が混まざった不思議な印象も受ける。

　そんな空間に、ベッドと机つくえだけがぽつんと置かれていた。

「結けつ構こう広いな……」

　四月から生活していた一般寮が二人部屋だったからかもしれない。あとは物が全然置かれていないせいか。

　掃そう除じは隅すみ々ずみまで行き届とどいていて、埃ほこりっぽさは全然なかった。空あき部べ屋やなのに、少し意外だ。想そう像ぞうしていたさくら荘のイメージとは、だいぶ違ちがってきている。

　案外いい場所なんじゃないだろうか。住めば都って言葉もあるくらいだし。

　しばらく突つっ立って部屋を観かん察さつしていた空そら太ただったけど、手持ちぶさたになって、ベッドに腰こしを下ろした。

　廊ろう下かの床ゆか板いたと同じで、危あやうい軋きしんだ音がする。

　ひかりが膝ひざの上に飛び乗ってきた。空太の顔を見上げてくる。

　その頭を撫なでながら、もう一度部屋の中を見回した。

「静かだな」

　家鳴りはしているけど、人の気配は全然ない。

　今のところは普ふ通つうの古い家。

　これならさくら荘そうでもやっていけるかもしれない。

　そう思うと、すっかり気は緩ゆるんで、空太は背せ中なかからベッドに倒たおれ込こんだ。

「どんなすごい場所かと思ったけど、全然いいじゃん」

　寝ね転ころがったまま伸のびをする。そのとき、逆さかさまの視し界かいの中に、押おし入いれというか、クローゼットというか……観かん音のん開びらきになった収しゆう納のうの扉とびらを空太は捉とらえていた。

「よっ」

　と声をかけて飛び起きると、収納扉の前に立った。特に興きよう味みを引かれたわけでもないけど、そこに扉があれば、開けたくなるのが人間の性さがというものだ。

　空太はそんな軽い気持ちで、観音開きの扉を両手で開けた。

「……」

　空っぽだと思っていた収納の中には、何かがいた。

　二に段だんになった収納の上の段に、体たい育いく座ずわりをした少女の座ざ敷しきわらしが一匹ぴき。同じ目線の高さから、真っ直ぐに空太のことを見ていた。

「……」

「……」

　とりあえず何も見なかったことして、空太は扉を閉しめた。

「俺おれ、疲つかれてるのかな……」

　きっと、そうだ。自分で思っている以上に、さくら荘への島流しが精せい神しんを蝕むしばんでいるに違ちがいない。だって、こんなところに人が収おさまっているはずがないから。

「見み間ま違ちがいだよな……」

　恐おそる恐る、空太はもう一度収納の扉を開けてみた。

　でも、残念なことに、状じよう況きようは先ほどとまったく一いつ緒しよだった。

「ぎゃああっ！　なんかいるっ!!」

「どろぼー!!」

　悲鳴を上げた空太に対たい抗こうするように、座敷わらしも声を張はり上げた。

「うわあああああっ！」

　突とつ然ぜんの大声に、空そら太たは慌あわててその場を離はなれ、部屋の外まで走って逃にげた。びっくりしたせいで、心しん臓ぞうはばくばくいっている。玄げん関かんの前まで来て、一度背はい後ごを振ふり返った。

　すると、どうしたことだろうか。先ほどの座ざ敷しきわらしが全ぜん力りよく疾しつ走そうで追いかけてきている。

「げっ！」

「どろぼー！」

「ち、違ちがっ！　お、俺おれは一年の……」

　と空太が言いかけたところで、勢いきおいを殺さずに突つっ込こんできた座敷わらしのタックルをもろに食らってしまった。

「ぐへっ！」

　受け身も取れずに床ゆかに押おし倒たおされた空太は、マウントポジションを取られていた。

「まいったか、どろぼーくん！」

「いや、だから、違っ！」

　そこで改めて視し線せんがぶつかった。

　ぱっちりと大きく開いた目が空太を見下ろしている。よく見れば、スイコーの制せい服ふくを着ている。つまり、座敷わらしの正体は、同じ学校の女子生徒。やわらかそうな唇くちびるを、つんと前に突つき出して、わずかに頬ほおを膨ふくらませた顔はなんともかわいらしい。そこにいるだけなのに、周囲を明るく照らす健康的な存そん在ざい感かんが、その女子生徒にはあった。空太は弁べん解かいするのも忘わすれて、思わず見み惚ほれた。かわいい。だいぶ、かわいい。ほんとにかわいい。

　そう意い識しきした瞬しゆん間かん、空太の心臓は小さく跳はね上がった。

　その上、女子生徒はスタイルもよくて、胸むな元もとで大きく膨らんだ曲線はウエストできゅっと細くなり、お尻しりに向けてまた広がっていく。

　上級生に疎うとい空太でも、自分のお腹なかにまたがっている女子生徒のことは知っていた。スイコーで一番の有名人。たぶん、全校生徒が彼かの女じよのことを知っている。

　美び術じゆつ科かに所しよ属ぞくしている二年生。

　名前は上かみ井い草ぐさ美み咲さき。

　有名なのは、数々の奇き行こうが目立つから。噂うわさがあとを絶たたないのだ。なんでも、十年ぶりぐらいに出た芸術科の特待生だったのに、その権けん利りをわずか一ヵ月で剥はく奪だつされたとか……。グラウンドにライン引きを使って地上絵を描かいたとか……まあ、これは空太たちの入学式のときに本当にやっていたのだけど……。他にも、素そ行こうを注意してきた担たん任にんの教きよう師しを、言葉だけで再さい起き不ふ能のうにしたとかしないとかもあれば、クマの着ぐるみで、学校に登校している姿すがたを見かけたこともある。その他、真しん偽ぎのはっきりしていない噂も含ふくめたら、それこそ数えきれないほどの逸いつ話わを美咲は持っているのだ。

　その学校一の有名人、上井草美咲が目の前にいる。こんなに近くで見るのははじめてだった。かわいいと評ひよう判ばんではあったけど、近くで見るともっとかわいい。でも、その外見に騙だまされてはいけないという噂うわさも耳にしている。

「誰だれだ！」

　元気いっぱいに美み咲さきが疑ぎ問もんをぶつけてきた。

「あ、俺おれ、その、一年の……」

　せっかく訪おとずれた弁べん解かいの機会なのに、上う手まく言葉が出てこない。

　それもそのはずで、冷静でいられる体たい勢せいではなかった。学校でも美少女と評ひよう判ばんの先せん輩ぱいが、お腹なかに乗っているのだ。

　やわらかいお尻しりの感かん触しよくと熱いくらいの体温が、空そら太たの脳のう内ないを掻かき乱みだしていく。スカートの中の様子は見えないけど、美咲のお尻と、空太のお腹の間には、パンツと制せい服ふくのシャツという薄うすい布ぬの切きれしかないはず。

　女子と手も繋つないだことのない空太の脳は、あっさりと処しよ理り能のう力りよくの限げん界かいを迎むかえ、煙けむりを噴ふき出しながらショートした。

　顔を真っ赤にしたまま、硬こう直ちよくする。

「あれ？　どったの、どろぼーくん？」

「……」

「お〜い」

　容よう赦しやなく美咲が空太の頬ほおを指でつんつんと突ついてくる。

「はっ！」

　ようやく空太は再さい起き動どうした。

「お、俺は泥どろ棒ぼうじゃないです！」

「じゃあ、こそどろくんだ！」

「なんかランクが下がった!?」

「成敗！」

　額ひたいに美咲がチョップを叩たたき込こんでくる。それをなんとか白羽取りで受け止めた。でも、すぐに美咲の体温に反はん応のうして、空太は手を離はなした。おかげで、チョップを食らうはめに……。

「いでっ！」

「まいったか！」

「ち、違ちがうんです！　俺は今日からここでお世話になることになった一年の神かん田だ空太っていいます！」

　密みつ着ちやくしている部分の感かん触しよくに、再ふたたび脳が熱ねつ暴ぼう走そうしそうだ。それでも、なんとか弁べん解かいの言葉を最後まで綴つづった。

「泥棒はみんなそう言うんだも〜ん！」

「い、言わないでしょ！　泥棒イコール俺なんですか？」

　そこに、白しろ猫ねこのひかりが寄よってきた。にゃ〜と鳴いて空太の顔をなめてくる。

「あ、こいつはひかりです。猫ねこを飼かっていたせいで、一いつ般ぱん寮りようを追い出されたんですよ」

「おお、そうか。そらたんにひかりんだね！」

　そう言いながら、美み咲さきがひまわりのような笑みをぱっと咲さかせた。ハートを刺し激げきされた空そら太たの心しん拍ぱく数すうがぐんと上がる。

「……あ、え？　え、ええっと」

　急に友好的になった美咲に、空太は戸と惑まどうばかりだ。

「そらたんは、犬いぬ派はと猫派だったら、やっぱり猫派？」

　はて、なんの話だろうか。突とつ然ぜん話が飛んだ気がするけど気のせいだろうか。

「そ、そうですね」

　と答えている途と中ちゆうで、

「あたしは断だん然ぜんクマ派だよ！」

　と美咲に遮さえぎられた。全然頭が美咲についていけない。なんだろうか、このテンションの高さは。宝くじで三億円くらい当たらないと、人はこんなに元気になれない気がする。

「そらたんは話を聞いているのか！」

「と、とりあえず、そのあだ名はやめてください。どこの萌もえキャラですか」

「そらぽんはさあ」

「ゆるキャラになった？」

「ソラニンはどうなの？」

「有機化合物？」

　ほんとにもうどうなっているんだろうか、この状じよう況きようは……。それに、この上かみ井い草ぐさ美咲なる人物は……。なんで、空太の部屋にいたのだろう。しかも、収しゆう納のうの中に……。謎なぞすぎる。

　そう言えば、噂うわさの続きを思い出した。上井草美咲はかわいい。でも、ただかわいいだけじゃない。それ以上にウザいのだと……。ゆえに、『無む駄だかわいい』とか『ウザかわいい』なんて校内では囁ささやかれていた。なんてことだ。

　噂に尾おひれがつくどころか、本物は噂以上ではないか。

「そらにゃんは何が気に入らないんだ！　仲良し同士はあだ名が基き本ほんだよ！」

「まだ仲良くなってないと思います。それに、そらにゃんだけはまじで勘かん弁べんしてください。あれ、おかしいな、頭が痛いたくなってきたぞ」

「それでね、たんたん」

　どんだけあだ名が出てくるんだろうか。

「とある会社の社長さんはね、毎朝、近くの公園をジョギングするのが日課だったんだって」

「……はあ」

「その公園はポイ捨すての空き缶かんがたくさんあって、それを見かねた社長さんは、ジョギングのついでに、毎日、空き缶をひとつずつ拾うことにしたんだよ」

「そ、そうですか」

「でも、ポイ捨すてされる空き缶かんの数は、社長さんが拾う数よりぐ〜んと多いから、減へる気配がないどころか、どんどん増ふえていったんだよ」

「なんか、悲しい話ですね」

「だけど、社長さんはジョギングしながら毎日空き缶を拾い続けた！」

「……へ〜」

　今、自分はどういう状じよう況きよう下に置かれていて、どこに向かおうとしているんだろうか。未来がまったく見えてこない。

「すると、どうしたことでしょう！　ある時期を境さかいにして、公園の空き缶はどんどん減っていったではありませんか！　もちろん、社長さんが拾う数を増やしたわけじゃないんだよ？」

「不思議ですね。それで結末はどこに向かうんでしょうか」

「真相はずばり！　その社長さんの行いを見ていた他のランナーたちが、社長さんに感化されて、ひとり、またひとりと公園の空き缶を拾うようになっていたからなのだ！」

「おお、それはすごい！」

「やがて、たったひとりの行動は、公園を使う大おお勢ぜいの人々の活動へと繋つながり、公園から空き缶はなくなったのでした！　めでたし、めでたし」

「それで、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいは結局何が言いたいんですか？」

「人間は捨てたもんじゃないってことだよ！　空き缶を捨てる人はいるけどね！」

「そうじゃなくて、なんで急にそんないい話をしたのかを聞いてるんですけど……」

「理由などない！」

「……そ、そんなバカな!?」

　理り解かいの範はん疇ちゆうをはるかに超こえた美み咲さきの言動についていけず、空そら太たの脳のうは再ふたたびショートした。

「あれ？　どったの？」

「……」

「お〜い」

　ぺちぺちと頬ほおをはたかれて、空太は正気に戻もどった。

　さくら荘そうは問題児の巣そう窟くつ。でも、いくらなんでも住んでいるのは同じ人間だと思っていた。思っていたのに……。

「いたよ、宇う宙ちゆう人じん！」

「どこに!?」

「ここだ！」

「そらちんは面白い子だね」

「……先輩にだけは言われたくないです。てか、いい加か減げんどいてください！」

　今も空太はマウントを取られた状じよう態たいなのだ。

　密みつ着ちやくしたお尻しりとお腹なかの熱が全身に広がっていき、じっとりと汗あせをかいている。のぼせて鼻血が出てきそうだ。

「どうした、そらりん！　顔が真っ赤じゃないか!?」

　美み咲さきの両手が伸のびてきて顔をがっちり掴つかまれた。

「ちょ、先せん輩ぱい、離はなして、どいて！」

　じたばたするけど、美咲は解かい放ほうしてくれない。

「遠えん慮りよしなくていいのに」

「俺おれが今、何を遠慮してますか!?　誰だれか助けて！　心が壊こわれそうです！」

　空そら太たの願いが天に届とどいたのか、ガラガラと音を立てて玄げん関かんの扉とびらが開いた。

　開いた扉に視し線せんを向けると、スーツ姿すがたの女じよ性せいが帰ってきた。

　ここで救世主の登場だ。

　さくら荘そうで生徒の監かん督とく役やくをしている教きよう師しの千せん石ごく千ち尋ひろ。

　でも、なんだろうか。学校で見るときと何やら印象が違ちがう。床ゆかに転がってマウントを取られた空太を見る目は、まるでうじ虫でも見ているかのようだ。

　いや、でも、あの千尋先生に限ってそんなことがあるはずない。

「せ、先生助けて！」

「はあ、誰よあんた？」

　しゃべり方まで、イメージと違う。

「こら、上かみ井い草ぐささん、あなたは何をしているの」

　とか言って、凛りんとした態たい度どで美咲を注意してくれるかと思っていたのに。

　あろうことか、誰よあんたって……。

「きょ、今日からお世話になることになった一年の神かん田だ空太です！」

「あ〜、そう言えば、帰りがけに校長が、ひとりさくら荘で預かってくれとか、わけわかんないこと言ってたかしらね」

　なんか学校と感じが違うのは、気のせいじゃない気がしてきた。

「わけわかると思いますけど!?」

「はあ、なんで？」

「それこそ、なんでだ!?」

「私、今から合コンなのよ？　生徒のことなんかいちいち考えていられるわけがないでしょ？」

「今なんと？」

　聞き間違いであってほしい。

「私、今から合コンなのよ？　生徒のことなんかいちいち考えていられるわけがないでしょ？」

　そこで、空太は本日三度目のフリーズを味わうことになった。口を開けたまま、明後日の方向に意い識しきが飛んでいく。

「……」

「あんたちょっと、ショック死とかやめてよね」

「……」

「それと、一いち応おう言っておくけど、男女で合体するのは禁きん止しだから」

「わ、わかってますよ！　それ以前に、合コンがどうとか、とんでもないことを一いち字じ一いつ句く間ま違ちがえずにリピートしないでください！」

「聞き返してきたのは、あんたでしょ。頭大だい丈じよう夫ぶ？」

「今のですっかりおかしくなりました！」

　どうなっているんだ、さくら荘そうは。まさか、監かん督とく教きよう師しまでこんな有あり様さまだと誰だれが想そう像ぞうしただろう。予想のはるか上をいっている。超ちよう越えつしている。なんてこった。

「あ〜、それから、神かん田だ」

「は、はい、なんですか？」

「聞いてるかもしれないけど、今さくら荘には、そこの上かみ井い草ぐさの他にもうひとり、二年の三み鷹たか仁じんって男がいるから、適てき当とうに仲良くやんのよ。面めん倒どうとか起こして、私に迷めい惑わくかけたら、ただじゃおかないから」

「……」

　返す言葉もない。なんという職しよく務む怠たい慢まんだろうか。絶ぜつ望ぼうに打ちひしがれている空そら太たをよそに千ち尋ひろは、

「あ〜、なんで夏は暑いのかしら。もう意味わかんないわ」

　とかものぐさな発言を残して、管理人室に消えていった。

　その後ろ姿すがたを見送った空太は何も見えなくなっていた。まさか、こんなに早く、唯ゆい一いつにして最大の頼たのみの綱つながぶちっと切れるとは……。心が折れそうだ。いや、もう軽く折れ曲がっている。本当に頭がおかしくなりそうだ。

「もうダメかもしれない……」

　絶ぜつ望ぼう的てきな気分になる。こんなところでやっていく自信はない。せめて、もうひとりの住人とやらが、まともな人間であることを願おう……。

「ダメだぞ、そーりゃん！」

　突とつ然ぜん、美み咲さきに襟えり元もとを掴つかまれて、ぐいぐいと揺ゆすられる。

「もっと元気に張はり切ってがっついていかないと！　あたしが楽しくないじゃん！」

「無茶言わないでください。俺おれの青春が、今日終わったんですよ……」

　体に力が入らない。

「さては、あれだな？　何事もほどほどでいいとか言っちゃう草そう食しよく系けいか！　ダメだぞ、そんなのは！　もっとモリモリ食べないと！」

「草食なめたらダメですよ……。あいつらはね、めちゃくちゃ食うんですよ。ゾウなんてもうあほかっていうくらい食べるんですから。がっついてますよちゃんと。それを言うなら、小しよう食しよく系けいなんですよ。つうか、俺おれ、なに言ってんですかね……あはは」

「じゃあ、ゲームで勝負だ！」

「ほんと、話、まったく聞いてくれないんですね！　なんすか、その脱だつ衣いマージャンもびっくりな急きゆう展てん開かいは！」

　さっきは頼たのんでも離はなれてくれなかったのに、美み咲さきはもう立ち上がっている。どたどたと二階かいに駆かけ上がっていった。

　自由すぎる。フリーダムだ。

　それとは対照的に、空そら太たはなんとか汗あせだくの体を起こした。体が重い。わずか十分程てい度どの間に受けたダメージは深しん刻こくだ。これは早急に手を打つ必要がある。なんとしても、さくら荘そうから脱だつ出しゆつしないといけない。宇う宙ちゆう人じんに洗せん脳のうされてしまう。

「ひかりを可愛かわいがってくれる里親が現あらわれたら、俺は全力でさくら荘から出て行くぞ！」

　そう決意したところに、美咲が戻もどってきた。驚おどろいたことに両手に超ちよう薄うす型がたＴＶを抱かかえている。しかも、五十二インチ。倍ばい速そく再さい生せいにも対たい応おうしていて、映えい像ぞうの遅ち延えんにはめっぽう強い最新のやつだ。アクションゲームも快かい適てきに動く優すぐれもの。

「はい、これ持って！」

「おもっ！」

　面食らったままの空太にＴＶを預あずけると、美咲は再ふたたび二階に駆け上がっていく。そして、今度はこれまた最新のゲーム機と大量のソフトを取り揃そろえて戻ってきた。そのまま、空太の部屋のドアを足で開けて、駆け込んでいく。

「らったん、早く！」

　空太は「誰だれが、らったんですか」と言いながらも、美咲に従したがうしかなかった。

　ＴＶは床ゆかに直じか置おきして、早速ケーブルを繋つないだ。もちろん、ゲーム機も接せつ続ぞくする。美咲はＴＶとゲーム機のスイッチを入れている。続けて、ゲームソフトを挿そう入にゆう。

「ちょい待った！」

「待てん！」

「なんで、歴史シミュレーションゲームを投入するんですか！」

「天下分け目の戦いにふさわしいじゃん！　あたしは上うえ杉すぎでやるね」

「じゃあ、俺は武たけ田だで……って、何時間かかると思ってるんですか！」

「川かわ中なか島じまで決着をつけようじゃないか！　武田の！」

　取り出しボタンを押おしてＲＯＭを抜ぬき出す。

「あ、なんで出しちゃうんだよぉ！　親方様〜！」

　木の実を口に溜ため込こんだリスのような顔で、美咲が不満をぶつけてくる。そんな顔もすばらしくかわいらしい。だが、ときめいている場合じゃない。相手は宇宙人だ。騙だまされるなと必死に言い聞かせる。

　空そら太たは代わりに、大量にあるゲームソフトの中から３Ｄ格かく闘とうゲームを選び、ＲＯＭをゲーム機に挿そう入にゆうした。対戦と言えばやはり格ゲーだ。

　横を見ると、美み咲さきはもうコントローラーを握にぎっている。不満はいつの間にか解かい消しようされたらしい。

「え〜っと、俺おれが勝ったら、名前は普ふ通つうに呼んでくださいよ、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい」

「あたしは、プロレスラー！　プロレスラー最強説を信じてる！」

　聞いちゃいない。美咲はさっさとキャラクターを選せん択たくしている。強力な投げ技わざを持つ重量級のキャラクター。

　対する空太は、ひげもじゃの漁りよう師しに決めた。こちらも威い力りよく抜ばつ群ぐんの投げ技を持っている投げキャラだ。ステージはランダムを選択。

　二本先取の三ラウンド制せい。

　画面がステージに切り替かわると、南の小島で、ごっついふたりのキャラクターが睨にらみ合っていた。空太が操あやつるキャラのステージだ。

　──ラウンド・ワン　ファイト！

　天下分け目の戦いの火ひ蓋ぶたはあっさりと落とされた。

　開かい幕まくから仕し掛かける。牽けん制せいと思われる美咲の上じよう段だんパンチをしゃがみダッシュですり抜ぬけ、そのまま投げ技のコマンドを入力。

「もらった！」

　吸すい込むように空太のキャラクターが美咲のプロレスラーを抱かかえ上げる。

　だけど、そうは問屋がおろさなかった。

「娘むすめはやらんぞ！」

　美咲は難なんなく空太の投げを『投げ抜け』したのだ。

「なぬっ！」

「あたしに投げ技は通用しないも〜ん！」

　体たい勢せいを崩した空太は、とっさに距きよ離りを取ってガードを固める。でも、それにぴったりと美咲はくっついてきた。しかも、空太の操る漁師の両足を両りよう脇わきに抱えて、ジャイアントスイングに持っていかれた。わずかな隙すきも見み逃のがさない見事な腕うで前まえだ。

　ぶんぶん振ふり回された漁師は、豪ごう快かいに放り投げられてしまう。

　体力ゲージが今の一発で半分減へった。

「つ、強い」

　開幕のやり取りだけで、美咲が只ただ者ものではないと空太は感じた。３Ｄ格闘ゲームは、実力がキャラの動きに出やすい。間ま違ちがいなく手て練だれだ。

　だが、まだ戦いははじまったばかり。空太もこのゲームは相当やり込んだ。こちらの大技が一発決まれば、すぐに追いつける。

　美み咲さきは空そら太たのキャラが起き上がる前に、間合いを詰つめてきた。この辺の操そう作さも、熟じゆく練れん者しや特有の癖くせが出ている。

　今度は起き上がりの攻こう防ぼうだ。空太からは中ちゆう段だん、下段に攻こう撃げきを打ち分けることができる。美咲にしてみれば、しゃがんでガードするか、立ってガードするかの二に択たく。でも、実は三つ目の選せん択たく肢しがある。何もせずに起き上がって、そのまま投げに持っていくというものだ。そして、このシチュエーションで空太が選んだのは三番目の選択肢だった。

　起き上がり攻撃を警けい戒かいしたプロレスラーはガードを固めている。その足元に前転で接せつ近きん。すかさず投げのコマンドを入力した。十字キーの斜ななめ下を二回に、ガードとパンチボタンの同どう時じ押おし。

　今度は決まった。

「うしっ！」

　軽々と漁りよう師しがプロレスラーを持ち上げる。だけど、そこまでだった。プロレスラーはまたしても華か麗れいに『投げ抜ぬけ』をして地面に足から着地する。

「甘あま辛からいはＢ級グルメ！」

「なぜだ!?」

　コマンドの入力受け付け時間の短い『投げ抜け』は、狙ねらって連発できるものじゃない。どちらかというと、偶ぐう発はつ的てきに出ることが多い。

「あたしに投げ技わざは通用しないんだって」

　美咲は軽々とそんなことを言う。

　動どう揺ようが一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくを空太に生んだ。美咲にはそれで十分だった。

「あっ！」

　再ふたたび、美咲の大おお技わざが炸さく裂れつ。漁師がぐるんぐるんとジャイアントスイングで回されている。

　無残に放り投げられたところで試合終了。

　空太のキャラの体力はゼロ。美咲は満タンだ。

「これ、まじで……バカな！」

　負けた。完敗だ。しかも何の見せ場もないしょっぱい試合。

　けど、この勝負は二本先取。まだ望みはある。

　ここは作戦を変へん更こうして打撃で攻める。美咲の使っているキャラは、性せい能のうが投げに偏かたよっているけど、空太の使用キャラクターはごっつい見た目とは裏うら腹はらに、打だ撃げきにも使い勝手のいい技が揃そろっている。

　こうなったら、勝ちに行く。

　──ラウンド・ツー　ファイト！

　まずは、出るのが早い上段パンチで牽けん制せい……。

「あっ」

　とか思っていたら、先ほどのラウンドで空そら太たがやったように、美み咲さきがしゃがみダッシュでプロレスラーを突つっ込こませてきた。かすりもしない空太の上じよう段だんパンチ。

　懐ふところに潜もぐり込んだプロレスラーは、漁りよう師しのお株かぶを奪うばうように、ブレーンバスターの要よう領りようで軽々と空太のキャラを持ち上げ、直下型で地面に叩たたきつける。

　大きく後こう退たいした体力ゲージと一いつ緒しよに、空太の心はぽっきりと折れた。

「娘むすめはもらった！」

　美咲が意味不明なことを言っている。その声をどこか遠くの方で空太は聞いていた。本日四度目の機き能のう停てい止しだ。そのまま、勢いきおいに乗った美咲に、空太はさくっと片かた付づけられた。まさに完全敗北。

「……二本連続のパーフェクト負けなんて」

　口から魂たましいが出て行きそうだ。

「なんだか、随ずい分ぶんと盛もり上がってんのな」

　突とつ然ぜん割わり込んできた声に反はん応のうして、なんとか空太は復ふつ活かつした。美咲と同時にドア口に顔を向ける。

　細身で背せの高い男子生徒が、部屋の入り口の壁かべに寄よりかかっていた。知的な眼鏡めがねが印象的で、大人おとなびた顔立ちをしている。その上、イケメンだ。

「仁じん！　そーらんだよ！」

「だったら、名字はやーれんしかないな」

「違ちがいますよ！　今日からお世話になります。一年の神かん田だ空太です」

「ふ〜ん。なんで、島流しになったんだ？」

「こいつです」

　ゲームをしている間もずっと空太の膝ひざの上にいたひかりを持ち上げる。

「あ〜、先月校門の前に捨すてられていた猫ねこを拾ったっていう生徒か」

「たぶん、その生徒です。えっと……」

「ああ、俺おれは三み鷹たか仁。美咲と同じで二年で、部屋は１０３号室だ。よろしくな」

「よろしくお願いします、三鷹先せん輩ぱい」

「先輩はよしてくれ。それに仁でいいよ」

「じゃあ、仁さん」

「よろしくな、空太」

「はい……とは言っても、俺、猫の里親が現あらわれたら、すぐ出ていきますけどね」

　ここはしっかりとアピールしておくべきだ。さくら荘そうに定住するつもりはない。

「え〜、ダメだよ、そんなの」

　美咲がぐいぐいと袖そでを引っ張ぱってきた。

「ちょっ、ちょっとくっつかないでください、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい」

　そんな空そら太たと美み咲さきを、仁じんが不思議そうに見ている。

「な、なんですか？」

「いや、仲良さそうだと思ってね」

「ど、どこがですか!?」

「ま、美咲もほどほどにな」

「それはできないよ、仁。あたしはもっと仲良くしたいんだも〜ん！」

「……ん？」

　そう言えば、美咲は「仁」と呼よび、仁は「美咲」と呼んでいた。その上、ふたりはなにやら親しげだ。これはもしやただならぬ関係なのだろうか。

「言っておくけど、俺おれと美咲はただの幼おさななじみで、別にただならぬ関係ってわけじゃないから、変な気は遣つかわなくていいぞ」

「な、なんでわかったんですか？」

　心を読まれている。

「さあ、なんでだろうな。今度、自分の顔を一日中、鏡で見てみればわかんじゃない」

「はあ」

　この人は、美咲や千ち尋ひろと違ちがって普ふ通つうだ。あくまで今のところはだけど……。

「俺、着き替がえたら出かけるんで、歓かん迎げい会かいは明日でいいよな？」

「え、あ、そんなのしてくれるんですか？」

「ま、期待はしないで楽しみにしててくれ」

　そう言い残して、仁はドア口から離はなれて行った。

「よ〜し、じゃあ、今からそらたん歓迎ゲーム大会だ！」

「げ、いえ、結けつ構こうです！」

　もちろん、それで逃にがしてくれる美咲ではなかった。
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「あの、上井草先輩……」

　頭が朦もう朧ろうとしている。

「そらぽんの力はそんなものか、見み損そこなったぞ！」

「弱音を吐く前に叱しからないでください……」

「真の姿すがたを見せてみろ！」

　まぶたも重たくて、目もしぱしぱしている。

　まさか、十時間もぶっ続けでやることになるとは思わなかった。とっくの昔に日付は変わって、現げん在ざいは午前四時。朝が近い。明日……というか、今日も学校なのに。

　しかも、それだけやっても空そら太たは美み咲さきに一勝もしていなかった。３Ｄ格かく闘とうゲームだけではなく、２Ｄ格闘でもそれは同じで、他にもＦＰＳ、ＴＰＳ、パズル、野球、ゴルフ、サッカーと何をやっても勝てない……。

　今はリモコン式のコントローラーを使って卓たつ球きゆうで勝負をしていた。腕うでが痛いたい。

「集中力が足りないぞ！」

「そりゃあ、こんだけやればそうもなるでしょ……」

　あくびをするたびに、涙なみだが目に沁しみる。

　心身ともにそろそろ限げん界かいだ。なのに、美咲のテンションは一向に落ちる気配がない。いったい、どういう動力で動いているんだ……。

　まさに宇う宙ちゆう人じん。地球の規き格かくから大きく外れている。

　このままさくら荘そうにいたら、過か労ろう死しする自信がある。早く逃にげ出さないとまずい。そのためには、白しろ猫ねこのひかりを可愛かわいがってくれる里親を探さがさなければならない。ここ一ヵ月、校内に張はり紙をするとかして探しているのだが、これが、見つかりそうで見つからない。だけど、本ほん腰ごしを入れてがんばらないと、冗じよう談だんを抜ぬきにしてまずいことになる。こんな環かん境きようで生きていく自信はない。

「てか、風ふ呂ろに入りたいんですけど」

　今日……というか、日付は昨日だけど、授じゆ業ぎようで体育もあったし、美咲と遊んでいて汗あせもかいたからだいぶ気持ちが悪い。

「そらちゃんは、好きな男の子の前で、汗のにおいが気になっちゃう乙女か！　『なんで、離はなれるんだよ？』『な、なんでもないよ』『はあ？』『い、いいから、こっちこないでよ！』『なんだよ、それ。勝手にしろ』とか言って、誤ご解かいされちゃうぞ！」

「そもそも俺おれは男なんですけど……」

「じゃあ、あたし、お風呂入ってくるね」

　すたっと立ち上がった美咲が小走りで部屋を出ていく。

「え〜、うそ〜」

　もう思考の流れがまったくわからない。脳のう内ないがワープしている。さくら荘にきてからこっち、振ふり回されっぱなしだ。

　立ち上がって空太が廊ろう下かに出ると、お風呂の方から勢いきおいよく出るシャワーの音と共に、美咲の歌声が聞こえてきた。十年ぐらい前にやっていた、宇宙の侵しん略りやく者しやから地球を守るロボットアニメの主題歌だ。真っ暗の廊下に美咲の声はよく通る。

「さくら荘はもう宇宙人に支配されてるけどね……」

　とりあえず、水でも飲んで落ち着こう。

　そう思ってダイニングに足を向けたところで、足首に冷たい空気が触ふれた。妙みようにひんやりしている。廊ろう下かの奥おくから流れてきているようだ。でも、どうしてだろう。１０３号室に住む仁じんは出かけたままで帰き宅たくしていない。クーラーを付けっぱなしということもないだろうし、常じよう識しき的てきに考えてドアを開けっ放しで出かけるはずがない。

　目を凝こらして見ても、電気の消えた廊下は真っ暗で、奥おくの様子までは見えなかった。

「なんか、こういうのってちょっと怖こわいな……」

　実はちょっとではなくてかなり怖い。

　さっさと水を飲んでこよう。そうしよう。踏ふみ出した足が、ぎしぎしと床ゆかを鳴らす。その自分の足音に驚おどろいて、空そら太たはびくっとした。

　反はん射しや的てきに立ち止まってしまう。

　すると、どうしたことだろうか。なぜだか、足音は続いている。

「せ、先生ですか？」

　音のしたダイニングの方に声をかけた。

　でも、返事は戻もどってこない。

　千ち尋ひろは合コンに出かけたあと、十一時くらいにはさくら荘そうに帰ってきている。お眼鏡めがねにかなう男だん性せいがいなかったのか、全然相手にされなかったのかはよくわからないが、

「なによ、あれ。はずれよ、はずれ。誰だれが性せい格かく悪わるいっての？　バカじゃないの」

　とか言って、散々管くだを巻まいては、ダイニングでビールを呷あおっていたのを、トイレに行った際さいに目もく撃げきしている。

　でも、十二時過すぎには、管理人室に引っ込こんだはずだ。今も千尋の部屋の電気は消えている。耳をすませると、豪ごう快かいないびきが聞こえてきた。

　つまり、千尋は部屋で爆ばく睡すい中ちゆうということになる。

　それなのに、足音はまだ止まらない。

　むしろ、一歩ずつ近づいてきている。

　千尋でもない。仁でもない。美み咲さきは入浴中……。じゃあ、一体……。

「う、うそだろ」

　いかにも出そうなさくら荘だけど、いやまさか、そんな……。

　空太が生なま唾つばを飲み込んだ瞬しゆん間かん、ダイニングから黒い影かげがす〜っと姿すがたを現あらわした。

「ぎゃああああああああああ！！」

　腰こしを抜ぬかした空太は、無ぶ様ざまに手足をじたばたさせながら、廊下の壁かべに張はり付いた。ほんとはもっと遠くに逃げたいけど、壁が邪じや魔までそれ以上は下がれない。でも、下がるのはやめられない。

「お、おば、おば……」

　がたがたと奥歯を鳴らしながらも、視し線せんは黒い影に向かってしまう。見たくないのに見てしまう。髪かみの長い女の幽ゆう霊れいだ。

　垂たれ下がった髪かみのせいで、顔まではわからない。いや、隙すき間まからわずかに目が見えた。視し線せんが絡からみ合う。

「ぎゃあああああああああああああああああ!!」

　悲鳴を上げた空そら太たは失しつ神しん寸すん前ぜんだ。そのすぐ脇わきを、黒い影かげはすり抜ぬけていく。そして、廊ろう下かの奥おく、かすかに開いていた１０２号室のドアの中へと消えていった。不思議なことに、冷たい空気の流れもそこで止まった。

　背はい後ごで電気がついた。管理人室だ。

　中から千ち尋ひろが出てきた。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、空太は、

「ぎゃああ、妖よう怪かいまゆげなし!?」

　と悲鳴を上げた。

　脳のう天てんに思い切り拳げん骨こつが降ふってきた。

「いでっ！」

「誰だれが妖怪まゆげなしよ!!　口の利きき方がわかっていないようね、神かん田だ。千せん石ごく先生はノーメイクでも綺き麗れいですね、でしょ？」

「てか、本当に先生ですか？」

　もう一度拳骨が落ちてきた。

「あだっ！」

「あんた、人生を終わりにしたいわけ？」

「そんなわけないでしょ！」

「なによ、夜中に悲鳴上げて、あんた、精せい神しんに異い常じようでもあるわけ？　やめてよ、そういう面めん倒どうくさい生徒は受け持ちたくないんだから」

「だ、だって、お、おば、おば」

「誰がおばさんよ！　私はまだ二十代！」

「だ、誰もそんなこと言ってません！　お化けが！」

　言った途と端たん、千尋はしらけた顔をする。

「ほ、ほんとですって！　こう、髪かみが肩かたより長くて、そ、そこの、俺おれの隣となりの部屋に消えていったんです！」

「あ〜、それなら確たしかに見み間ま違ちがいじゃないわね」

　きっぱりと千尋が言い切る。

「え!?　ここ出るんですか!?」

「ごくまれに出るのよ。１０２号室の住人、赤あか坂さか龍りゆう之の介すけが」

「……へ？」

「神田と同じ、一年生だから、仲良くしなさいよ。すっかり存そん在ざいを忘わすれてたわ。そういや、いたのよね、赤あか坂さかなんて生徒が」

　驚おどろくべき発言が、教きよう師しの口からもれた。

「それが教師の言うことか！」

「私もまだ三回くらいしか姿すがた見てないもの」

「はい？」

「赤坂は極度の引きこもりなのよ。入学してから一度も学校行ってないし」

「……まじですか」

「よかったじゃない。あんた、ついているわよ。入にゆう寮りよう早々に、赤坂に遭そう遇ぐうするなんて」

「引きこもりの生徒を幸運の妖よう精せいみたいな位置づけにしてないでください！」

「いや、ほんとすごいわ」

　どうでもよさそうに千ち尋ひろが言う。

「あんたの感想の方がよっぽどすごいわ！」

　というか、これでいいのだろうか、さくら荘そうは。

「先生が登校するようにしないといけないんじゃないんですか？」

「嫌いやなことを嫌々やらせたら、生きているのが嫌になるだけよ。あんた、そんなこともわからないわけ？」

「考えあってのことなんですね。すいません」

「だから、私はさくら荘では仕事をしないのよ。嫌だから」

「って、赤坂のことじゃなくて、あんたのことか！」

　とはいえ、もうひとり住人がいることがわかった以上は、挨あい拶さつくらいはしておこう。

　１０２号室の前に移い動どうして、空そら太たは声をかけた。

「あ、俺おれ、一年の神かん田だ空太。今日から隣となりの部屋に住むことになったから」

　だけど、部屋の中から返事はない。ドアももちろん開かない。

「……」

　沈ちん黙もくが虚むなしい。

「神田、ケータイ」

　千尋が手を差し出してきた。

「へ？」

「いまどきの高校生なら持ってるでしょ？」

「あ、はい」

　言われるままに部屋からケータイを持ってくる。

　すると、千尋が赤外線で赤坂龍りゆう之の介すけのメールアドレスを飛ばしてきた。

「挨拶をしたいなら、メールでしなさい」

　アドレス帳のトップに『赤坂龍之介』が出てきた。

「じゃ、私は寝ねるから」

　大きなあくびをしながら、千ち尋ひろが管理人室に引っ込こんでいった。こんな時間まで起きていることはお咎とがめなしでいいのだろうか。

　まあ、せっかくだから、メールを送ってみようか。

　部屋に戻もどりながら文章を打ち込み、ベッドに腰こしを下ろすと同時に送信した。

　──１０１号室に引っ越こしてきた神かん田だ空そら太ただけど、よろしく

　すると、すぐさま返信があった。

　──ただいま龍りゆう之の介すけ様は、サウンド圧あつ縮しゆくプログラムを組んでいる最中だお。だから、空太くんのメールには、返事ができないお。生まれたてのメイドちゃんより

　なんだか頭の悪そうな文面で、なんだかよくわからない内ない容ようのメールが返ってきた。メイドちゃんってなんだ。

　色々と謎なぞが多すぎる。龍之介様、サウンド圧縮プログラムとかも、わけがわからない。

「え〜っと、これは、どう解かい釈しやくすればいいんだ？」

　とりあえず頭を捻ひねってみる。

　メイドちゃんというのは、ハンドルネームか何かで、赤あか坂さか龍之介はネカマというやつなんだろうか。

　でも、すでに正体が男だとばれているこの状じよう況きようで、性せい別べつを偽いつわり女のふりを通すのはちょっと無理がありすぎる。

　人はそんな無意味なことに労力を割さくだろうか。割かない気がする。

　となれば、これは龍之介のジョークと考えるのが妥だ当とうだ。小こ粋いきな新しん人じん歓かん迎げいの挨あい拶さつなんだろう。そのセンスはどうかと思うけど……。


　──赤坂って面白い冗じよう談だん言うんだな

　──冗談ってなんのこと？　メイドちゃんは一いつ生しよう懸けん命めい龍之介様にお仕えして、お仕事しているお。メイドちゃんより



　またしても、たどたどしい中にも、仕事なんて硬かたいイメージの混まざったメールが戻もどってきてきた。相手はなかなかに手強い。

　それに少し違い和わ感かんもある。返信が異い常じように早いのだ。空太が送信ボタンを押おして、その二秒後くらいには、二回とも着信があった。そんなに短い文面でもないのに。

　ただ、考えてもわからないので、ひとまず返事を打つ。


　──いや、もう、それはいいから、普ふ通つうに話をさせてくれ。一年生同士仲良くしようぜ。ていうか、してくれるとありがたいです。頭がおかしくなりそうです

　──普通に話をしてるお。さては空太くんは頭が弱い子だお。メイドちゃんより

　──赤坂君、あのね、その語ご尾びは特にやめてくれるかい？　いらっとするわ！

　──私は龍之介様じゃないお。メイドちゃんより

　──そんなバカなことがあるか！　おちょくるのもいい加か減げんにしろ！

　──メイドちゃんはバカじゃないお。すぐに空そら太たくんより、優ゆう秀しゆうになるお。空太くんを跪ひざまずかせてあげるお。メイドちゃんより



　ダメだ。このしゃべりに付き合っていたら、頭が痛いたくなってきた。

　ベッドに仰あお向むけに倒たおれた。脳のうを少し休ませよう。しばらく目を瞑つぶっていると、ケータイに着信があった。

　赤あか坂さか龍りゆう之の介すけからのメールだ。

　──メイドちゃんは僕ぼくが開発した自動メール返信プログラムのＡＩだ。よって、僕ではない。だいたい、最初の返信を受け取った時点で、不自然だと思わなかったのか？　メイドちゃんは、着信から一秒とかからずに、メールの内ない容ようを把は握あくし、適てき切せつな文面を即そく時じ作さく成せいして返信を送る。人間の処しよ理り速そく度どでは到とう底てい追いつかない作さ業ぎよう効こう率りつを実じつ現げんしており、その高速返信を受け取った時点で、相手が人間でないと判はん断だんができる。隣となりの部屋に住むのは勝手だが、僕に余よ計けいな時間を取らせるな。今後は僕の手をわずらわせるな。以上だ

　メイドちゃんの文面とはまったく別の方向に、頭ず痛つうがする内容のメールだった。


　──普ふ通つう、個こ人じんのアドレスに自動返信プログラムが作動しているなんて思わないだろ！

　──そうか、それは確たしかに僕の失念かもしれないな。まさか、そんなこともわからない人間がこの世に存そん在ざいしているとは思っていなかった。すまない。以上だ



「少しも謝あやまられている気がしねえ！」

　一体全体、ここの住人はどうなっているんだろうか。揃そろいも揃って個こ性せいが強すぎる。

　宇う宙ちゆう人じんの先せん輩ぱいに、ものぐさな教きよう師し、それに偉えらそうな隣りん人じんもいれば、謎なぞのＡＩまで。理り解かいの範はん疇ちゆうを軽く超えている。こんな場所でしばらく暮くらすことができるんだろうか。

　答えはノーだ。

　そこに、どたどたと足音を立てながら、お風ふ呂ろ上あがりの美み咲さきが戻もどってきた。

「お待たせ、そらにゃん。続きをやろうか！」

　早朝、五時半のテンションじゃない。格かつ好こうもお風呂上がりとあって、肌はだにぴったり張はり付いたキャミソールに、ショートパンツと刺し激げき的てきだ。

　おかげで、空太の脳のう内ないは、落らく胆たんしたり、興こう奮ふんしたり、不安になったり、絶ぜつ望ぼうしたりで忙いそがしくて、もうほんとにパンク寸すん前ぜんだった。

　でも、そんな空太の心しん境きようなど、美咲は構かまってくれない。

「さあ、勝負だ、そーめん！」

「俺おれをつるっといただく気ですか！　だ〜、もう、我が慢まんできん！　出て行ってください！　俺をひとりにさせて！」

「次はレースゲームで勝負だ！」

「……」

「はい、座すわって！　コントローラー持って！　遊んで！」

「わかりました……」

「よ〜し、じゃあいくよ〜！」

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいが出て行かないなら、俺おれが出ていきます！　もうこんなところにいられるか！　公園で寝ね泊とまりした方がましですよ！」

　溜たまったフラストレーションを爆ばく発はつさせた空そら太たは、苛いら立だちに任まかせて部屋から飛び出した。そのまま玄げん関かんから外に出て、意味不明な叫さけび声を上げながら、さくら荘そうに続いている坂を駆かけ下りていった。もう頭は殆ほとんど動いていなかった。きっと、精せい神しん崩ほう壊かいを回かい避ひするために、自じ衛えい本ほん能のうが働いたのだろう……。
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　朝日が昇のぼっていく。

　児童公園の半分埋うまったタイヤに座って、空太はその様子をぼんやりと眺ながめていた。

　徹てつ夜や明あけの目に、日の光はなんとも沁しみる。

「何も、本当に公園に来ることはなかったな」

　深いため息がもれた。

　文字通り現げん実じつ逃とう避ひをしてしまった。これからどうしようか。

　校長に掛かけ合って、一いつ般ぱん寮りようになんとか戻もどしてもらおうか。いや、白しろ猫ねこのひかりがいる以上、そんな提てい案あんを受け入れてくれるはずがない。それに、自分で選んだことだ。最さい低てい限げんの責せき任にんはちゃんと取りたい。

　だから、一般寮に帰るのは、ひかりを可愛かわいがってくれるやさしい里親が現あらわれてから。そこは曲げられない。

　とは言え、あのさくら荘で、やっていくのはちょっと簡かん単たんじゃない。

　たった一日でここまで精せい神しんを抉えぐられるとは思わなかった。とてもじゃないけど、一週間とか一ヵ月という単位で耐たえられる気はしない。

「どうしよう……ほんと、ここで野宿か？」

　いくらなんでもそれは避さけたい。

　それに、ひかりや荷物をさくら荘に置いてきている。

「はあ……どうしよ」

　再ふたたびため息を吐ついたところで、空太は猫の鳴き声を聞いた気がした。

　やめればいいのに、耳をすまして、注意深く気配を探さぐってしまう。

　すると、確たしかに「にゃあ」という声がした。

　公園の奥おくの方からだ。

　立ち上がった空そら太たは、操あやつられたように鳴き声のした方へと足を向ける。生おい茂しげった草むらの奥おくに、ダンボール箱を見つけた。

　その中には、黒い毛け並なみの子こ猫ねこがいて、心細そうに小さな声を上げていた。空太に気づいた子猫がつぶらな瞳ひとみで見上げてきた。

　とっさに、空太は手で顔を覆おおっていた。

「いや、ダメだ。絶ぜつ対たいにダメだろ、俺おれ……」

　ひかりの里さと親おや探さがしも難なん航こうしている。さくら荘そうを脱だつ出しゆつするには、猫を増ふやしている場合じゃない。

「にゃあ」

「……」

「にゃあ？」

「……」

「にゃあ……」

「だ〜、わかったよ！」

　黒い子猫を空太は顔の高さまで抱かかえ上げた。子猫がざらざらした舌したで、手をなめてくる。

「腹はら、減へってるのか？」

「にゃ〜」

「そっか、でも、俺、食べ物持ってないんだよな」

　空太のお腹なかもぐうと鳴った。ずっとゲームをしていたから、まともに食事を取っていなかった。ひもじい。なんともひもじい。

　こうなったら、帰るしかない。あのさくら荘に。

「……こ、これは、あくまで猫にご飯をあげるためだからな」

　そうだ。そうに決まっている。けして、さくら荘の住人になることを受け入れたわけじゃない。

　そんなよくわからない言い訳わけをしながら、空太は来た道を戻もどるため公園を出た。




　さくら荘の前まで戻ってきた空太は、なかなか玄げん関かんの扉とびらを開けられなかった。

　まさか、わずか一時間程てい度どで家出が終わるとは……。格かつ好こう悪わるいにも程ほどがあるだろう。

　気配を探さぐっても、建物の中は寝ね静しずまっていて、物音は聞こえてこない。

　音を立てないように、そっと小さく扉を開けて、中を覗のぞき込こむ。

　誰だれもいない。

「よし」

　と声に出したところで、

「なにやってんだ、お前」

　と後ろから肩かたに手を置かれた。

「うわああっ！」

「空そら太たも朝帰り？」

　振ふり向いた空太の視し界かいに映うつったのは仁じんだ。大きなあくびをしている。半分閉とじた目がなんとも眠ねむたそうだった。

「留る美みさんがなかなか寝ねかせてくれなくてさ」

「は、はあ」

　見れば、首くび筋すじに赤いあとが残っている。キスマークというやつだろうか。

「じ、仁さんって彼かの女じよいるんですね」

「いるよ」

「お、大人おとなですね」

「四人ほど」

「は？」

　なんか、さらりと普ふ通つうじゃない数字が聞こえた気がする。

「よ、四人ですか？」

「なんだよ、五人も六人もいるように見えるのか？　お前、ひどいこと思ってるのな」

「ち、違ちがいますよ！　……って、あれ？　四人いる時点で、やっぱりおかしいから、さっきの反はん応のうで、俺おれあってますよね!?」

「空太って面白いな」

　どうやら、からかわれていたらしい。仁は普通っぽいけど、どうも捉とらえどころがない感じがする。その上、彼女が四人もいるなんて……。さすがさくら荘そうの住人だ。全然まともじゃなかったし、ちっとも普通じゃなかった。

「んで、そのかわいらしい子は？」

　仁はさっきから空太の腕うでの中にいる黒くろ猫ねこを見ている。

「さっき、公園で拾いました」

「ふ〜ん、名前は？」

「のぞみにしようと思います」

「三匹目を拾ったら、こだまだな」

　仁はけらけらと笑いながら、玄げん関かんの扉とびらを開けて、さくら荘の中に入った。それにつられて、空太も玄関に上がっていた。

「次はないですよ！　俺はすぐに、ひかりとのぞみの里親を見つけて、さくら荘を出て行きますから」

「ま、せいぜい、がんばるんだな」

　どこか楽しんでいる仁の態たい度どを見ていると、空太の未来を知っているんじゃないかと思えてくる。もちろん、そんなわけはないのだが。

　仁じんに続いて廊ろう下かに足を向け、空そら太たは一度部屋に戻もどることにした。どうせ、ひかりもお腹なかを空すかせている時間だから、ご飯は一いつ緒しよにあげた方がいい。

　そんなことを考えながら、空太が１０１号室のドアを開けた瞬しゆん間かん、目の前でクラッカーの音が弾はじけた。驚おどろいたのぞみが腕うでの中から飛び降おり、空太は紙テープと紙かみ吹雪ふぶきに包まれていく。

「な、なんだ!?」

「さくら荘そうへようこそ！」

　美み咲さきが満面の笑みで迎むかえてくれた。

　部屋の中は、クリスマスかと勘かん違ちがいするほど、豪ごう華かな電でん飾しよくで飾かざられていた。折りたたみ式のテーブルの上では、季節外れの鍋なべがぐつぐつと煮に立たっている。はっきり言って暑い。

「なんですか、これは？」

　空太は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「見ての通り、空太の歓かん迎げい会かいだろ」

　後ろから仁が説明してくれたけど、やっぱり、意味がわからない。確たしか、明日やるとは言っていたし、日付は跨またいだけど、今は朝の六時だ。

「美咲がもうやるって聞かないからさ」

　そこで仁があくびをする。もしかしたら、そのために、仁はこの時間に帰ってきたのかもしれない。まあ、こんな時間に外出していること自体が不健全なのだが……。

　美咲はというと、謎なぞの歓迎ソングをひとりで歌ってノリノリだ。歌か詞しの内ない容ようは、さっぱり意味がわからない。とりあえず、空太のために盛もり上げようとしてくれているのだけは伝わってくる。

「ずっと、新しい住人がくるのを、美咲は楽しみにしてたんだよ」

　空太の背せ中なかを押おしながら、仁が耳元で囁ささやいてきた。

「この部屋だって、いつ誰だれが来てもいいように、ひとりで掃そう除じしてたんだからな」

　だから、こんなに綺き麗れいだったのか。

「ま、そういうわけだから、諦あきらめて歓迎されてくれ」

　主しゆ賓ひんが座すわるべき上かみ座ざに、空太は自然と案内されていた。

　前まで来ると、鍋の熱気が半はん端ぱじゃない。

「ほらほら、こーはいくん、座った座った！」

　何がそんなに楽しいのか、美咲はご機き嫌げんだ。

「……あ、それにしましょう」

「ん？」

「あだ名です。その『こーはいくん』でお願いします、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい」

　今までの中で一番まともそうだ。

「わかったよ、こーはいくん！　あたしのことも名前で呼よんでいいよ。なんたって、あたしとこーはいくんの仲なんだから」

　どんな仲なのかはさっぱりわからない。

「じゃあ、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいだと長いんで、美み咲さき先輩と呼ばせてもらいます」

　そこで空そら太たは座ざ布ぶ団とんの上に座すわった。

　美咲の隣となりに仁じんも腰こしを下ろす。

「さあ、こーはいくんの歓かん迎げい会かいのはじまりだ！」

「で、なんで、鍋なべなんですか？」

　夏場に鍋はただの我が慢まん大たい会かいだ。

「さくら荘そうの歓迎会はこれって決まってるんだよ」

「だからって今、朝ですよ？」

　どこまでも無茶苦茶だと思う。こんなの聞いたことない。だけど、不思議なことに、歓迎されているんだとわかると、そんなに悪い気はしなかった。なんかもう非ひ常じよう識しきを通り越こして、おかしく思えてきた。気がつくと、空太は笑みを浮うかべていた。こんな状じよう況きよう、普ふ通つうじゃない。だから、笑うしかないって感じだ。

　そんな空太を見ていた仁が、

「空太とは長い付き合いになりそうな気がしてきたよ」

　と不ふ吉きつなことを言ってきた。

「じょ、冗じよう談だんはやめてください。俺おれはすぐにさくら荘から出て行きますよ。夏休みまでには出て行きます」

　その力強い空太の宣せん言げんは、途と中ちゆうから、

「は〜い、こーはいくん、かんぱ〜い！」

　という美咲のテンションによって、簡かん単たんにかき消された。

　しかも、それだけに留とどまらず、美咲は、

「あ、そうだ！　写真を撮とろうよ！」

　と言って、返事も待たずに部屋を飛び出していった。




　数分後、さくら荘の玄げん関かん前まえには、空太、美咲、仁、千ち尋ひろが集められた。龍りゆう之の介すけは欠席だ。

　門もん扉ぴを三さん脚きやくの代わりにして、仁がデジカメのタイマーをセットしている。

「赤あか坂さかはいいんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、あとであたしがフォトショップで追加しておくから！」

「いや、そうまでして載のせなくても……」

「じゃあ、行くぞ」

　声を掛かけて仁がフレームの中に戻もどってきた。

　空そら太たと仁じんの間に立った美み咲さきが、ふたりの腕うでを取ってぐっと自分に引き寄よせる。その瞬しゆん間かん、ぱしゃりとシャッターが自動で切れた。

　こうして、境さかい目めのないまま、空太のさくら荘そう生活は、二日目がはじまったのだった。
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　懐なつかしい記念写真の中で、寝ね起おきの千ち尋ひろはあくびをしている。空太と仁の腕にぶら下がった美咲は満面の笑みを浮うかべて、仁はただひとりすました顔で写っていた。空太は突とつ然ぜんしがみついてきた美咲に驚おどろいて、口を開けたなんとも情なさけない表ひよう情じようになっている。

　写真の左上には、卒業アルバムに載のせる集合写真の撮さつ影えい日びに休んでしまった生徒のように、龍りゆう之の介すけの姿すがたが追加されていた。やったのはもちろん美咲だ。
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　あの日からもう一年半が経たった。

　写真の中の空太には、まだあどけなさが残り、昔から大人おとなっぽいと思っていた仁にも、少し幼おさなさが見える。それは美咲も同じで、変わっていないように見えるのは、千尋くらい。

「空太、かわいいわ」

　手の中の写真をましろが覗のぞき込こんでくる。

「ほ、ほっとけ！」

　あの日に出会いがあったように、もうすぐ空そら太たたちには離り別べつの日が訪おとずれようとしている。明日で一月も終わりだ。

　三月に卒業する三年生と過すごせる日々は、あと一ヵ月と少しだけ……。

　それを思うと、言葉や事実なんかは抜ぬきにして、ただ胸むねの奥おくが切なくなる。

　いつかその日が来ることは知っていたけど、今まではまだ先のことだと自分に言い聞かせ、見て見ぬふりをすることができた。この時期になると、そんなことも言ってはいられない。朝が来るたびに、その日が迫せまってきていることを意い識しきする。逃のがれようのないその日が、やってくることを考えてしまう。

「空太」

「ん？」

「写真、撮とりたい」

「え？」

「みんなで撮りたい」

「そうだな」

　あれから、さくら荘そうはさらににぎやかになった。春にはましろがやってきて、夏には空太のクラスメイトである青あお山やま七なな海みもさくら荘そうの住人となった。六つある部屋は全部埋うまっている。

　だから、きっと、最高にいい写真が撮れると思った。みんなの思い出がたくさん詰つまった大切な写真が……。

「美み咲さき先せん輩ぱいと仁じんさんの卒業までには絶ぜつ対たいに撮ろうな」

「うん……」

　でも、今はまだそれができない。去年のクリスマスイブから、仁はさくら荘に帰ってきていないから。美咲と仁はこじれたままだ……。

　そういうのが全部綺き麗れいに解かい決けつすればいいと思う。

　余よ計けいなことは気にしないで、卒業式を迎むかえたい。

　純じゆん粋すいに、ただ純粋に、美咲と仁の卒業をお祝いしたいから。

　一いつ緒しよに過ごしてきた日々への感かん謝しやを込めて。いつものさくら荘らしく。バカみたいに笑いながら。その日を迎えたいと空太は心の底から思った。







　あとがき




　生まれて此この方、帽ぼう子しが似に合あったことのない鴨かも志し田だ一はじめです。

　それならそれで、かぶらなければいいのですが、どうも最近の太陽は、だいぶ調子を上げてきているらしく、身の危き険けんを感じるほどなので、自じ衛えいのために帽子くらいはかぶりたいわけですね、これが。

　そんな事じ情じようから、ここ数年は毎年のように「今年こそは帽子をかぶるぞ！」とやる気を出して、お店を覗のぞきに行くわけですが……結果は言うまでもなく惨ざん敗ぱいです。だって、似合わないんですもの。なんだって、こんなに帽子ってやつは難なん易い度どが高いんでしょうか。

　だが、しかし、今年は違ちがいます。ええ、やってやりましたとも。買ってやりましたよ、帽子。ついに、長きに渡わたる帽子との戦いに、終しゆう止し符ふを打ってやりました。

　勝しよう因いんはただひとつ。

　似合ってなくても気にしない。これに尽つきますね。




　どうでもいい話が長くなりました。今回はご覧らんの通りで、短たん編ぺん集しゆうとなっております。はじめての機会なので、各編にコメントでもしておきましょう。




『神かん田だ空そら太たの普ふ通つうな一日』

　書いた時期は、二巻かんの直後くらいでしょうか。記念すべき初の短編です。




『三み鷹たか仁じんの大人おとなへの階かい段だん』

　実はこの話、電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥに掲けい載さいされたものとは、表ひよう現げんが大おお幅はばに違うシーンがあります。ずばり正せい解かいを言うと、仁と留る美みの会話シーンです。交わしている会話や、物語の内ない容ようは同じなのですが、やり取りをしているシチュエーションが直ちよく接せつ的てきか、間接的かで違っています。

　今回は、直接表現のバージョンが収録されています。元々は、こちらがオリジナルで、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに掲載されたものは、あとから修しゆう正せいしたものでした。

　両方読まれた方は、どちらがお好みだったでしょうか。




『青あお山やま七なな海みの乙女おとめなクリスマス』

　三み十そ路じを過すぎたおっさんが書いているということは、綺き麗れいさっぱり忘わすれて読んでいただきたい内容となっております。




『もうひとつのクリスマスイブ』

　元々は仁じんと美み咲さきの決定的なシーンを書くために生まれた短たん編ぺんなのですが……構こう成せいや尺しやくの関係で、結果的には全員登場の書き下ろしとなりました。




『住めば都のさくら荘そう？』

　空そら太たがはじめてさくら荘にやってきたときのエピソードは、どこかで書いておかなければならないと思っていたので、こうして形になったのはうれしい限かぎりですね。




　という感じの五編でした。次の機会があれば、もっと能のう天てん気きな内ない容ようの短編も書きたいところです。




　最後になりますが、溝みぞ口ぐちケージ様と荒あら木き様には大変お世話になりました。今後ともお力ちから添ぞえいただければと思います。

　また、あとがきまでお付き合いいただきました皆みな様さま方がたにも厚あつく御おん礼れい申もうし上げます。

　次回は、今年中にお会いできればと。





鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。買った当日に撮影した帽子の写真。暑い日には人目を気にせずにかぶってやる気満々の太陽に対抗している。
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溝みぞ口ぐちケージ

洗濯物を数時間取り込むのを忘れたら、生乾き臭が２日くらい取れませんでした。みんな気をつけろ！　そして心に刻め！　この時期の洗濯は戦争だということを……！








電撃文庫

さくら荘そうのペットな彼かの女じよ[image: ]






鴨かも志し田だ一はじめ
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